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ま全に関するごを意 


A 警告！ ユーザーが义傷をしたり、コンピューターが過熱が態になったりするおそれがありますの 
で、ひざの上に直接コンピューターを置いて使用したり、コンピューターの通気孔をふさいだりしな 
いでください。コンピューターは、机のようなしっかりとした水平なところに設置してください。通 
気を巧げるおそれがありますので、隣にプリンターなどのま面の硬いものを設置したり、枕や毛布、 
または衣類などの表面が柔らかいものを敦いたりしないでください。また、 AC アダプターを肌に触 
れる位置に置いたり、枕や毛布、または衣類などの表面が柔らかいものの上に置いたりしないでくだ 
さい。お使いのコンピューターおよび AC アダプターは、 International Standard for Safety of 
Information Technology Equipment (lEC 60950) で定められた、ユーザーが触れる表面の温度に関 
する規格に準拠しています。 
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機能 


ハードウエアの確認 

コンピューターに取り付けられているハードウエアの一覧を参照するには、な下の操作を行います。 

▲ [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]の順に選巧します。次に、[シ 
ステム]領域で[デバイスマネージャ ー] をクリックします。 

[デバイスマネージャ ー] を使用すると、ハードウエアを追加したりデバイスの設定を変更したりする 
こともできます。 


腎 を記： Windows ® には、コンピューターのセキュリティを強化するためのユーザーアカウント制御 
機能が含まれています。アプリケーンヨンのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の設定 
変更などを行うときに、ユーザーのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合があります。詳 
しくは、 Windows のヘルプを参照してくださし、。 


表面の各部 

ポインティングデバイス 



〇 〇 



名称 説明 

(1) タッチパッドランプ • 消灯：タッチパッドがち効になっています 

• オレンジ色：タッチパッドが無効になっています 
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名称 


説明 

(2) 

タッチパッドオン/オフ切り替え 

fn キーと一緒に押すと、タツチパツドの有効/無効が切り替わりま 
す 

(3) 

ポインティングスティック* 

ポインターを移動して、画面上の項目を選キ尺したり、アクティブ 
にしたりします 

(4) 

fn キー 

f 5 キーと一緒に押すと、タツチパツドの有効/無効が切り替わりま 
す 

(5) 

ちのポインティングスティックボタン* 

外付けマウスの左ボタンと同じように機能します 

(6) 

タッチパッド* 

ポインターを移動して、画面上の項目を選択したり、アクティブ 
にしたりします 

(7) 

左のタッチパッドボタン* 

外付けマウスの左ボタンと同じように機能します 

(8) 

右のタッチパッドボタン* 

外付けマウスのちボタンと同じように機能します 

(9) 

タッチパッドのスクロールゾーン 

画面を上下にスクロールします 

(10) 

ちのポインティングスティックボタン* 

外付けマウスのちボタンと同じように機能します 

* この表では初期設定の状態について説明しています。ポインティングデバイスの設定を表示したり変更したりするには、 
[スタート]一[デバイスとプリンタ—— ] の順に選巧します。次に、お使いのコンピューターを表すデバイスを右クリックし 
て、[マウス設定]を選巧します。 
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電源ランプ 


点灯：コンピューターの電源がオンになっています 

点減：コンピューターがスリープ状態になっています 

消灯：コンピューターの電源がオフになっているか、ハイ/く 
ネーシヨンが態になっています 


バツテリランプ 


オレンジ色に点灯：バッテリが巧電中です 

青緑色：バッテリが完全を電時に近いが態です 

オレンジ色で点減：コンピューターの電源としてバッテリの 
みを使用していて、ロー バッテリ状態になっています。完 
全なロー バッテリ状態になった場合は、バッテリランプが 
すばや〈点滅し始めます 

消灯：コンピューターが外部電源に接続されている場合、コ 
ンピューターに装着されているすべてのバッテリが完全に 
巧電されると、このランプは消灯します。コンピューターカ 《 
外部電源に接綿されていない場合は、ロー バッテリが態に 
なるまでランプが消灯したままです 


ドライブランブ 


青緑色で点滅：ハードドライブにアクセスしています 

オレンジ色 ： [HP 3 D DriveGuard ] によって内蔵ハードドライ 
ブが一時停止しています 


Caps Lock ランプ 


点灯 ： Caps Lock がオンの状態です 


タツチパッドランプ 


消灯：タツチパツドが有効になっています 
オレンジ色：タツチパッドが無効になっています 


ミュート（消音）ランプ 


青緑色：コンピューターのサウンドがオンになっています 
オレンジ色：コンピューターの音がオフになっています 


音量下げランプ 


点滅：音量下げ'ボタンを使用してスピーカーの音量を下げていま 
す 
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名称 


説明 


(8) 

音量上げランプ 

点滅: 
す 

音量上げボタンを使用してスピーカーの音量を上げていま 

(9) 

Num Lock ランプ 

点'な: 

: Num Lock がオンであるか、闲蔵テンキーがち効です 


ボタンおよびスイッチ 






名称 


説明 

(1) 

巧蔵ディスプレイスイッチ 

コンピューターの電源が入ったままディスプレイを閉じたとき 
に、ディスプレイの電源を切ります 

(2) 

ミュート（消音）ボタン 

スピーカーの音をミ肖したり元に戻したりします 

(3) 

音量下げボタン 

コンピューターの音量を下げます 

(4) 

音量上げボタン 

コンピューターの音量を上げます 
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キ— 



名称 


説明 

(1) 

esc キー 

fn キーと組み合わせて巧すことによって、システム情報を表示し 
ます 

(2) 

fn キー 

ファンクションキーまたは esc キーと組み合わせて巧すことに 
よって、頻繁に使うシステムの機能を実行します 

(3) 

Windows ロゴキー 

Windows の[スタート]メニューを表示します 

(4) 

Windows アプリケーシヨンキー 

ポインターを置いた項目のショートカットメニューが表示され 
ます 

(5) 

内蔵テンキー 

外付けテンキーと同じように機能します。上の図は英語版の 
キー配列です。日本語版のキー配列とは若干異なりますが、内蔵 
テンキーの位置は同じです 

(6) 

フアンクシヨンキー 

fn キーと組み合わせて押すことによって、頻繁に使うシステムの 
機能を実行します 
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前面の各部 



@) 


名称 


説明 

(1) 

Web カメラランプ 

点灯： Web カメラを使用しています 

(2) 

外部無線 WAN アンテナボタン 

外付け無線ワイドエリアネットワーク（無線 WAN ) アンテナ 
を開きます 

(3) 

列•巧け無線 WAN アンテナ 

無線 WAN で通信する無線信号を送受信します 

(4) 

電源スイツチ 

• コンピューターの電源がオフの場合、スイッチをち側に滑ら 


せると電源がオンになります 


• コンピューターの電源がオンの場合、スイッチを右側に滑ら 
せるとコンピューターがシャットダウンします 

• コンピューターがスリープ状態の場合、スイッチを右に短く 
右側に滑らせると、スリープが終了します 

• コンピューターがハイバネーシヨン状態の場合、スイッチを 
短〈右側に滑らせるとハイ/くネーシヨンが終了します 

コンピューターが応答せず、 Windows のシャットダウン手順を実 
行できないときは、電源スイッチを5秒程度右にスライドさせた 
ままにすると、コンピューターの電源が切れます 


電源設定について詳し〈は、[スタート]一 [コントロール パネ 
ル]一[システムとセキュリティ]一博源オプション]の順に選択 
します 


(5) 

スピーカー ( x2 ) 

サウンドを出力します 

(6) 

名刺スロット 

Web カメラが画像を撮影できる位置に名刺を固定します 

(7) 

ディスプレイリリースラッチ 

コンピユーターを開きます 

(8) 

Bluetooth ® コンパートメント 

別売の Bluetooth デバイスが装着されます 


6 第1章 


機能 


























右側面の各部 


ゆ 



名称 

説明 

(1) HP 指紋認証センサー（指紋認証システム） 

パスワードの代わりに指紋認証を使巧して Windows にログオン 
できます 


(2) QuickWeb ボタン 


コンピューターの電源が切れているときにこのボタンを押 
すと、 [HP QuickWeb ] が起動します 


• コンピューターの電源が入っているときにこのボタンを押 

すと、初期設定の Web ブラウザーが起動します 


(3) 

QuickLook ボタン 

• コンピューターの電源が切れているときにこのボタンを押 
すと、 [HP QuickLook ] が起動します 

• コンピューターの電源が入っているときにこのボタンを押 
すと、 [HP Software Setup ] (HP ソフトウェアセットアッ 
プ）が起動します 

を記： [HP Software Se 山 p ] が使用できない場合は、初期 
設定の Web ブラウザーが起動します 

(4) 

オーディオ出力（ヘッドフォン）コネクタ/オー 
ディオ入力（マイク）コネクタ 

別売の電源付きステレオスピーカー、ヘッドフォン、イヤフォ 
ン、へッドセット、またはテレビオーディオを接綿したときに、 
サウンドを出力します別売のへッドセットマイクも接続します 

を記： ヘッドフナンコネクタにデバイスを接続すると、コン 
ピューター本体のスピーカーは無効になります 

(5) 

スマートカードリーダー 

別売のスマートカードおよび Java ™ Card に対応しています 

(6) 

USB コネクタ （ X 2) 

別売の USB デバイスをを続します 

(7) 

RJ -11 (モデム）コネクタ 

モデムケーブルを接続します 

(8) 

セキュリティロックケーブル巧スロット 

別売のセキュリティロックケーブルでコンピューターを固を物 
にを続することによって、を難を防止します 

ま記： セキュリティロックケーブルに抑止効まはありますが、 
コンピューターのを難や誤った取り巧いを完全に防ぐものではあ 
りません 


ハードウエアの確認 


























左側面の各部 




をでで n 甲 

を ） @®@ 


名称 


説明 

(1) 

メディアカードリーダー 

レ:>1下のフォーマットの別売のメディア カー ドに対応しています 



• SD (Secure Digital ) メモリーカード 



• マルチメディアカード （ MMC ) 

(2) 

ペンホルダー 

デジタイザーペンを収納します 

(3) 

通気孔 

コンピューター内部の温度が上がりすぎないように空気を通し 
ます 



を記： 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐため、コン 
ピューターのファンは自動的に作動します。通常の操作を行っ 
ているときに内部ファンが回転したり停止したりしますが、これ 
は正常な動作です 

(4) 

ExpressCard スロット（一部のモデルのみ） 

別売の ExpressCard をサポートしています 

巧） 

無線ランプ 

• 青色：無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) デバ 

イス、 HP モバイルブロードバンドモジュール、または 
Bluetooth デバイスなどの内蔵無線デバイスがオンになって 
います 



• オレンジ色：すべての無線デバイスがオフになっています 

(6) 

無線スイッチ 

無線機能をオンまたはオフにしますが、無線を続は確立されませ 
ん 



を記： 無線接続を確立するには、無線ネットワークがすでに 
セットアップされている必要があります 

(7) 

1394コネクタ 

ビデオカメラなど、別売の IEEE 1394または 1394 a デバイスを 
接続します 

(8) 

電源供給機能付き USB コネクタ 

電源供給機能付き USB ケーブルを接続すると、別売の外付けマ 
ルチベイなどの USB デバイスに電源を供給できます 
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背面の各部 




〇 〇 〇 〇 



③ @(§) 


名称 


説明 

(1) 

ジョグダイヤル 

タブレットモードでは、標準キーボードの enter キーと上矢印 
および下矢印と同じように機能します 

• 巧側に押すとコマンドが入力されます 

• 上に回転すると、画面上で上にスクロールします 

• 下に回転すると、画面上で下にスクロールします 

(2) 

esc ボタン 

タブレットモードでは、アプリケーションを終了または エス 
ケープ出力できます 

(3) 

回転ボタン 

タブレットモードでは、画像の横方向と縦方向を切り替えます 

(4) 

Ctrl + alt + del ボタン 

タブレットモードの場合： 

• Windows の実行中に、ペンでボタンを押すと Ctrl + alt + 
del コマンドが入力されます* 

• [Computer Setup ] ユーテイリテイの実行中に、ペンでボタン 
を押すと、リセットコマンドが入力されます。コンピュー 
ターがリセットされ、保存されていない情報はすべて失われ 
ます。リセット機能を使用すると、システムが応答しなく 
なったときに機能を復元できます 

(5) 

電源コネクタ 

AC アダプターを接続します 

(6) 

RJ -45 (ネットワーク）コネクタ 

ネットワークケーブルを接続します 

(7) 

外付けモニターコネクタ 

外付け VGA モニターまたはプロジェクターを接続します 

* 作業データとシステムを保護するため 、 Ctrl + alt + del コマンドは、画面上のキーボードの Ctrl 、 alt 、 および del キーから 
は入力できません。 
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轰面の各部 



名称 


説明 

(1) 

バッテリベイ 

バッテリおよび SIM (Subscriber Identity Module ) を格納します 

(2) 

SIM スロット 

無線 SIM カードがあります（一部のモデルのみ）。 SIM スロット 
は、バッテリベイの中にあります 

(3) 

通気孔（巧） 

コンピューター内部の温度が上がりすぎないように空気を通し 
ます 



を記： 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐため、コン 
ピューターのファンは自動的に作動します。通常の操作を巧つ 
ているときに内部ファンが回転したり停止したりしますが、これ 
は正常な動作です 

(4) 

ハードドライブベイ 

ハードドライブ、メモリモジュールスロット、無線 LAN モ 
ジュール（一部のモデルのみ）、および無線 WAN モジュール （一 
部のモデルのみ）を格納します 

(5) 

ドッキングコネクタ 

別売のドッキングデバイスを接続します 

(6) 

巧電レベルインジケーター 

バッテリの推定残量を表示します 

(7) 

バッテリリリースラッチ 

バッテリベイからバッテリの固定を解除します 

(8) 

オプションバッテリコネクタ 

別売のオプションバッテリを接続します 

(9) 

オプションバッテリコネクタカバー 

スライドさせて開けると、オプションバッテリコネクタが格納 
されています 
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ディスプレイ 



〇 


名称 


説明 

(1) 

Web カメラランプ 

点な： Web カメラを使用しています 

(2) 

Web カメラ 

サウンドを録音したり、動画を録画したり、静止画像を撮影した 
りします 

(3) 

キーボードライトボタン 

キーボードライトを開いて点灯させます 

(4) 

HP 指紋認証センサー 

パスワードの代わりに指紋認証を使用して Windows にログオン 
できます 

(5) 

内蔵マイクい2) 

サウンドを録音したり、ビデオ会議および VoIP (Voice Over 

IP ) 用のサウンドを送信したりできます 

(6) 

周辺光センサー 

周囲の巧るさに基づいて画面の潤度を自動的に調節します 

(7) 

回転ヒンジ 

ディスプレイを回転させ、コンピューターを通常のノートブック 
モードからタブレットモードに、またはその逆に切り替えます 

(8) 

タツチスクリーン 

タッチスクリーン上で指を使用して特定のアクションを実行で 
きます 
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無線アンテナ（一部のモデルのみ） 

無線アンテナは1台な上の無線デバイスとの間で信号を送受信します。アンテナはコンピューター 
の外側からは見えません。 



名称 


説明 

(1) 

無線 WAN アンテナ ( x 1)* 

無線ワイドエリアネットワーク（無線 WAN ) で通信する無線信 
号を送受信します 

(2) 

無線 LAN アンテナ ( X 2) * 

無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) で通信する無線 
信号を送受信します 

(3) 

列•巧け無線 WAN アンテナボタン** 

外付け無線 WAN アンテナが開きます 

(4) 

外付けお線 WAN アンテナ •* 

無線 WAN で通信する無線信号を送受信します 


* アンテナはコンピューターのか側からは見えません。おさが最適に巧われるようにするため、アンテナの周囲には障害物を 
置かないで〈ださい。 


** 無線 WAN にを続する前に、無線 WAN アンテナボタンを巧してかせけ無線 WAN アンテナを垂直に開きます。外付け無 
線 WAN アンテナを使庙すると、内蔵の HP モバイルブロードバンドモジユールおよびモバイルネットワーク事業をの 
サービスを利用して無線 WAN にを続し、インターネットにアクセスできます。無線 WAN へのを続中は、か付け無線 WAN 
アンテナを閉じないで< ださい。 


お住まいの国または地域の無線規定については、 [ヘルプと サポート]から『規定、を全、および環境 
に関するご;'主意』を参照してください。 
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その他のハードウエアコンポーネント 



名称 


説明 

(1) 

電源コード* 

AC アダプターと電源コンセントを接続します 

(2) 

AC アダプター 

AC 電源を DC 電源に変換します 

(3) 

バッテリ* 

コンピューターが外部電源に接続されていないときに、コン 
ピューターに電力を供給します 

*バッテリおよび電源コードは、国や地域によって外観が異なります。このコンピューターを日本国内で使用する場合は、製 
品に付属の電源コードをお使いください。付属の電源コードは、他の製品では使用できません。 
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ラベルの確認 

コンピューターに貼付されているラベルには、システムの問題を解みするときに必要な情報や、コン 
ピューターを日本国外で使巧したりするときに必要な情報が記載されています。 

• サービスタグ：な下の情報を含む重要な情報が記載されています。 


を 


か 


~ product : KXJUU 
— が n : Mxxxmx 
pin : : c"xxH" 

XXXXXXXIKJUUl 

乂乂 1111111111111111111111 川 111111111 
…り 11111111111111111111111111111111111111 

service 
1 別 tag 

warranty x year 


S 


。 （1) 製品名：コンピューターの前面に貼付されている製品名です。 
。口）シリアル番号 （ s/n) :各製品に一意の英数字 ID です。 


。 （3) 製品番号 （ p/n) :製品のハードウエアコンポーネントに関する特定の情報を示します。 
製品番号は、サービス担当まが必要なコンポーネントゃ部品を確認する場合に役立ちます。 

。 （4) モデルの記載：お使いの コン ピユーターに関する文書、ドライバー、サポート情報を得 
るときに使用する英数字 ID です。 

。 （5) 保証期間：このコンピューターの標準保証期間が（年数で）記載されています。 


これらの情報は、サポート窓口に問い合わせるときに必要です。サービスタグラベルは、コン 
ピューターの裏面に貼付されています。 

• Microsoft® Certificate of Authenticity : Windows のプロダクトキー (Product Kev、Product 
ID) が記載されています。プロダクトキーは、オペレーティングシステムのアップデートや卜 
ラブルシューティングのときに必要になる場合があります。このラベルは、コンピューターの裏 
面に貼付されています。 

• 規をラベル：コンピューターの規定に関する情報が記載されています。規をラベルは、バッテリ 
ベイ内に貼付されています。 

• モデム認定/認証ラベル：モデムの規定に関する情報、および認定各国または各地域の一部で必 
要な政府機関の認定マークー覧が記載されています。日本国外でモデムを使用するときに、この 
情報が必要になる場合があります。モデム認を/認証ラベルは、メモリモジュールコンパート 
メント内に貼付されています。 

• 無線認定/認証ラベル（一部のモデルのみ）：オプションの無線デバイスに関する情報と、認定各 
国または各地域の一部の認定マークが記載されています。別売のデバイスは、無線口ーカルエ 
リアネットワーク（無線 LAN) デバイスや Bluetooth デバイスなどです。1つな上の無線デバイ 
スを使用している機種には、1つな上の認定ラベルが貼付されています。日本国外でモデムを巧 
用するときに、この情報が必要になる場合があります。無線 LAN の無線認定/認証ラベルはコン 
ピューターの裏面に貼付されています。 


• SIM (Subscriber Identity Module) ラベル（一部のモデルのみ）： SIM のにじの (Integrated Circuit 
Card Identifier) が記載されています。このラベルは、バッテリベイの中に貼付されています。 


• HP モバイルブロードバンドモジユールシリアル番号ラベル（一部のモデルのみ）： HP モバ 
イルブロードバンドモジュールのシリアル番号が記載されています。このラベルは、バッテリ 
ベイの中に貼付されています。 
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2 タブレットの使用 


タブレツト画面の各部 



〇 0 0 0を0 


@ _ 四 


名称 


説明 

(1) 

Ctrl 十 alt + del ボタン* 

• Windows の実行中に、ペンでボタンを押すと Ctrl + alt + del 

コマンドが入力されます t 



• [Computer Setup] ユーティリティの実行中に、ペンでボタンを 
押すと、リセットコマンドが入力されます。コンピューター 
がリセットされ、保存されていない情報はすべて失われます。 
リセット機能を使用すると、システムが応答しなくなったとき 
に機能を復元できます 

(2) 

回転ボタン 

画像の横方向と綱方向を切り替えます 

(3) 

回転ヒンジ 

ディスプレイを回転させ、コンピューターを通常のノートブック 
モードからタブレットモードに、またはその逆に切り替えます 

(4) 

esc ボタン 

プログラムを終了またはエスケープ出力できます 
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(5) ジョグダイヤル* 標準キーボードの enter キーと上矢印および下矢印キーのように機 

おします 

• 押すとコマンドが入力されます 

• 上に回転すると、画面上で上にスクロールします 

• 下に回転すると、画面上で下にスクロールします 


(6) ペンホルダー デジタイザーペンを収納しまず 


* この表では初期設定の状態について説明しています 。 Ctrl + a け + del ボタンおよびジョグダイヤルの機能の変更について 
は、[スタート]一[コントロールパネル]^[ハードウエアとサウンド] 一 [Tablet PC 設定]の順に選択します。 

十作業内容およびシステムを保護するため 、 Ctrl + alt + del コマンドは、画面上のキーボードの Ctrl 、 alt 、 および del キーか 
らは入力できません。 


ディスプレイの回転 

コンピューター本体のデイスプレイを通常のノー トブックモードからタブレットモードに回転で 
きまず。 


隊 ま記. コンピューターがノ ートブックモードまたはタブレットモードでドッキングされている場 
合、ディスプレイは回転しません。 


タブレットモード 

コン ピユーターをノートブックモードからタブレットモードに変更するには、な下の操作を行いま 
す。 

1. ディスプレイリリースラッチをスライドさせてディスプレイをリリースし（1)、コンピユー 
夕—本体のディスプレイを開きます（2)。 
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2. キーボードの反対側を向いてカチッと音がして固定されるまで、コンピューター本体のディスプ 
レイを時計回りに回転させます。 



3. キーボードにカチッと音がして固をされるまで、コンピューター本体のディスプレイを下に傾け 
ます。 



タブレットモードでは、表示画面はディスプレイの回転中に縦方向から横方向に自動的に切り替わ 
ります。 


鞍を 記： コンピューターのアンテナが身体に近い位置にある場合、アンテナが原因で表示画面の向き 
力巧動的に切り替わらないことがあります。 
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ノ ートブックモード 

コンピューターをタブレットモードからノートブックモードに変更するには、お下の操作を行いま 
す。 

1. ディスプレイリリースラッチをスライドさせます（1)。 

2. コンピューター本体のディスプレイを開きます口）。 
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3. キーボード側を向いてカチッと音がして固定されるまで、コンピューター本体のディスプレイを 
反時計回りに回転させます。 



m を記： コンピューターの電源をオンにしたときにコンピューターが応答しなくなることを防ぐため 
に、バッテリはしっかり固定してください。 
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3 


ネツトワ—ク 


無線デバイスの使用（一部のモデルのみ） 

無線は術では、有線のケーブルの代わりに電波を介してデータを転送します。お使いのコンピユー 

夕一には、 な下の無線デバイスが1つな上内蔵されている場合があります。 

• 無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) デバイス：会社の事務所、自宅、および公共の 
場所（空港、レストラン、コーヒーショップ、ホテル、大学など）で、コンピユーターを無線 
口ーカルエリアネットワーク（一般に、無線 LAN ネットワーク、無線 LAN 、 WLAN と呼ばれ 
ます）に接続します。無線 LAN では、各モバイル無線デバイスは無線ルーターまたは無線アク 
セスポイントと通信します。 

• HP モバイルブロードバンドモジユール：モバイルネットワーク事業をのサービスが利巧でき 
る場巧であればどこでも情報にアクセスできる、無線ワイドエリアネットワーク（無線 WAN ) 
デバイスです。無線 WAN では、各モバイルデバイスはモバイルネットワーク事業をの基地局 
と通信します。モバイルネットワーク事業をは、地理的に広い範困に基地局（携帯電話の通信 
塔に似ています）のネットワークを設置し、県や地域、場合によっては国全体にわたってサービ 
スエリアを効率的に提供します。 

• Bluetooth デバイス：他の Bluetooth 対応デバイス（コンピユーター、電話機、プリンター、 へ'ソ 
ドセット、スピーカー、カメラなど）に接結するためのパーソナルエリアネットワーク ( PAN ) 
を確立します。 PAN では、各デバイスが化のデバイスと直接通信するため、デバイス同±が比 
較的近距離になければなりません（通常は約10 m な内）。 


無線 LAN デバイスを搭載したコンピューターは、な下の IEEE 業界標準のうち1つな上に対応してい 
ます。 


• 802.11 b :最柳こ普及した規格であり、最大11 Mbps のデータ転送速度をサポートし、 2.4 GHz 
の周波数で動作します。 

• 802.11 g : 最大54 Mbps のデータ転送速度をサポートし、 2.4 GHz の周波数で動作します。 802. 
11 g の無線 LAN デバイスは下位の802.1 1 b デバイスに対応していて、両方を同じネットワーク 
で使巧できます。 

• 802.11 a :最大54 Mbps のデータ転送速度をサポートし、5 GHz の周波数で動作します。 


鞍を 記：_ 802.1 1 a は、802.1化および802.1 1 g には対応していません。 _ 

• 802.1 1 n は最大450 Mbps のデータ速度をサポートし、 2.4 GHz または5 GHz で動作します。 

802.11 a 、 b 、 g に対応しています。 

無線巧術について詳しくは、[ヘルプとサポート]の情報および Web サイトへのリンクを参照してくだ 
さし、。 
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無線アイコンとネットワークアイコンの確認 


アイコン 

名前 

説明 

((J)) 

無線けき続巧み） 

コンピューターのハードウェアとしての無線ランプおよび無線ボタ 
ンの位置を示します。ソフトウェアとしては、コンピューター上の 
[HP Wireless Assis ね nt ] ソフトウェアを示し、また1つ上の無線デ 
バイスがオンになっていることを表します 

(‘が 

無線（切断巧み） 

コンピューター上の [HP Wireless Assis ね n リソフトウェアおよびす 
ベての無線デバイスがオフになっていることを示します 

藝 

HP Connection 
Manager 

[HP Connection Manager ] を開きます。 [HP Connection Manager ] 
では、 HP モバイルブロードバンドデバイスを使用した接続を作成 
できます（一部モデルのみ） 

阁 

有線ネットワーク（接 
続済み） 

1つ上のネットワークドライバーがインス I -ールされていて、1つ 
お上のネットワークデバイスがネットワークに接続されていること 
を示します 

圍 

有線ネットワーク（無 
効/切断済み） 

1つ上のネットワークドライバーがインス I ^ールされているが、 
すべてのネットワークデバイスまたはすベての無線デバイスが 
Windows の[コントロールパネル] I こよって無効になっていて、どの 
ネットワークデバイスもち線ネットワークに接続されていないこと 
を示します 

prfltl 

ネットワーク（接続済 
み） 

1つ上のネットワークドライバーがインストールされ、1つ上の 
ネットワークデバイスが無線ネットワークに接綿されていて、1つ 
お上のネットワークデバイスを有線ネットワークに接綿できること 
を示します 

抽 

ネットワーク（切断済 
み） 

1つ上のネットワークドライバーがインス！-ールされていて、無 
線接続を使用できるが、どのネットワークデバイスもち線または無 
線ネットワークに接続されていないことを示します 

divl 

ネットワーク（無効/ 
切断巧み） 

1つ la 上のネットワークドライバーがインストールされているが、 
使用できる無線接続がないか、すべての無線ネットワークデバイス 
が無線ボタンまたは [HP Wireless Assis ね nt ] によって無効になって 
いて、どのネットワークデバイスも有線ネットワークに接続されて 
いないことを示します 


無線コントロールの使用 

な下の機能を使巧して、コンピューターの無線デバイスを制御できます。 

• 無線ボタンまたは無線スイッチ（このガイドでは無線ボタンと呼びます） 

• [HP Wireless Assistant ] ソフトウエア（一部のモデルのみ） 

• [HP Connection Manager ] ソフトウ： l ア（一部のモデルのみ） 

• オペレーティングシステムの制御機能 

無線ボタンの使用 

モデルにもよりますが、コンピューターには無線ボタン、1つレ: i 上の無線デバイス、1つまたは2つ 
の無線ランプがあります。出荷時の設をでは、コンピューターのすべての無線デバイスは有効になつ 
ているため、コンピューターの電源を入れると青い無線ランプが点なします。 
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無線ランプは、無線デバイスの全体的な電源の状態を表すものであり、個々のデ/《イスの状態を表す 
ものではありません。無線ランプが青色に点なしている場合は、少なくとも1つの無線デバイスが才 
ンになっていることを示しています。無線ランプがオレンジ色の場合は、すべての無線デバイスが才 
フになっていることを示しています。 


敦 を記； モデルによっては、すべての無線デバイスがオフになっているとオレンジ色のランプが点な 
します。 


すべての無線デバイスが工場出荷時に有効に設をされているため、複数の無線デバイスのオンとオフ 
の切り替えを、無線ボタンで同時に行うことができます。無線デバイスのオン/オフを個別に制御する 
には、 [HP Wireless Assistan ロソフトウエア（一部のモデルのみ）または [Computer Setup ] を使用し 
ます。 


敷 を記： 無線デバイスが [Comp 山 er Setup ] で無効になっている場合、そのデバイスが再び有劾に設定 
されるまで、無線ボタンは機能しません。 


[HP Wireless Assistant ] ソフトウエアの使用（一部のモデルのみ） 

無線デバイスのオンとオフは、 [HP Wireless Assistan ロソフトウエアを使巧して切り替えることがで 
きます。無線デバイスが [Computer Se 山 p ] で無効になっている場合、そのデバイスのオンとオフを 
[HP Wireless Assistant ] を使用して切り替えるには、あらかじめ [Computer Setup ] で有効に設定しな 
おしておく必要があります。 


敷を 記： 無線デバイスを有効にしても（オンにしても）、コンピューターがネットワークまたは 
Bluetooth 対•応デバイスに自動的に接結されるわけではありません。 


無線デバイスの状態を表示するには、[陽れているインジケーターーを表示します](通な領域の左側 
にある矢印）をクリックし、無線アイコンの上に力ーソルを置きます。 

無線アイコンが通知領域に表示されていない場合、な下の手順に沿って [HP Wireless Assis ね nt ] のプ 
ロパティを変更します。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[ハードウェアとサウンド] 一 [ Windows モビリティセ 
ンター]の順に選がします。 

2. [Windows モビリティセンター]の最下部の [HP Wireless Assis ね nt ] の領域にある無線アイコン 
をクリックします。 

3. [プロパティ]をクリックします。 

4. 通知領域の [HP Wireless Assistant ] アイコンの横のチェックボックスにチェックを入れま 

す。 

5. [適用]をクリックします。 

6. [閉じる]をクリックします。 

詳しくは、 [HP Wireless Assistan ロソフトウェアのヘルプを参照してください。 

1. [Windows モビリティセンター]にある無線アイコンをクリックして [HP Wireless Assis ねロリを 
開きます。 

2. [ヘルプ]ボタンをクリックします。 


/vH- 

巧3早 
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[HP Connection Manager ] の使用（一部のモデルのみ） 

お使いの コン ピューターの HP モバイルブロードバンドデバイスを使用して無線 LAN に接続する 
には、 [HP Connection Manager] を使用します。 

[Connection Manager] を開くには、タスクバーのち端の通知領域にある [Connection Manager ] アイ 
コンをクリックします。 

または 

[スタート]一[すべてのプログラム]一 [ HP ] 一 [HP Connection Manager ] の順に選択します。 

[Connection Manager] の使巧まについて詳しくは、 [Connection Manager] ソフトウ： l アのヘルプを参 
照してください。 

オペレーティングシステムの制御機能の使用 

-部のオペレーティングシステムでは、オペレーティングシステム自体の機能として内蔵無線デバ 
イスと無線接続を管理する方法が提烘されています。たとえば、 Windows の[ネットワークと共有セ 
ンタ ー] では、接続またはネットワークのセットアップ、ネットワークへの接続、無線ネットワークの 
管理、およびネットワークの問題の該断と修復が行えます。 

[ネットワークと共ちセンター]にアクセスするには、[スタート]一 [コン トロールパネル]一[ネット 
つ —クとインターネット]一[ネットワークと共ちセンター ] の順に選巧します。 

詳しくは、 Windows の[ヘルプとサポート]を参照してください。アクセスするには、[スタート]一 [へ 
ルプとサポート]の順に選択します。 
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無線 LAN の使用 

無線 LAN デバイスを使用すると、無線ルーターまたは無線アクセスポイントによってリンクされた、 
複数のコンピューターおよび周辺機器で構成されている無線口ーカルエリアネットワーク（無線 
LAN ) にアクセスできます。 


敷を 記； 無線ルーターと無線アクセスポイントという巧語は、同じ意味で使用されることがよくあ 
ります。 


• 企業無線 LAN や公共無線 LAN などの大規模無線 LAN では通常、多数のコンピューターや周辺 
機器に対応できる無線アクセスポイントを使巧することによって、重要なネットワーク機能を 
化のサービスから切り離すことができます。 

• ホームオフィス無線 LAN やスモールナフィス無線 LAN では通常、無線ルーターを使巧して、 
複数台の無線接続または有線接続のコンピューターでインターネット接続、プリンター、および 
ファイルを共有できます。追加のハードウエアやソフトウ I アは必要ありません。 

お使いのコンピューターじ搭載されている無線 LAN デバイスを使用するには、無線 LAN インフラス 
トラクチャ（サービスプロバイダーか、公共または企業ネットワークを介して提供される）に接続 
する必要があります。 

無線 LAN のセットアップ 

無線 LAN をセットアップし、インターネットに接続するには、な下のような準備が必要です。 

• ブロードバンドモデム （DSL またはケーブル） （1) およびインターネットサービスプロバイ 
ダー(旧 P ) が提供する高まインターネットサービス 

• 無線ルーター（別売） （2) 

• 無線 コン ピュ ータ ー (3) 

下の図は、インターネットに接続している無線ネットワークのインストール例を示しています。 



お使いのネットワークを拡張する場合、インターネットのアクセス巧に新しい無線または有線のコン 
ピューターをネットワークに追加できます。 

無線 LAN のセットアップについて詳しくは、ルーターの製造元または旧 P から提供されている情報 
を参照してください。 

無線 LAN の保護 

無線 LAN の標準仕様に備わっているセキュリティ機能は限られていて、基本的には大規模な攻撃では 
なく簡単な盗聴を防ぐための機能しかありません。そのため、無線 LAN には、既知でよく確認されて 
いるセキュリティの脆弱性があると認識しておくことが大切です。 

「無線 LAN スポット」と呼ばれるインターネットカフェや空港などで利用できる公を無線 LAN では、 
セキュリティ対策が取られていないことがあります。公共の場でのセキュリティと匿名性を高める 
新しい技術は、無線デバイスの製造元や無線 LAN スポットのサービスプロバイダーによって開発さ 
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れている段階です。無線 LAN スポットを利用するときにコンピューターのセキュリティに不をがあ 
る場合は、ネットワークに接続しての操作を、重要でない電子メールや基本的なネットサーフィン 
程度にとどめておいてください。 

無線 LAN をセットアップする場合や、既存の無線 LAN にアクセスする場合は、常にセキュリティ機 
能をち効にして、不正アクセスからネットワークを保護してください。一般的なセキュリティレべ 
ルは、 WPA (Wi-Fi Protected Access) と WEP (Wired Equivalent Privacy) です。無線信号はネツ 
トワークの外に出てしまうため、他の無線 LAN デバイスに保護されていない信号を拾われ、（許可し 
ない状態で）ネットワークに接続されたり、ネットワークでやり取りされる情報を取得されたりする 
可能性があります。ただし、事前に巧まを取ることで無線 LAN を保護できます。 

• セキュリティ機能内蔵の無線トランスミッタを使用する 

無線基地局、ゲートウェイ、またはルーターといった無線トランスミッタのをくには、無線セ 
キュリティプロトコルやファイアウォールといったセキュリティ機能が内蔵されています。適 
切な無線トランスミッタを使巧すれば、無線セキュリティでの最も一般的なリスクからネット 
ワークを保護できます。 

• ファイアウナールを利巧する 

ファイアウォールは、ネットワークに送信されてくるデータとデータ要求をチェックし、疑わし 
いデータを破棄する防御壁です。利用できるファイアウォールにはさまざまな種類があり、ソフ 
トウェアとハードウ I アの両方があります。ネットワークによっては、両方の種類を組み合わせ 
て使用します。 

• 無線を暗号化する 

さまざまな種類の高度な暗号プロトコルが、無線 LAN ネットワークで利用できます。お使いの 
ネットワークのセキュリティにとって最適な解みまを、な下の中から探してください。 

。 WEP (Wired Equivalent Privacy ) は、すべてのネットワークデータを送信される前に 
WEP キーでな号化または暗号化する無線セキュリティプロトコルです。通常は、ネット 
ワーク側が割り当てた WEP キーを巧巧できます。また、自分でキーを設定したり、異なる 
キーを生成したり、他の高度なオプシヨンを選んだりすることもできます。正しいキーを持 
たない他のューザーが無線 LAN を使巧することはできなくなります。 

。 WPA ( Wi-Fi Protected Access ) は、 WEP と同じように、セキュリティ設定によってネッ 
トワークから送信されるデータの暗号化と復号化を行います。ただし、 WEP のように 1 つ 
の決められたセキュリティキーを利巧して暗号化を行うのではなく 、 riKIPj (temporal 
key integrity protocol) を使巧してパケットごとに新しいキーを動的に生成します。また、 
ネットワーク上にある コン ピューターごとに異なるキーのセットを生成します。 

無線 LAN への接続 

無線 LAN に接続するには、な下の操作を行います。 

1. 無線 LAN デバイスがナンになっていることを確認します。オンになっている場合は、無線ラン 
プが青色に点なしています。無線ランプがオレンジ色の場合は、無線ボタンを巧します。 


敷 ま記： モデルによっては、すべての無線デバイスがオフになっているとオレンジ色のランプが 
点灯します。 


2. タスクバーの右端の通知領域にあるネットワークアイコンをクリックします。 

3. —覧から無線 LAN を選巧します。 

4. [接続]をクリックします。 
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ネットワークがセキュリティ設定済みの無線 LAN である場合は、セキュリティコードである 
ネットワークセキュリティキーの入力を求めるメッセージが表示されます。コードを入力し、 
[ OK ] をクリックして接続を完了します。 


鞍 を記： 無線 LAN が一覧に表示されない場合は、無線ルーターまたはアクセスポイントの範囲 
外にいることを示します。 

を記： 接続したいネットワークが表示されない場合は、[ネットワークと共有センターを開く] 
一[新しい接続またはネットワークのセットアップ]の順にクリックします。オプションの一覧 
が表示されます。手動での検索や、ネットワークへのち続、新しいネットワーク接続のセット 
アップなどのオプションを選択できます。 


を続完了後、タスクバー右端の通知領域にあるネットワークアイコンの上にマウスポインターを置 
くと、接結の名前およびステータスを確認できます。 


鞍 を記： 動作範囲（無線信号が届く範囲）は、無線 LAN の実装、ルーターの製造元、およびその他の 
電子機器ならびに壁や床からの干渉に応じて異なります。 


無線 LAN の使用方まに ついて 詳しくは、な下の リソース を参照してください。 

• インターネットサービスプロバイダー(に P ) から提供される情報や、無線ルーターやその他 
の無線 LAN 機器に添付されている説明書等 

• [ヘルプとサポート]で提供されている情報や、そこにある Web サイトのリンク 

近くにある公共無線 LAN の一覧 について は、 旧 P に問い合わせるか Web を検索してください。公共 
無線 LAN の一覧を掲載している Web サイトは、「無線 LAN スポット」などのキーワードで検索でき 
ます。それぞれの公共無線 LAN の場所に ついて、 費巧と接続要件を確認します。 

企業無線 LAN へのコンピューターの接続について詳しくは、ネットワーク管理をまたは IT 部門に問 
い合わせてください。 

他のネットワークへの口ーミング 

お使いのコンピューターを他の無線 LAN が届く範囲に移動すると、 Windows はそのネットワークへ 
の接続を試みます。接続の試行が成巧すると、お巧いのコンピューターは自動的にそのネットワーク 
に接続されます。新しいネットワークが Windows によって認識されなかった場合は、お使いの無線 
LAN にお結するために最初に行った操作をもう一度実行してください。 
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HP モバイルブロードバンドの使用 （ 一部のモデルおよび一 
部の国や地域のみ） 

HP モバイルブロードバンドを使巧すると、 コン ピューターで無線ワイドエリアネットワーク（無 
線 WAN ) を使用できるため、無線 LAN の使用時よりも、より多くの場所のより広い範困からイン 
夕ーネットにアクセスできます。 HP モバイルブロードバンドを使用するには、ネットワークサー 
ビスプロバイダー(モバイルネットワーク事業をと呼ばれます）と契約する必要があります。ネッ 
トワークサービスプロバイダーは、ほとんどの場合、携帯電話事業をです。 HP モバイルブロード 
バンドの対応範囲は、携帯電話の通話可能範巧とほぼ同じです。 


モバイルネットワーク事業をのサービスを利用して HP モバイルブロードバンドを使巧すると、出 
張や移動中、または無線 LAN スポットの範囲外にいるときでも、インターネットへの接続、電子メー 
ルの送信、 および企業ネットワークへの接続が常時可能になります。 

HP は、な下のテクノロジをサポートしています。 


• HSPA (High Speed Packet Access ) は 、 GSM (Global System for Mobile Communications ) 
電気通信標準に基づいてネットワークへのアクセスを提供します。 

• EV-DO (Evolution Data Optimized ) は 、 CDMA (Code Division Multiple Access ) 電気通信標 
準に基づいてネットワークへのアクセスを提供します。 

モバイルブロードバンドサービスを有効にするには、 HP モバイルブロードバンド' モジュールの 
シリアル番号が必要な場合があります。シリアル番号は、コンピューターのバッテリベイの内側に 
貼付されているラベルに印刷されています。 

モバイルネットワーク事業き■によっては 、 SIM (Subscriber Identity Module ) が必要な場合があり 
ます。 SIM には、 PIN やネットワーク情報など、ューザーに関する基本的な情報が含まれています。 
-部の コン ピューターでは、 SIM がバッテリベイにあらかじめ装着されています。 SIM があらかじ 
め装着されていない場合、 SIM は、 コン ピューターに付属の HP モバイルブロードバンド情報に含ま 
れているか、モバイルネットワーク事業をから別途入手できることがあります。 

SIM の装着と取り出しについての詳しい情報は、この章の 「 SIM の装着」と 「 SIM の取り出し」の項 
を参照してください。 

HP モバイルブロ ードバンドに関する情報や、推奨されるモバイルネットワーク事業をのサービス 
をち効にするちまについては、 コン ピューターに付属のモバイルブロードバンド情報を参照してく 
ださい。詳しくは 、 HP の Web サイト、 http :// h 5 Q 146. www 5. hp . com / products / portables / 
mobilebroadband / (英語サイト）を参照して〈ださい。 


SIM の装着 

A を意： コネクタの損傷を防ぐため、 SIM を挿入するときは無理な力を加えないでください。 

SIM を挿入するには、な下の操作を行います。 

1. コンピユーターをシャットダウンします。コンピユーターの電源が切れているかハイバネー 
シヨン状態なのかわからない場合は、まず電源スイッチをち方向にスライドさせてコンピユー 
夕一の電源を入れます。 次に、オペレーティングシステムの通常の手順でシャットダウンしま 
す。 

2. ディスプレイを閉じます。 

3. コンピューターに接続されているすべての外付けデバイスを取り外します。 
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4. 電源コンセントから電源コードを巧きます。 

5. バッテリベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、安ました平らな場所に置きま 
す。 

6. バッテリを取り外します。 

7. SIM を SIM スロットに挿入し、しっかり固をされるまでそっと巧し込みます。 



8. バッテリを取り付けなおします。 

野 を記^_ バッテリを装着しなおさないと、 HP モバイルブロードバンドは無効になります。 

9. コン ピユータ ーの カバーを上にして置き、外部電源および外付けデバイスを接続しなおします。 

10. コン ピユーターの電源を入れます。 

SIM の取り出し 

SIM を取り出すには、な下の操作を行います。 

1. コンピユーターをシャットダウンします。コンピユーターの電源が切れているかハイバネー 
シヨン状態なのかわからない場合は、まず電源スイッチをち方向にスライドさせてコンピユー 
夕一の電源を入れます。 次に、オペレーティングシステムの通常の手順でシャットダウンしま 
す。 

2. ディスプレイを閉じます。 

3. コンピユーターにお結されているすべての外付けデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを巧きます。 

5. バッテリベイが手前を向くようにしてコンピユーターを裏返し、安ました平らな場所に置きま 
す。 

6. バッテリを取り外します。 


/tH- 

巧 3 早 


ネットワーク 





7. SIM をいったんスロットに押し込んで （ 1 )、 固定を解除してから取り出します（2)。 



8. バッテリを取りイ寸けなおします。 

9. コン ピュー ターの カバーを上にして置き、外部電源および外付けデバイスを接続しなおします。 

10. コン ピューターの電源を入れます。 
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Bluetooth 無線デバイスの使用（一部のモデルのみ） 

Bluetooth デバイスによって近距離の無線通信が可能になり、な下のような電子機器の通信手段を従 
来の物理的なケーブル接続から無線通信に変更できるようになりました。 

• コンピューター ( デスクトップ、ノートブック、 PDA) 

• 電話機（携帯、 コードレス、スマートフォン） 

• イメージングデバイス（プリンター、カメラ） 

• 才ーディオデバイス（へッドセット、スピーカー ） 

Bluetooth デバイスは、 Bluetooth デバイスの PAN (Personal Area Network) を設定できるピアッー 
ピア機能を提供しまず。 Bluetooth デバイスの設定と使用方法については、 Bluetooth ホンラインヘル 
プを参照してください。 

Bluetooth とインターネット接続共有（に S ) 

ホス トとして 1 台の コン ピューターに Bluetooth を設定し、その コン ピューターをゲートウエイとし 
て利巧して他の コン ピューターがインターネットに接続できるようにすることは、 HP ではおすすめ 
しません。 Bluetooth を使巧して 2 台な上の コン ピューターを接続する場合、インターネット接続共 
有り CS) が巧能な コン ピューターはそのうちの 1 台で、他の コン ピューターは Bluetooth ネット ワー 
ク を利巧してインターネットに接続することはできません。 

Bluetooth は、お使いのコンピューターと、携帯電話、プリンター、カメラ、および PDA などの無線 
デバイスとの間で情報をやり取りして同期するような場合に強みを発揮します。 Bluetooth および 
Windows オペレーティングシステムでの制約によって、インターネット共有のために複数台のコン 
ピューターを Bluetooth 経由で常時接続しておくことはできません。 
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無線接続に関する問題のトラブルシューティング 

無線接続に関する問題の原因として、な下のようなものがちえられます。 

• 無線デバイスのインストールに失敗した、または無線デバイスが無劾である。 

• 無線デバイスまたはルーターのハードウてアが故障した。 

• ネットワーク設を （ SSID またはセキュリティ）が変更された。 

• 無線デバイスが他のデバイスからの干渉を受けている。 


載 を記： 無線ネットワークデバイスは、一部のモデルにのみ搭載されています。無線ネットワーク 
機能がコンピューターの基本機能として搭載されていない場合は、無線ネットワークデバイスを購 
入してコンピューターに追加できます。 


ネットワーク接続の問題を解みする可能性のある方法を1つずつ実行する前に、すべての無線デバイ 
スについて、デバイスドライバーがインストールされていることを確認してください。 

使巧したいネットワークに接続できないコンピューターの診断および修復を行うには、この章で説明 
する手順を実行して〈ださい。 

無線 LAN に接続できない場合 

無線 LAN への 接続で問題が発生している場合は、内蔵無線 LAN デバイスが コン ピューターに正しく 
取り付けられていることを確認してください。 


寶を 記： Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制御機 
能が含まれています。ソフトウエアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の設定変更な 
どを行うときに、ューザーのアクセス権やパスワードの入力をホめられる場合があります。詳しく 
は、 Windows の [ヘルプと サポート]を参照してください。 


1. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]の順に選巧します。 

2. [システム]領域の[デバイスマネージャ ー] をクリックします。 

3. [ネットワークアダプタ ー-] の横の矢印をクリックして一覧を展開し、すべてのアダプターを 
表 ' J 、 します。 

4. ネットワークアダプタ ー- 覧で無線 LAN デバイスを確認します。無線 LAN デバイスの場合 
は、「無線」、「無線 LAN 」、「 WLAN 」、 rWi - FiJ . または 「802.11」 などと表示されます。 

無線 LAN デバイスが表示されない場合は、お使いのコンピューターに無線 LAN デバイスが内蔵 
されていないか、無線 LAN デバイス用のドライバーが正しくインストールされていません。 

無線 LAN のトラブルシューティングについて詳しくは、[ヘルプとサポート]に記載されている Web 
サイトへのリンクを参照してください。 
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優先する無線 LAN ネットワークに接続できない場合 

Windows では、問題のある無線 LAN 接続を自動で修復できます。 

• タスクバーち端の通知領域にネットワークアイコンがある場合は、そのアイコンを右クリック 
して、闹題のトラブルシユーティング]をクリックします。 

Windows は、ネットワークデバイスをリセットし、優先ネットワークの1つに再接結を試みま 
す。 

• ネットワークアイコンが通知領域に表示されていない場合は、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロ ールパネル]一[ネットワークとインターネット]一[ネットワーク 
と共有センター]の順に選択します。 

2. [問題のトラブルシユーティング]をクリックしてから、修復したいネットワークを選択しま 
す。 

ネットワークアイコンが表示されない場合 

ネットワークアイコンが無線 LAN 設定後に通知領域に表示されない場合は、ソフトウェアドライ 
バーがなくなったか壊れています。また、[デバイスが見つかりません]という Windows エラーメッ 
セージが表示されることもあります。このような場合には、ドライバーを再インストールする必要が 
あります。 

お使いのコンピユーターの無線 LAN デバイスソフトウェアの最新のバージョンを入手するには、な 
下の操作を行います。 

1. インターネットブラウザーを開き、 httD://WWW. hD.com/iD/SUDDOrt/ を表示します。 

2. 国または地域を選択します。 

3. [ドライバ ー& ソフトウェアをダウンロードする]オプションをクリックし、お使いのコンピユー 
夕一の製品名 または製品番号を [製品名- 番号で検索]フィールドに入力します。 

4. enter キーを巧し、画面の説明に沿って操作します。 


敦 注記： お使いの無線デバイスが、別途購入されたものである場合は、その無線デバイスの製造元 
の Web サイトで最新のソフトウてアを確認してください。 


現在のネットワークセキュリティコードが使用できない場合 

無線 LAN に接結するときにネットワークキーまたは名前 （ SSID ) の入力をホめるメッセージが表示 
された場合、そのネットワークはセキュリティ設定によって保護されています。セキュリティ設定で 
保護されているネットワークに接続するには、現在のコードが必要になります。 SSID およびネット 
ワークキーは半角英数字のコードで、ネットワーク への 認証のためにお使いの コン ピューターに乂 
力します。 


• お使いの無線ルーターに接続されているネットワークの場合は、そのルーターの説明書を参照 
し、ルーターと無線 LAN デバイスの両方に同じ SSID コードを設定します。 

• 会社のネットワークや、公開インターネットチヤットなどの、プライべートネットワークの場 
合は、ネットワーク管理をに問い合わせてそれらのコードを入手し、コードの入力を求める画 
面が表示されたときに入力します。 
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ネットワークによっては、ルーターやアクセスポイントで使用されている SSID を定期的にを 
更して、セキュリティの向上を図っている場合があります。このを更に応じて、対応するコード 
をお使いのコンピューターで変更する必要があります。 

な前に接結したことがあるネットワーク用に新しいネットワークキーや SSID が提供されている場 
合、そのネットワークに接続するには、な下の操作を行います。 

1 . [スタ ー ト] 一[コントロ ー ルパネル]一[ネットワ ー クとインタ ー ネット]一[ネットワ ー クと共 
ちセンター]の順に選択します。 

2. 左側の枠内の[ワイヤレスネットワークの管理]をクリックします。 

利用可能な無線 LAN を示す一覧が表示されます。複数の無線 LAN が稼動している無線 LAN ス 
ポットにいる場合は、複数の無線 LAN が表示されます。 

3. —覧からネットワークを選択し、そのネットワークを右クリックしてから、[プロパティ]をク 
リックします。 


酱 を記： 使用するネットワークが一覧にない場合は、ネットワーク管理をに連絡して、ルーター 
またはアクセスポイントが稼動していることを確認してください。 


4. [セキュリティ]タブをクリックし、[ネットワークセキュリティキ ー] フィールドに、無線の暗 
号化に必要なデータを正しく入力します。 

5. [0K] をクリックしてこれまでの設をを保巧します。 

無線 LAN 接続が非常に弱い場合 

接続がホ常に弱い場合、またはコンピューターが無線 LAN に接続できない場合は、な下の方まを参考 
に他のデバイスからの干渉を最小化します。 

• コンピューターを無線ルーターまたはアクセスポイントに近づけます。 

• 干渉を受けないようにするために、電子レンジ、コードレス電話、または携帯電話などの無線デ 
バイスの電源を一時的に切断します。 

接続品質が向上しない場合は、デバイスのすべての接続値が強制的に再設定されるように、な下の操 
作を行ってみてください。 

1. [スタート]一[コントロ ールパネル]—)■[ネットワークとインターネット]一[ネットワークと共 
ちセンター]の順に選巧します。 

2. 左側の枠内の[ワイヤレスネットワークの管理]をクリックします。 

利用可能な無線 LAN を示す一覧が表示されます。複数の無線 LAN が稼動している無線 LAN ス 
ポットにいる場合は、複数の無線 LAN が表示されます。 

3. ネットワークをクリックし、[削除]をクリックします。 

無線ルーターに接続できない場合 

無線ルーターに接続しようとして失敗した場合は、その無線ルーターの電源を10〜15抄間オフにし 
て、リセットしてください。 

それでも コン ピューターが無線 LAN に接続できない場合は、無線 ルー ターを巧起動してくださし、。詳 
しくは、 ルー ターの製造元の説明書を参照してください。 


無線接続に関する問題のトラブルシューティング 33 




モデムの使用（一部のモデルのみ） 

お使いのコンピユーターの内蔵モデムは、6ピンの RJ -11 モデムケーブル（一部のモデルにのみ付 
属）を使用してアナログ電話回線に接続する必要があります。国によっては、各国仕様のモデムケー 
ブルアダプター(-部のモデルにのみイ寸属）も必要な場合があります。デジタル構内回線 ( PBX ) 
システム用のコネクタは、アナログ電話回線用のモジュラーコンセントと似ていますが、このモデ 
ムには使巧できません。 


A 警告！ 内蔵アナログモデムをデジタル回線に接続すると、モデムが損傷して恒久的に使用できな 
くなる場合があります。間違えてモデムケーブルをデジタル回線にち結した場合は、すぐに取り外 
してくださし、。 


モデムケーブルに、テレビやラジオからの干渉を防止するノイズ抑制コア （1) が取り付けられてい 
る場合は、コアが取り付けられているほうのケーブルの端口）をコンピューター側に向けます。 



モデムケーブルの接続 

A 誓吾!_ 火傷や感電、 乂災' 装置の損傷を防ぐため、モデムケーブル（一部のモデルにのみ付属) 

または電話ケーブルを RJ -45 (ネットワーク）コネクタに接続しないでください。 

モデムケーブルを接続するには、な下の操作を行います。 

1. モデムケーブルをコンピューター本体のモデムコネクタに差し込みます（1)。 

2. モデムケーブルのもう一方の端を電話回線巧モジュラーコンセントに接続します（2)。 
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各国仕様のモデムケーブルアダプターの接続 

モジュラーコンセントは国によって異なります。モデムおよびモデムケーブル（一部のモデルにの 
み付属）を国外で使巧する場合は、各国仕様のモデムケーブルアダプター（一部のモデルにのみ付 
属）を用意する必要があります。 

RJ -11 モデムコネクタな外のアナログ電話回線巧モジュラーコンセントじケーブルをち続するに 
は、な下の操作を行います。 

1. モデムケーブルをコンピューター本体のモデムコネクタに差し込みます（1)。 

2. モデムケーブルを各国仕様のモデムケーブルアダプターに接続します（2)。 

3. 各国仕様のモデムケーブルアダプターを電話回線用モジュラーコンセントに接続します口）。 



所在地設定の選択 


現在の所在地設定の表示 

モデム用の現在の所在地設定を表示するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]の順に選択します。 

2. [時計、言語、および地域]をクリックします。 

3. [地域と言語]をクリックします。 

4. [所在地]タブをクリックして所在地を表示します。 
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旅行先の所在地の新規追加 

初期設をでは、お使いのモデムで使用可能な所在地設定は日本用の設定のみです。コンピューターを 
国外で使用する場合は、巧巧する国の規格に準拠するように内蔵モデムを設定します。 

新しく追加した所在地設定はコンピューターじ保巧され、設定をいつでも切り替えられるようになり 
ます。コンピューターには、任意の国の所在地設定を複数追加できます。 


A を意： モデムの日本用の設定は削除しないでください。日本用の設定を保持した状態で国外でモデ 
ムを使巧できるようにするには、モデムを使用する国や地域ごとに所在地の構成を新規に追加しま 
す。 


を意： お使いのモデムの設定が、旅行先の国や地域の通信規定やま律に違反することを防ぐため、 
その国や地域の設定を選巧してください。国を正しく選択しないと、モデムが正しく機能しない場合 
があります。サポートされていない国を選択するとメッセージが表示されます。その国ではこのモ 
デムの使用が認可されていないので、巧巧しないでください。 


モデムの所在地設定を追加するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[デバイスとプリンタ- ] の順に選択します。 

2. お使いのコンピューターを表すデバイスをちクリックし、[モデムの設を]をクリックします。 


m を記： [ダイヤル情報]タブを表示するには、事前に最初の（現在の）所在地の巿外局番を設定 
しておく必要があります。所在地がまだ設定されていない場合は、[モデムの設定]をクリックす 
ると、所在地を入力するよう求めるメッセージが表示されます。 


3. [ダイヤル情報]タブをクリックします。 

4. [新規]をクリックします。（[新しい所在地]ウィンドウが表示されます。） 

5. [所在地]ボックスに、新しく追加する所在地設定の名前（「自宅」、「会社」など）を入力します。 

6. [国/地域]ドロップダウンリストから、国または地域を選択します（モデムでサポートされてい 
ない国または地域を選がすると、初期設定の[米国]または[英国]が表示されます）。 

7. 市外局番を入力します（必要に応じて、回線番号や外線番号も入力します）。 

8. [ダイヤル方法]の横の[卜ーン]または[パルス]をクリックします。 

9. 新しい所在地設定を保巧するには、[〇のをクリックします（[電話とモデム]ウィンドウが表示さ 
れます）。 


10. lil 下の操作のどちらかを行います。 

• 新しい所在地を現在地の設定として使用するには、 [ OK ] をクリックします。 

• 他の所在 i 也設定を現在 i 也の設をとして使用するには、[所在地]一覧から使用する設をを選が 
して、 [ OK ] をクリックします。 

m を壺^ 国外の設定と同じように、日本国内の所在地設定も追加できます。たとえば、外線に接 

結するダイヤル情報を含む設定を「会社」という名前で追加できます。 
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国外での接続に関する問題の解決 

コンピューターを購入した国な外でモデムを使用しているときに問題が発生した場合は、な下のこと 
を試してみてください。 

• 電話回線の種類の確認 

モデムには必ずアナログ電話回線を巧用します（デジタル回線を使用しないでください ）。 PBX 
回線と呼ばれる回線は、通常はデジタル回線です。データ回線、 FAX 回線、モデム回線、標準電 
話回線と呼ばれている電話回線は、通常はアナログ回線です。 

• パルスと卜ーンのどちらのダイヤル方法を使用しているかの確認 

アナログ回線では、2 つの ダイヤルモード（パルスまたは卜ーン）のどちらかをサポートして 
います。これらのダイヤルモードオプションは、[電話とモデム]の設をで選択します。選択す 
るダイヤルモードオプションは、お使いの電話回線でサポートされているダイヤルモードと 
一致する必要があります。 

お使いの電話回線でサポートされているダイヤルモードを判断するには、電話機で敦巧の番号 
をダイヤルして、ダイヤル音を聞きます。カタカタという音（パルス音）がする場合は電話回線 
がパルスダイヤル方式をサポートし、ピポパと音がする場合は卜ーンダイヤルち式をサポート 
していることを示しています。 

現在のモデムの所在地設定でダイヤルモードを変更するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[デバイスとプリンタ ] の順に選択します。 

2. お使いのコンピューターを表すデバイスを右クリックし、[モデムの設を]をクリックしま 

す。 

3. [ダイヤル情報]タブをクリックします。 

4. モデムの所在地設をを選巧します。 

5. [編集]をクリックします。 

6. [卜ーソまたは[パルス]をクリックします。 

7. [〇のを2回クリックします。 

• ダイヤルホの電話番号と受信先のモデムの応答の確認 

送信先の電話番号をダイヤルし、受信側のモデムが応答することを確認します。 

• 発信音を省略するようにモデムを設定する 

認識できない発信音を受信した場合、モデムでダイヤルは行われず、[発信音なし]というエラー 
メ ッセー ジが表示されます。 

ダイヤル前のダイヤルトーンを省略するようじモデムを設定するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[デバイスとプリンタ ] の順に選択します。 

2. お使いのコンピューターを表すデバイスをちクリックし、[モデムの設定]をクリックしま 
す。 

3. [モデム]タブをクリックします。 

4. —覧からお使いのモデムをクリックします。 
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5. [プロパティ]をクリックします。 

6. [モデム]をクリックします。 

7. [発信音を待ってからダイヤルする]チェックボックスのチェックを外します。 

8. [ OK ] を2回クリックします。 
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口ーカルエリアネットワーク （ LAN ) への接続 


口ーカルエリアネットワーク （LAN) に接続するには、8ピンの RJ-45 ネットワークケーブル（別 
売）が必要です。ネットワークケーブルに、テレビやラジオからの電波障害を防止するノイズ抑制 
コア （1) が取り付けられている場合は、コアが取り付けられているちのケーブルの端口）をコン 
ピューター側に向けます。 



ネットワークケーブルを接続するには、な下の操作を行います。 


1 . ネットワークケーブルをコンピユーター本体のネットワークコネクタに差し込みます (1) 〇 

2. ケーブルのもう一方の端をデジタルモジュラーコンセントに差し込みます（2)。 



A 警告！ 义傷や感電、火災、装置の損傷を防ぐため、モデムケーブルまたは電話ケーブルを 
RJ-45 (ネットワーク）コネクタに接続しないでください。 


口ーカルエリアネットワーク （LAN) への 接続 39 




4 


ポインティングデバイス、タッチスク 
リーン、およびキーボード 


ポインティングデバイスの使用 

ポインティングデバイス機能のカスタマイズ 

ボタンの構成、クリック速度、ポインターオプションのような、ポインティングデバイスの設定を 
カスタマイズするには、 Windows の[マウスのプロパティ]を巧巧します。 


[マウスのプロパティ]にアクセスするには、[スタート]一[コントロールパネル]一[ハードウエアと 
サウンド]一[マウス]の順に選択します。 

タッチパッドの使用 

ポインターを移動するには、1本の指でタッチパッドの表面に触れ、ポインターを移動したい方向に 
その指をスライドさせます。タッチパッドボタンは、外かけマウスの左ちのボタンと同じように使 
巧します。タッチパッドのスクロールゾーンを使用して画面を上下にスクロールするには、スク 
口ールゾーンの線上で指を上下にスライドさせます。 


載を 記； ポインターの移動にタッチパッドを使用している場合、まずタッチパッドから指を離し、そ 
の後でスクロールゾーンに指を置きます。タッチパッドからスクロールゾーンへ指を動かすだけ 
では、スクロール機能はアクティブになりません。 


タッチパッドのオン/オフの切り替え 

出荷時設をでは、タッチパッドはオンになっています。タッチパッドゾーンがアクティブになって 
いる場合は、ランプが消なします 

タツチパッドのオンとオフを切り替えるには、 わ +f5 ファンクションキーを巧します。 


タッチパッドジェスチヤの使用 

タッチパッドではさまざまな種類のタッチパッド操作がサポートされており、画像の操作やテキスト 
のぺージ操作が楽しく簡単に行えます。タッチパッド操作を行うには、な下の項目で説明しているよ 
うに、2本の指を同時にタツチパッド上に置きます。 


をを 記； タッチパッドの表面上であれば、どこでもスクロールしたりピンチしたりできます。 
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ここで説明するタッチパッド操作は、工場出荷時に有効になっています。これらの操作を無効または 
再びち効にするには、な下の操作を行います。 

1. タスクバーのち端の通知領域にある [ Synaptics ] (シナプティクス）アイコンをダブルクリック 
してから 、 [Device Settings ] (デバイスの設定）タブをクリックします。 

2. デバイスを選択し、 [ Settings ] (設定）をクリックします。 

3. 無効または巧び有効にする操作を選択します。 

4. [ Apply ] (適巧）一 [ OK ] の順にクリックします。 


鞍 を記： お使いのコンピューターでは、工場出荷時には無効に設定されている他のタッチパッド機能 
もサポートされています。これらの機能を表示および有劾にするには、タスクバーの右端の通知領域 
にある [ Synaptics ] アイコンーに evice Settings ] タブの順にクリックします。デバイスを選巧し、 
[ Settings ] をクリックします。 


スク ロール 

スクロールは、ぺージや画像を上下に移動するときに便利です。スクロールするには、2本の指を少 
し離してタツチパッド上に置き、タツチパッド上で上下左右の方向にドラッグします。 


野を 記： スクロールのま度は、指を動かす速度で調整します。 




ピンチ/ズーム 

ピンチ/ズームジェスチヤを使巧すると、 PDF 、 画像、テキストなどを拡大または縮小できます。 

• タッチパッド上に2本の指を一緒の状態にして置き、その2本の指の間隔を徐々に拡げること 
で、ナブジェクトのサイズを化大してズームインできます。 

• タッチパッド上に2本の指を互いに離した状態にして置き、その2本の指の間隔を徐々に狭める 
ことで、オブジ X クトのサイズを縮小してズームアウトできます。 
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3 本指フリック 

3本指フリックジェスチヤを使用すると、インターネットを参照したり、写真ビユーアーのウィンド 
ウで写真をスクロールしたりできます。また、このジェスチヤを使用して、スライドシヨーモード 
を開始または終了したり、一部のマルチメディアアプリケーシヨンで再生を開始または一時停止し 
たりすることもできます。 

3本指フリックジェスチヤでの操作はな下のように行います。 

1. 3本の指を互いに少し離した状態でタッチパッド上に置きます。 

2. 目的の方向に向かって、3本の指でタッチパッドの端から端まで直線的にフリックします。 

3. 写真ビユーアーまたはインターネットブラウザーのウィンドウでな下のぺージまたは前のぺ一 
ジに移動するには、3本の指をちち向または左ち向にスライドさせてから指を離します。 

スライドシヨーモードで3本指フリックジェスチヤを使用するには、3本の指を上下ち向にスライ 
ドさせます。 

• スライドシヨーモードを開始するには、指を上方向にスライドさせます。 

• スライドシヨーモードを終了するには、指を下ち向にスライドさせます。 
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タッチパッド機能のカスタマイズ 

スクロール、ピンチ、およびフリックは、出荷時の設定で有効になっています。お使いのコンピユー 
夕一 では、 工場出荷時に無効になっている他のタツチパッド操作もサポートされている場合がありま 
す。 


タッチパッド操作を無効またはちび有効にするか、他のタッチパッド操作を検索するには、な下の操 
作を行います。 

1. タスクバーの右端の通知領域にある [ Synaptics ] (シナプティクス）アイコンをダブルクリック 
してから、に evice Settings ] (デバイスの設ま）タブをクリックします。 

2. デバイスを選択し、 [Se 扣 ngs ] (設定）をクリックします。 

3. 無効または再び有効にするジェスチヤを選択します。 

4. [適巧] 一[〇のの順にクリックします。 

ポインティングスティックの使用 

ポインターを移動するには、画面上でポインターを移動したい方向にポインティングスティックを 
押します。ポインティングスティックの左ちのボタンの使い方は、外付けマウスの左ちのボタンと 
同じです。 

外付けマウスの接続 

USB コネクタのどれかを使巧して外イ寸け USB マウスをコンピュータ ー I こ接結できます。 USB マウ 
スは、別売のドッキングデバイスを使用してコンピューターじ接続することもできます。 


ペンの使用 

タブレット PC 入カパネルなどのペン巧プログラム、すべての Microsoft Office アプリケーシヨン、 
およびその他のほとんどの Windows プログラムとューティリティで、ペンを使巧して書くことがで 
きます。ペンで画面に書いた情報は、ファイルに保存したり、検索したり、ほとんどの Windows 巧 
応プログラムで共有したりできます。 

ペンの各部の名称 

ペン先け) または消しゴム （3) を画面から約 1.3 cm (0.5 インチ）な内に近づけるとタブレット 
PC がペンに反応します。ペンボタンロ）は、外付けマウスの右ボタンと同じように機能します。 

ゆ 
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ペンの持ち方 

ペンの持ち方は、通常のペンまたは鉛筆と同じです。ただし、間違えてペンボタンを押さない位置 
でペンを持ちます。 

ペンの動きを追うとき、ペン先ではな〈ポインターを見るようにしてくださし、。 
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ペンを使用したマウスのクリック操作 

▲ 外かけマウスのちボタンの場合と同様に画面上の項目を選巧するには、ペン先でその項目をタッ 
プします。 

▲ 外付けマウスの左ボタンの場合と同様に画面上の項目をダブルクリックするには、ペン先でその 
項目を2回タップします。 

▲ 外付けマウスのちボタンの場合と同様に項目を選択するには、ペンボタンを押しながらペン先 
でその項目をタップします。 

ペンを使用したその他の操作 

マウスのクリックと同じ操作な外にも、な下の操作をペンで実行できます。 

• ポインターの位置を表示するには、タブレット PC の画面のすぐ上にペン先をかざします。この 
とき、ペン先が画面に触れないようにしてください。 

• 画面上の項目に関するメニューオプションを表示するには、ペン先で画面をタップします。 

• ペンで入力するには、ペン先で画面に書きます。 

• ペンで起動するボタンを押すには、ペン先でそのボタンをタップします。 

• ペンで消すには、ペンの消しゴム側を下にして持ち、削除したい内容の上で消しゴムを動かしま 
す。 

圧力感知 

タブレット PC のペンには、圧力感知機能が備わっています。つまり、ペンの筆圧の強弱に応じて異 
なる太さの線を巧くことができます。 


載 を記： この機能は、タブレツト PC 入カパネルソフトウエアが有効になっている場合のみ使用でき 
ます。 
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ペンの調整 

ペンは、初期設を時の調整状態でも別のユーザーが行った調整状態でも動作します。ただし、自分の 
書き方とマウス操作の動きに合わせて調整した状態でペンを使用することを強くおすすめします 。 
調整によって、すべてのユーザー、特に左利きのユーザーが最適な状態でペンを使用できるようにな 
ります。 

ペンを調整するには、な下の操作を行います。 

1. [スターり一[コントロールパネル]一[ハードウエアとサウンド]一 [Tablet PC 設定]の順に選 
択します。 

2. [全般]タブの下にある[調整]ボタンをタップします。 

3. 画面の説明に沿って操作します。 

• 各調整マーカの真ん中を正確にペンでタップします。調整マーカは、画面上にプラス記号 
(+ ) で表示されます。 

• 縦方向と横方向の両方で使用できるようにペンを調整してください。 

敷 ま雨 T ■— [Tablet PC 設定]ウィンドウでの設定に関する情報を表示するには、そのウィンドウの右上 

隅にある[ヘルプ]ボタンを選択して、目的の設をを選択します。 

ペンホルダーの使用 

コンピユーターのペンホルダーからペンを外すには、ペンをいったん巧し込んでから取り出します。 
ペンを使用しないときは、コンピューターのペンホルダーにペンホからペンを挿入して保管します。 
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ペンの設定 

ペンの設定は、オペレーテイングシステムの [Tablet PC 設定]ウインドウで行います。この設定に 
は、ち利きユーザーまたは左利きユーザー巧の画面メニューの位置の設定、ペン巧の画面調整、手書 
き認識の最適化などがあります。 

ペン設定にアクセスするには、な下の操作を行います。 

▲ [スタート]一[コントロールパネル]一[ハードウエアとサウンド] 一 [Tablet PC 設定]の順に選 

択します。 


ペンのオプションは、[ペンとタッチ]ウィンドウで設定します。このオプションには、ダブルタップ 
のま度の設定、プレスアンドホールドの設を、ペンポインターのオプション、およびフリックの 
設定などがあります。 

ペンのオプションにアクセスするには、な下の操作を行います。 

▲ [スタート]一[コントロールパネル]一[ハードウエアとサウンド]—*■[ペンとタッチ]の順に選択 
します。 

[Tablet PC 設を]ウィンドウと[ペンとタッチ]ウィンドウで行った設をとオプションの指をは、ペンと 
タブレット PC のみに適巧されます。ポインターの速度、クリックの速度、マウスの軌跡などのポイ 
ンティングデバイスの設定は、[マウスのプロパティ]ウィンドウで設定します。これらの設定は、 
システムのすべてのポインティングデバイスに適用されます。 

[マウスのプロパティ]にアクセスするには、な下の操作を行います。 

▲ [スタート]一[コントロールパネル]一[ハードウエアとサウンド]一[マウス]の順に選巧しま 
す。 


タッチスクリーンの使用（一部のモデルのみ） 

-部のモデルでは、タッチスクリーン上で指を巧巧して特定のアクションを実行できます。 


m を記： ここに示す手順は、工場出荷時の設定に基づいています。認識されているクリックとフリッ 
クの設定を変更するには、に夕ート]一[コントロールパネル]一[ハードウエアとサウンド]一[ペン 
とタッチ]の順に選択します。 

を記： タッチスクリーンが有効になっているときにペンが画面に触れると、すべてのタッチ入力 
が無効になります。タッチ入力を再開するには、タッチスクリーンからペンと指を離してから、指 
でもう一度スクリーンに触れます。 

を記： プログラムによっては、一部の動きがサポートされていない場合もあります。 


タップ（またはクリック） 

タッチパッドまたは外付けマウスでクリックまたはダブルクリックする操作と同じように、画面上の 
項目をタップまたはダブルタップします。項目をタップして巧し結けると、右のタッチパッドボタ 
ンを使用したときと同じようにコンテキストメニューが表示されます。 


m を記： 指が触れている領域のまわりに円が表示されるまで、タップした指を置いたままにする必要 
があります。円が表示された後、コンテキストメニューが表示されます。 
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フリック 

画面にタッチして上、下、左、またはち方向に化いのけるように早く動かすと、画面を切り替えたり 
ドキ ュメン トをすばやく スクロー ルしたりできます。 


敷 ま記. フリックの操作をち効にするには、スクロールバーが表示され、アクティブなウィンドウに 
存在している必要があります。 



ドラッグ 

画面上の項目に指を押し当てて、その指を動かすと、項目を新しい場所にドラッグできます。この動 
作でドキュメントをゆつくりスクロールすることもできます。 
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スク ロール 

スクロールは、ぺージや画像を上下に移動するときに便利です。スクロールするには、2本の指を画 
面に置き、画面上で上下左ちの方向にドラッグします。 


載を 記： スクロールのま度は、指を動かす速度で調整します。 
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回転 


回転ジェスチヤを巧巧すると、写真やぺージなどの項目を回転させることができます。回転させるに 
は、画面に親指を固をして、親指の周囲に半円を描くように、人差し指を動かします。 



ピンチ 

ピンチジェスチヤを使巧すると、 PDF 、 画像、写真などを拡大または縮小できます。 
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ピンチはな下のように行います。 


• 画面上で2本の指を互いに離した状態にして、その2本の指の間隔を狭めてナブジェクトのサイ 
ズを縮小することで、ズームアウトできます。 



• 画面上で2本の指を一緒の状態にして、その2本の指の間隔を拡げてナブジェクトのサイズをお 
大することで、ズームインできます。 
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タッチスクリーンの設定 

▲ 視覚的情報のタッチスクリーン設定を行うには、[スターり一[コント ロール パネル]一 [ハー 
ドウェアとサウンド] 一 [ペンとタッチ] の順に選択します。 これらの設定は、タッチ スクリーン 
とコンピューターに固有のものです。 

▲ ち利きと左利きのタッチスクリーン設定を行うには、[スタート]一[コントロールパネル]一 
[ハードウェアとサウンド] 一 [Tablet PC 設定]一[その他]タブの順に選択します。これらの設 
定は、タッチスクリーンとコンピューターに固有のものです。 

▲ ポインティングデバイスのポインターま度、クリック速度、マウスの軌跡などの設定を変更す 

るには、[スタート]一[デバイスとプリンタ- ] の順に選択します。次に、お使いのコンピュー 

夕一を表すデバイスをちクリックして、[マウス設定]を選巧します。これらの設をは、システム 
のすベてのポインティングデバイスに適巧されます。 

クリックの設定を変更またはテストするには、な下の操作を行います。 

1. [スターり一[コントロールパネル]一[ハードウェアとサウンド]一[ペンとタッチ]一[ペンの 
オプション]タブの順に選巧します。 

2. [ペン操作]の下で、操作を選択し、[設定]をクリックします。 

3. 変更を行うか、設ををテストしてから[〇のをクリックします。 

フリックの割り当てを変更または作成するには、な下の操作を行います。 

1. [スターり一[コントロールパネル]一[ハードウェアとサウンド]一[ペンとタッチ]一[フリッ 
ク]タブの順に選がします。 

2. [ナビゲーションフリックと編集フリック]一[カスタマイズ]の順にクリックします。 

3. 画面の説明に沿って操作し、フリックの割り当てを変更または作成します。 

4. [ OK ] をクリックします。 

タッチスクリーン設定の使用 

タッチスクリーン設定を使巧して、な下の機能を変更またはリセットできます。 

• [Press-and-Hold to Right-Click] (巧し続けてちクリック）（マウスのちボタンと同じように機能 
します） 

• [Enable/disable Touch] (タッチの有効/無効） 

• [Enable/disable Pen] (ペンの有効/無効） 

• [Enable/disable Touch Sound] (タッチサウンドの有効/無効） 

• [Enable/disable Gestures] (ジェスチヤの有効/無効） 

• [Calibrate] (調整）（ペンとタッチの設定） 

• [Touch/Pen Arbitration] (タツチ/ペンの判別） 


。 [Auto Mode ] (自動モード）：ペンおよびタッチの入カモードが同時に有効になります。 

。 [ Double-Tap Mode ] (ダブルタップモード）：ペンの入カモードは有効になりますが、タッ 
チは巧期状態で無効になります。 
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酱 注記： [ Double-Tap Mode ] のときにタッチを有効にするには、指でタッチスクリーンを 
ダブルタップします。ペンをタッチスクリーンに近付けると、タッチが再び無効になりま 
す。タッチを再び有効にするには、指でタッチスクリーンをダブルタップする必要があり 
ます。 


タッチスクリーン設定にアクセスするには、な下の操作を行います。 

1. [スター ト]一 [コントロールパネル] 一 [ハードウ エアと サウンド] 一 [Touch Settings ] (タッチ 

設定）の順に選択します。 

または 

タスクバーの右端の通な領域にある [Q Menu ] (Q メニュ ー） アイコンをクリックして、 [Touch 
Settings ] を選択します。 

2. [Touch Settings ] ウィンドウで、有効にする機能の横のチェックボックスにチェックを入れる 
か、 [ Calibrate ]、[ Default ] (ネ刀期設定）、 [0 K ]、[ Cancel ] (キャンセル）、 [ Apply ] (適用）などの機 
能を押し続けて有効にします。 


静ま 記： 機能のチェックボックスにすでにチェックマークが入っている場合、その機能は有効 
になっています。その機能を無効にするには、そのチェックボックスをクリックしてチェック 
マークを外します。 


3. [Touch Settings ] ウィンドウを閉じるには、[〇のをクリックするか押し続けます。 


キーボードの使用 


キーボードライトの使用 

キーボードライトを使用して、周囲が暗いときにコンピューターのキーボードを照らすことができ 
ます。 
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▲ キーボードライトを開いて点灯するには、キーボードライトボタンを押します。 



▲ キーボードライトを消して閉じるには、カチつと音がして所定の位置に収まるまでキーボード 
ライトボタンをゆつくり押します。 
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ホットキーの使用 

ホットキーは、 fn キー （1) と、 esc キーロ）またはフアンクシヨンキーのどれか （3) の組み合わ 
せです。 

巧〜 朽、 および f 8 〜 f 11 の各キーのアイコンは、ホットキーの機能を表しています。ホットキーの機能 
および操作についてこの章の各項目で説明します。 
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機能 

ホットキー 

システム情報を表示する 

fn + esc 

スリープを開始する 

fn + f3 

画面を切り替える 

fn + f4 

タッチパッドのち効/無効を切り替える 

fn + f5 

バッテリ情報を表示する 

fn + f8 

画面の輝度を下げ'る 

fn + f9 

画面の輝度を上げる 

fn + f10 

周辺光センサーをち効にする 

fn + f 11 


ホットキーコマンドをコンピューターのキーボードで使用するには、な下のどちらかの操作を行い 
ます。 

• 短く わ キーを押してから、ホットキーコマンドの2番目のキーを短〈押します。 

または 

• fn キーを巧しながらホットキーコマンドの2番目のキーを短く押した後、両方のキーを同時に 
離します。 
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システム情報を表示する 


fn + esc を押すと、システムのハードウエアコンポーネントおよびシステム BIOS のパ'-ジョン番 
号に関する情報が表示されます。 


Windows では、 fn + esc を巧すと、システム BIOS (基本入出カシステム）の/くージョンが BIOS の 
日付として表示されます。一部の機種では、 BIOS の日付は 10 進数おまで表示されます。 BIOS の日 
付はシステム ROM のバージョン番号と呼ばれることもあります。 

スリープを開始する 


A を意： 情報の損失を防ぐため、スリープを開始する前に必ずデータを保巧してください。 _ 

スリープを開始するには、 わ+ f3 キーを巧します。 

スリープを開始すると、情報がシステムメモリに保巧され、画面表示が消えて節電モードになりま 
す。コンピューターがスリープ状態のときは電源ランプが点滅します。 

スリープを開始する前に、コンピューターの電源が入っている必要があります。 


m を記： コン ピユーターがスリープ状態のときに完全な口ーバッテリ状態になった場合、 コン ピユー 
夕—はハイバネーシヨンを開始して、メモリ内の情報をハードドライブに保巧します。完全な口一 
バッテリ状態になった場合、出荷時設をではハイバネーシヨンを開始しますが、この設定は Windows 
の [コン トロールパネル]の[電源オプシヨ ン ] で変更できます。 


スリープ状態を終了するには、電源スイッチを右ち向に短くスライドさせます。 

わ+ 巧ホッ トキーの機能は変更できます。たとえば、スリープではなくハイバネーシヨンを開始する 
ようじ わ+ 巧ホッ トキーを設定することもできます。 


鞍 注記： Windows オペレーティングシステムのウィンドウでの「スリープボタン J に関する記述は 
すべて、 fn +巧 ホットキーに当てはまります。 


画面を切り替える 


システムに接続されているディスプレイデバイス間で画面を切り替えるには、 ゎ +f4 を巧します。 
たとえば、コンピューターに外付けモニターを接続している場合は、 fn+f4 を押すと、コンピュー 
夕一本体のディスプレイ、外付けモニターのディスプレイ、コンピューター本体と外付けモニターの 
両方のディスプレイのどれかに表示画面が切り替わります。 

ほとんどの外付けモニターは、外付け VGA ビデオ方式を使用してコンピューターからビデオ情報を 
受け取ります。 ゎ+ f4 ホットキーでは、コンピューターからビデオ情報を受信する他のデバイスとの 
間でも表示画面を切り替えることができます。 

な下のビデオ伝送方式が ゎ +f4 ホットキーでサポートされます。かっこ内は、各ち式を使用するデ 
バイスの例です。 

• LCD (コン ピュ ーター 本体のディスプレイ） 

• 外付け VGA (ほとんどの外付け モニター ) 

• HDMI (HDMI コネクタが装備されているテレビ、ビデオカメラ、 DVD プレーヤー、ビデオデッ 
キ、およびビデオキャプチャカード） 

• コンポジットビデオ（コンポジットビデオ入カコネクタが装備されているテレビ、ビデオカ 
メラ、 DVD プレーヤー、ビデオデッキ、およびビデオキヤプチャカード） 
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皆 を記. コンポジットビデオデバイスをシステムに接続するには、別売のドッキングデバイ 
スを使巧する必要があります。 

タッチパッドのち効/無効を切り替える （fn +巧） 

わ+巧 キーを押すと、タッチパッドが有効または無効になります。 

バッテリ巧電情報を表示する 

取り付けられているすべてのバッテリの残量についての情報を表示するには、 わ + f 8 を押します。 
ディスプレイに、巧電中のバッテリが表示され、各バッテリの残量がレポートされます。 

画面の輝度を下げる 

fn + f 9 を押すと、画面の輝度が下がります。このホットキーを押し続けると、輝度が一定の割合で 
徐々に下がります。 

画面の輝度を上げる 

fn + f 10 を押すと、画面の輝度が上がります。このホットキーを押し続けると、輝度が一をの割合で 
徐々に上がります。 

周辺光センサーをち効にする 

周辺光センサーの有効/無効を切り替えるには、 fn + f 11 を押します。 
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[HP Quick Launch Buttons ] (HP クイック ローンチボタ 
ン）の使用 

[HP Quick Launch Buttons ] を使用すると、頻繁に使巧するプログラム、ファイル、 Web サイトをず 
ばや〈開〈ことができます。レ: I 下の表に記載するネ刀期設定を使用できます。または 、 [HP Quick 
Launch Buttons ] の[設定]で [Q Menu ] (Q メニュ ー） を開き、ボタンを再設定することもできます。 

[HP Quick Launch Buttons ] には、 QuickWeb ボタン （1) および QuickLook ボタン （2) が含まれま 
す。 



獲)樓) 


以下の表に 、 [HP Quick Launch Buttons ] のネ刀期設定を示します。 


、 ま記 
す。 

: ボタンの機能は、 

コンピューターにインストールされているソフトウエアによって異なりま 





名称 

説明 

(1) 

QuickWeb ボタン 

• コンピューターの電源が切れているときにこのボタンを押す 
と、 [HP QuickWeb ] が起動します 

• コンピューターの電源が入っているときにこのボタンを巧す 
と、初期設定の Web ブラウザーが起動します 

(2) 

QuickLook ボタン 

• コンピューターの電源が切れているときにこのボタンを押す 


と、 [HP QuickLook ] が起動します 


• コンピューターの電源が入っているときにこのボタンを巧す 

と、 [HP Software Setup ] (HP ソフトウェアセットアップ） 
が起動します 

ま記： [HP Software Set 叩]が使用できない場合は、初期設 
定の Web ブラウザーが起動します 
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[HP Quick Launch Buttons ] の[設定]のま示 

[HP Quick Launch Buttons ] の晴定]画面は、な下のどれかの方まで開くことができます。 

• [ スタート ] 一 [ コントロールパネル ] 一 [ ハードウエアとサウンド ] 一 [Quick Launch Buttons] 

の順に選択します。 

• タスクバーのち端の通知領域にある [HP Quick Launch Buttons] アイコンをダブルクリック 
します。 

• 通知領域の [HP Quick l_aunch Buttons] アイコンをちクリックし、次に [HP Quick Launch 
Buttons のプロパティの調整]をクリックします。 


野 を記： モデルによっては、デスクトップにアイコンが表示される場合があります。 


[HP Quick Launch Buttons ] の睛定]の表示 5 9 




[HP QmckLook ] の使用 

[HP Q 山 ckLook ] を使用して 、 [Microsoft Outlook ] にある予定表、連絡先、受信トレイ、および仕事の 
情報をコンピューターのハードドライブに保存できます。コンピューターの電源が切れているとき、 
またはハイバネーシ ヨン 状態のときにコンピューターの QuickLook ボタンを押すと、オペレーティン 
グシステムの再起動を待たなくてもこれらの情報をすぐに表示できます。 

[HP QuickLook ] を使巧すると、コンピューターを再起動することなく、予定表のイベント、電子メー 
ル情報、 および仕事を管理できます。 


載 を記 ： [HP Q 山 CkLook ] は、 Windows のスリープ状態をサポートしていません。 

[HP QuickLook ] の設まおよび使用方まについて詳しくは 、 [HP QuickLook ] ソフトウエアのヘルプを参 
照してください。 
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[HP Q 山 ckWeb ] の使用 

[HP QuickWeb ] は、プログラムを必要に応じてすぐに実行できる、 Windows オペレーティングシス 
テムから独立した環境を提供します。 [HP Q 山 CkWeb ] を使用すると、 Windows を起動しなくても、 
Web ブラウザーにすばやくアクセスできます。 [HP Q 山 CkWeb ] の設定および使巧ちまについて詳し 
くは、 [HP Q 山 CkWeb ] ソフトウエアのヘルプを参照してください。 

内蔵テンキーの使用 

内蔵テンキーの使用 

内蔵テンキーの15個のキーは、外付けテンキーと同じように巧用できます。内蔵テンキーが有効に 
なっているときは、テンキーを押すと、そのキーの手前側面にあるアイコン（日本語キーボードの場 
合）で示された機能が実行されます。 

内蔵テンキーのち効/無効の切り替え 


内蔵テンキーをち効にするには、 わ+ num Ik キーを押します。 fn + num Ik キーをもう一度押す 
と、通常の文字入力機能に戻ります。 


野 を記： 外付けキーボードやテンキーがコンピューターに接続されている場合、内蔵テンキーは機能 
しません。 


内蔵テンキーの機能の切り替え 

fn キーまたは fn + shift キーを巧って、内蔵テンキーの通常の文字入力機能とテンキー機能を一時的 
に切り替えることができます。 

• テンキーが無劾になっているときにテンキーの機能をテンキー入力機能に変更するには、 わ キー 
を押したままテンキーを押します。 

• テンキーが有効な状態でテンキーの文字入力機能を一時的に使巧するには、な下の操作を行いま 
す。 

。 ル文字を入力するには、 fn キーを押したまま文字を入力します。 

。 大文字を入力するには、 fn + shift キーを押したまま文字を入力します。 

別売の外付けテンキーの使用 

通常、外付けテンキーのほとんどのキーは、 Num Lock がオンのときとオフのときとで機能が異なり 
ます（出荷時設定では、 Num Lock はオフになっています）。たとえば、レ: i 下のようになります。 

• Num Lock がオンのときは、数字を入力できます。 

• Num Lock がオフのときは、矢印キ ー 、 page up キ ー 、 page down キーなどのキーと同じよう 
に機能します。 

外付けテンキーで Num Lock をオンにすると、コンピューターの Num Lock ランプが点灯します。外 
付けテンキーで Num Lock をオフにすると、コンピューターの Num Lock ランプが消灯します。 

作業中に外付けテンキーの Num Lock のオンとオフを切り替えるには、な下の操作を行います。 

▲ コンピューターではなく、外イ寸けテンキーの num Ik キーを押します。 
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マルチメディア 


マルチメディア機能 

お使いのコンピューターには、音楽や動画を再生したり、画像を表示したりできるマルチメディア機 
能が含まれています。お使いのコンピューターには、な下のようなマルチメディアコンポーネント 
が含まれている場合があります。 


• オーディナディスクおよびビデオディスクを再生するオプティカルドライブ 


• 音楽を再生する内蔵スピーカー 
• 独自のオーディオを録音する内蔵マイク 

• 動画を撮影したり共有したりできる内蔵 Web カメラ 

• 音楽、動画および画像の再生と管理を行うことができるプリインストール済みのマルチメディア 
ソフトウェア 


• マルチメディアに関する操作をすばやく行うことのできるホットキー 


敷を 記： お使いのコンピューターによっては、一覧に記載されていても、一部のコンポーネントが含 
まれていない場合があります。 

ここでは、お使いのコンピューターに含まれているマルチメディアコンポーネントを確認する方ま、 
およびマルチメディアコンポーネントを使用する方法について説明します。 

音量の調整 

音量の調整には、な下のどれかを使用します。 

• コンピューター本体の音量調整デバイス： 

。 音を消したり音量を元に戻したりするには、ミュート（港'音）ボタンけ）を押します。 

。 音量を下げるには、適切な音量になるまで音量下げボタン （2) を押し続けます。 
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音量を上げるには、適切な音量になるまで音量上げボタン （3) を巧し続けます。 



• Windows の [ボリ ュームコント ロール]: 

a. タスクバーのち端の通知領域にある[スピーカ- ] アイコンをクリックします。 

b. 音量を調整するには、スライダーを上下に移動します。[スピーカ ー- をミュート]アイコン 
をクリックすると、音が出なくなります。 

または 

a. 通知領域の[スピーカ—— ] アイコンをちクリックして、[音量ミキサーを開〈]をクリックし 
ます。 

b. 音量を調整するには、[スピーカ- ] 列でスライダーを上下に移動します。[スピーカ-を 

ミュート]アイコンをクリックして音を消すこともできます。 

[スピーカ ー-] アイコンが通知領域に表示されない場合は、な下の操作を行って表示します。 

a. [隠れているインジケータ-を表示します]アイコン（通知領域の左端にある矢印）をちク 

リックします。 

b. [通知アイコンのカスタマイズ]をクリックします。 

C. [動作]で、[音量]アイコンの[アイコンと通知を表示]を選択します。 
d. [OK] をクリックします。 

• プログラムの音量調整機能： 

プログラムによっては、音量調整機能を持つものもあります。 

マルチメディアソフトウエア 

腎 を記:_ オプティカルディスク （ CD および DVD ) を使用するには、化張べースまたは外付けオプ 

ティカルドライブ（どちらも別売）を使用する必要があります。 
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お使いのコンピューターにはマルチメディアソフトウェアがプリインス！ルされています。一部 
のモデルでは、付属のオプティカルディスクに追加のマルチメディアソフトウェアが収録されてい 
ます。 

コン ピューターに搭載されている ハー ドウェアおよび ソフ トウェアによっては、マルチメディアに関 
するな下の操作がサポートされています。 

• 才ーディオ CD、 ビデオ CD、 才ーディオ DVD、 ビデオ DVD、 インターネットラジオなどのデ 
ジタルメディアの再生 

• データ CD の作成またはコピー 

• オーディオ CD の作成、編集、および書き込み 

• ビデオまたは動画の作成、編集、および DVD またはビデオ CD への書き込み 


A を意： 情報の損失やディスクの損傷を防ぐため、な下のガイドラインに沿ってください。 

ディスクに書き込む前に、コンピユーターを、安定した外部電源に接続してください。コンピユー 
夕 -カシ《ッテリ電源で動作しているときは、ディスクに書き込まないでくださし、。 

ディスクに書き込む前に、使用しているディスクソフトウ X アな外は、開いているすべてのプログ 
ラムを閉じます。 

コピー元のディスクからコピー先のディスクへ、またはネットワークドライブからコピー先のディ 
スクへ直接コピーしないでください。まずコピー元のディスクまたはネットワークドライブから 
ハードドライブにコピーし、その後でハードドライブからコピー先のディスクにコピーしてくださ 
い。 

ディスクへの書き込み中じキーボードを巧ったり、コンピユーターを移動したりしないでくださし、。 
書き込み処理は振動の影響を受けやすい動作です。 

敦 注記. コンピユーターに付属のソフトウェアの使用ちまについて詳しくは、ソフトウェアの説明書 
を参照してください。説明書はディスクまたは該当するプログラム内のヘルプファイルとして提供 
されます。ソフトウてアの製造元の Web サイトから説明書を入手できる場合もあります。 


プリインストールされているマルチメディアソフトウェアへのアクセス 

プリインストールされているマルチメディアソフトウェアにアクセスするには、な下の操作を行い 
ます。 

▲ [スタート]一[すべてのプログラム]の順に選択し、巧巧するマルチメディアプログラムを起動 
します。 


m を記： サブフォルダーに含まれているプログラムもあります。 


載を 記： コンピューターに付属しているソフトウェアの使用について詳しくは、ソフトウェアの製造 
元の説明書を参照してください。これらの説明書は、ソフトウェアに含まれているか、ディスクに収 
録されているか、またはソフトウIアの製造元の Web サイトから入手できます。 


プリロードされているマルチメディアソフトウェアのインストール 

プリロ ードされているソフトウ X アをハードドライブからインストールするには、[スタート]一[す 
ベてのプログラム] 一 [HP Software Setup] (HP ソフトウェアセットアップ）の順に選択してか 
ら、画面の説明に沿って操作します。 
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ディスクからのマルチメディアソフトウェアのインストール 

1. ディスクをオプティカルドライブに巧入します。 

2. インストールウィザードが開いたら、画面上のインストール手順に沿って操作します。 

3. コン ピューターの再起動を要ホするメッセージが表示されたら、 コン ピューターを再起動しま 
す。 
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オーディオ 

お使いのコンピューターでは、レ^下のようなさまざまな才ーディオ機能を使用できます。 

• コンピューターのスピーカーおよび接続した外付けスピーカーを使用した、音楽の再生 

• 内蔵マイクまたは接結した外付けマイクを巧巧した、サウンドの録音 

• インターネットからの音楽のダウンロード 

• 才ーディオと画像を使巧したマルチメディアプレゼンテーシヨンの作成 

• インスタントメッセージプログラムを使用したサウンドと画像の送信 

• ラジオ番組のストリーミング（一部のモデルのみ）または FM ラジナ信号の受信 

• オーディオ CD の作成（書き込み）（一部のモデルのみ） 

外付けオーディオデバイスの接続 


A 警告！ 突然大きな音が出て耳を傷めることがないように、音量の調節を行ってからへッドフォン、 
イヤフナン、またはヘッドセットを使用してください。を全に関する情報について詳しくは、『規定、 
を全、および環境に関するごを意』を参照してください。 


外付けスピーカー、ヘッドフォン、マイクなどの外付けデバイスの接続方法については、デバイスの 
製造元から提供される情報を参照してください。デバイスを良好な状態で使用できるよう、レ^下の点 
にま意してください。 

• デバイスケーブルがお使いのコンピューターの適切なコネクタにしっかりと接結されているこ 
とを確認します（通常、ケーブルコネクタは、コンピューターの対応するコネクタに合わせて 
色分けされています）。 

• 外付けデバイスに必要なドライバーがある場合は、そのドライバーをインストールします。 


聲 を記： ドライバーは、デバイスとデバイスが使巧するプログラム間のコンパ'-夕一として機能 
する、必須のプログラムです。 


オーディオ機能の確認 

お使いのコンピューターのシステムサウンドを確認するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]の順に選がします。 

2. [ハードウXアとサウンド]をクリックします。 

3. [サウンド]をクリックします。 

4. [サウンド]ウィンドウが開いたら、[サウンド]タブをクリックします。[プログラムイベント]で 
ビープやアラームなどの任意のサウンドイベントを選択してから、[テスト]ボタンをクリック 
します。 

スピーカーまたは接結した へッ ドフォンから音が鳴ります。 
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コンピューターの録音機能を確認するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[サウンドレコーダー]の順に選択しま 

す。 

2. [録音の開始]をクリックし、マイクに向かって話します。デスクトップじファイルを保をしま 
す。 

3. [Windows Media Player ] を起動して、サウンドを巧生します。 


歐 を記： 良好な録音結まを得るため、直接マイクに向かって話し、雑音がないように設定して録音し 
ます。 


コンピューターの才ーディナ設定を確認または変更するには、[スタ ート] 一 [コント ロ ー ルパネル] 
一 [ハー ドウエアとサウンド]一[サウンド]の順に選巧します。 


才一了 イオ り/ 




動画 


お使いのコンピューターでは、レ^下のさまざまな動画機能を使用できます。 

• 動画のち生 

• インターネットを介したゲーム 

• プレゼンテーシヨン作成のための画像や動画の編集 

• 外付けビデオデバイスの接結 

外付け モニター またはプロジ X クターの 接続 

お使いのコンピューターには外付けモニターコネクタがあり、外付けモニターおよびプロジェク 
夕一を接続できます。 


外付け モニター コネクタの使用 


外付けモニターコネクタは、外付けモニターやプロジェクターなどの外付けディスプレイデバイス 
をコンピューターにお結するためのコネクタです。 

▲ ディスプレイデバイスを接続するには、デバイスケーブルを外付けモニターコネクタに接続 
します。 



敷を 記. 正しく接続された外付けディスプレイデバイスに画像が表示されない場合は、 わ+!4キー 
を押して画像をデバイスに転送します。 わ+ f 4 キーを繰り返し巧すと、表示画面がコンピューター本 
体のディスプレイと外付けディスプレイデバイスとの間で切り替わります。 


68 第5章 


マルチメディア 




Web カメラ 


野 を記： ここでは、ほとんどのモデルに共通の機能について説明します。一部の機能は、お使いのコ 
ンピューターで対応していない場合もあります。 


お使いのコンピューターには、ディスプレイの上部に Web カメラが内蔵されています。プリインス 
卜ールされたソフトウェアを使巧すると、 Web カメラを使巧して写真の撮影、動画の録画、または 
オーディオの録音ができます。写真、録画した動画、または録音したオーディオをプレビューして、 
コンピューターのハードドライブに保巧できます。 


Web カメラおよび [HP Webcam ] ソフトウエアにアクセスするには、[スタート]一[すべてのプ□グラ 
ム]一 [ HP ] 一 [HP Webcam ] の順に選択します。 


[HP Webcam ] ソフトウェアを巧巧すると、な下の機能を利巧できます。 

• 動画：動画の録画や再生を行います。 

• オーディオ：オーディオの録音や再生を行います。 

• 動画の巧生： UVC (Universal Video 口 ass ) カメラをサポートするインスタントメッセージソ 
フトウェアソリユーシヨンで使巧します。 

• スナップショット：静止画像を撮影します。 

• [HP Business Card Reader ] (-部のモデルのみ）：名刺を連絡先情報じほ巧できるデータベー 
スに変換するために使巧 します。 

Web カメラ使用上の注意 

パフオーマンスを最適にするために、 Web カメラの使巧時はな下のガイドラインを参照してくださ 


• ビデオチャットを始める前に、最新バージョンのインスタントメッセージプログラムを巧意 
します。 

• お使いのネットワークファイアウオールによっては、 Web カメラが正しく動作しない場合があ 
ります。 


敦を 記： マルチメディアファイルを閲覧したり、別の LAN またはネットワークファイアウナー 
ル外のユーザ-へ《マルチメディアファイルを送信したりするときに問題が生じる場合は、ファ 
イアウオールを一時的に無効にして目的のタスクを実行した後で、ファイアウオールを再度有効 
にします。問題を永久に解ホするには、必要に応じてファイアウオールを再設定したり、他の侵 
乂検知システムのポリシーや設定を調整したりします。詳しくは、ネットワーク管理をまたは IT 
部門に問い合わせてください。 


• 巧能な限り、 Web カメラの背後と写真領域の外側に、明るい光源を配置します。 


鞍を 記： Web カメラの使用について詳しくは、 Web カメラソフトウェアのヘルプを参照してくださ 
い。 
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Web カメラプロパティの調整 

[プロパティ]ダイアログボックスを使巧して、 Web カメラのプロパティを調整できます。このダイア 

ログボックスには、内蔵カメラを巧巧する各種プログラムの構成、設を、またはプロパティメニュ ー 

から通常はアクセスできます。 

• [輝度]:画面に取り込まれる化の量を調整します。高い輝度を設定すると明るい画像になり、ほ 
い輝度を設定すると暗い画像になります。 

• [コントラスト]:画像の明るさと暗さの対比を調整します。コントラストを高く設定すると画像 
の対比の度合いが高まり、コントラストをおく設定すると、元の情報のダイナミックレンジを 
維持しますがより平面的な画像になります。 

• [色搁：他の色（ホ、緑、または青など）から区別する色合いを調整します。色相は色彩と異な 
り、色彩は色相の強さを示します。 

• [色彩]:最終的な画像の色みの強さを調整します。色彩を高く設定するとより鮮やかな画像にな 
り、色彩を化く設定するとよりくすんだ画像になります。 

• [シャープネス]:画像の境界線の緻密さを調整します。高いシャープネスを設定するとより鮮明 
な画像になり、イ氏いシャープネスを設定するとソフトな画像になります。 

• [ガンマ]:中間レベルのグレーまたは画面の中間卜ーンに影響するコントラストを調整します。 
画像のガンマを調整すると、シャドウとハイライトを大幅に変更しないで、中間グレートーン 
の明度値を変更できます。イ圧いガンマを設定すると灰色は黒に近くなり、暗い色はさらに暗い色 
になります。 

Web カメラの使用方まについては、[スタート]一[ヘルプとサポート]の順に選択します。 

名刺画像の取り込み 

Web カメラを [HP Business Card Reader ] とともに使巧して、名刺画像を取り込み、 [Microsoft 

Outlook ] の連絡先など、さまざまな種類のアドレス帳ソフトウ X アにテキストをェクスポートできま 

す。 


名刺画像を取り込むじは、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一 [ HP ] 一 [HP Business Card Reader ] の順に選択し、 [HP 
Business Card Reader ] を開きます。 

2. 1 枚の名刺を取り込むには、[シングルスキヤン]を選択します。 

または 

複数の名刺を取り込むには、[マルチスキヤン]を選択します。 

プレビューウィンドウが開きます。 
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3. コンピューター前面の名刺スロットに名刺を差し込み（1)、力ードをち方向にスライドさせて 
(2) Web カメラの位置に合わせます。 


敷を 記： スロットでテキストが隠れている場合は、テキストを Web カメラに向けた状態で名刺 
を180度回転させます。 



4. ディスプレイをゆっくりと下げていき（1)、 Web カメラランプ （2) が点滅をやめて音が聞こ 
えた巧で止めます。これで Web カメラが名刺に焦点を合わせている状態になります。 



Web カメラが名刺画像を取り込み、 Web カメラランプがミ肖灯します。 


5. 複数の名刺画像を取り込む場合は、名刺を取り出して次の名刺を挿入します。名刺にフォーカス 
が合うと、 Web カメラランプが点なします。その後、 Web カメラが名刺画像を取り込み 、 Web 
カメラランプは消灯します。 

この手順を、残りの名刺に対して繰り返します。 


酱 を記： すべての名刺の取り込みが終わるまで、ディスプレイを動かしたり持ち上げたりしない 
でくださし、。 


Web カメラ 71 








































6. 必要な名刺画像をすべて取り込み終えたら、名刺をスロットカ、ら取り出し、ディスプレイを持ち 
上げます。 

7. 1枚の名刺から情報を取り込んだ場合、 [HP Business Card Reader] で取り込まれたデータを確 
認し、うまく取り込めたかどうかを確認します。 

または 

複数の名刺から情報を取り込んだ場合、 [Snap Cards and Recognize] (複数の名刺にスナップ 
して認識）ウィンドウを閉じた後、 [HP Business Card Reader] で取り込まれた情報を確認し、 
うまく取り込めたかどうかを確認します。 

[HP Business Card Reader] の使巧方まについて詳しくは、ソフトウエアのヘルプを参照してくださ 
し、。 
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電源の管理 


電源オプシヨンの設定 

省電力設定の使用 

お使いのコンピューターでは、スリープとハイバネーシヨンの2つの省電力状態が出荷時の設までち 
効になっています。 

スリープを開始すると、電源ランプが点滅し画面表示が消えます。作業中のデータがメモリに保をさ 
れます。スリープを終了するときはハイバネーシヨンを終了するときよりも早く作業に戻れます。 
コンピューターが長時間スリープ状態になった場合、またはスリープ状態のときにバッテリが完全な 
口ーバッテリ状態になった場合は、ハイバネーシヨンを開始します。 

ハイバネーシヨンを開始すると、データがハードドライブのハイバネーシヨンフアイルに保巧され 
て、コンピューターの電源が切れます。 


A を意： オーディオおよびビデオの劣化、再生機能の損失、または情報の損失を防ぐため、ディスク 
や外付けメディアカードの読み取りまたは書き込み中にスリープやハイバネーシヨンを開始しない 
でくださし、。 

寶 を記； コンピューターがスリープまたはハイバネーシヨン状態の場合は、ネツトワーク通信やコン 
ピューター機能の実行が一切できなくなります。 

を記 ： [HP 3D DriveGuard] によってドライブが停止された場合、スリープやハイ/け、ーシヨンは開 
始されず、画面表示が消えます。 


スリープの開始および終了 

バッテリ電源を使用しているときは操作しない状態が15分間続いた場合、または外部電源を使用し 
ているときは操作しない状態が30分間続いた場合に、システムがスリープを開始するよう出荷時に 
設定されています。 

電源設定およびタイムアウトは、 Windows の[コントロールパネル]の [電源 オプション] を使用してを 
更できます。 

コンピューターの電源がオンの場合、な下のどちらかの方までスリープを開始します。 

• fn+ 巧 キーを巧します。 

• [スタート]一[シャットダウン]ボタンの横にある矢印一[スリープ]の順にクリックします。 
スリープ状態を終了するには、な下の操作を行います。 

▲ 電源スイッチを右ち向に短くスライドさせます。 
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コンピューターがスリープを終了すると、電源ランプが点なし、作業を中断した時点の画面に戻 
ります。 


m を記. コンピユーターがスリープを終了するときにパスワードの入力を要求するように設をした場 
合は、作業画面に戻る前に Windows パスワードを入力する必要があります。 


ハイバネーションの開始および終了 

バッテリ電源を使用しているときは操作しない状態が1080分 （18 時間）続いた場合、または外部電 
源を使巧しているときは操作しない状態が1080分 （18 時間）続いた場合、または完全な口ーバッ 
テリ状態に達した場合に、システムがハイバネーションを開始するように出荷時に設定されていま 
す。 

電源設定およびタイムアウトは、 Windows の[コントロールパネル]の [電源 オプション] を使巧して変 
更できます 

ハイバネーションを 開始するには、な 下の 操作を行います。 

1. [スタート]をクリックし、[シャットダウン]ボタンの横にある矢印をクリックします。 

2. [休止 状態]クリックします。 

ハイバネーションを 終了するには、な 下の 操作を行います。 

▲ 電源スイッチを右方向に短くスライドさせます。 

電源ランプが点灯し、作業を中断した時点の画面に戻ります。 


鞍を 記： ハイバネーシヨンを終了するときにパスワードの入力を要求するように設をした場合は、作 
業画面に戻る前に Windows パスワードを入力する必要があります。 


バツテリ メーターの 使用 

バツテリメ ーターはタスクバーのち端の通知領域にあります。バツテリメ ーターを巧巧すると、す 
ばやく電源設定にアクセスしたり、バッテリ巧電残量を表示したり、別の電源プランを選択したりで 
きます。 


• 充電残量率と現在の電源プランを表示するには、ポインターを[バッテリメータ ー] アイコンの上 
に移動します。 

• 電源オプションにアクセスしたり、電源プランを変更したりするには、[バッテリメータ ー] アイ 
コンをクリックして一覧から項目を選択します。 

コンピューターがバッテリ電源で動作しているか外部電源で動作しているかは、[バッテリメータ ー] 
アイコンのおの違いで判断できます。アイコンには、バッテリが口ーバッテリ状態、完全な口一 
バッテリ 状態、 または省電源移行バッテリレベルになった場合にそのメッセージも表示されます。 

[バッテリメータ ー] アイコンを表示またはホ表示にするには、な下の操作を行います。 

1. [隠れているインジケータ を表示します]アイコン（通知領域の左側にある矢印）をちクリッ 

クします。 

2. [通知アイコンのカスタマイズ]をクリックします。 

3. [動作]で、[電源]アイコンについて[アイコンと通知を表示]を選択します。 

4. [OK] をクリックします。 
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電源プランの使用 

電源プランはコンピューターの電源の使用方まを管理するためのシステム設定の集合です。電源プ 
ランは、節電やパフォーマンスの向上に役立ちます。 

電源プランの設をを変更したり、独自の電源プランを作成したりできます。 

現在の電源プランのま示 

▲ タスクバーの右端の通知領域にある[バッテリメーター ] アイコンをクリックします。 

または 

[スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリテイ]一[電源オプション]の順に選 
がしまず。 

異なる電源プランの選択 

▲ 通知領域の[バッテリメーター ] アイコンをクリックし、一覧から電源プランを選択します。 
または 

[スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]一[電源オプション]の順に選 
択して、一覧から電源プランを選択します。 

電源プランのカスタマイズ 

1. 通知領域の[バッテリメータ ー] アイコンをクリックし、[その他の電源オプション]をクリックし 
ます。 

または 

[スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]一[電源オプション]の順に選 
択します。 

2. 電源プランを選択し、[プラン設定の変更]をクリックします。 

3. 必要に応じて設定を変更します。 

4. その他の設定を変更するには、[詳細な電源設定の変更]をクリックし、変更を行います。 

復帰時のパスワード保護の設定 

スリープまたはハイバネーションを終了したときにパスワードの入力を求めるようにコンピュー 
ターを設定するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]一[電源オプション]の順に選 
択します。 

2. 左側の枠内で、[復帰の際パスワードを必要とする]をクリックします。 

3. [現在利巧可能ではない設定を変更します]をクリックします。 

4. [パスワードを必要とする（巧奨） ] をクリックします。 
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野 を記： ユーザーアカウントを作成するか、現在のユーザーアカウントを変更する場合は、 
[ユーザーアカウントパスワードの作成またはを動をクリックしてから、画面に表示される説 
明に沿って操作します。これらの必要がない場合は、手順5に進みます。 


5. [変更のな巧]をクリックします。 
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外部電源の使用 

外部電源は、な下のどちらかのデバイスを通じて供給されます。 

A 警告！ を全に関する問題の発生を防ぐため、コンピューターを巧巧する場合は、コンピューターに 
付属の AC アダプター、 HP が提供する交換巧 AC アダプター、または HP から購入した対応する AC 
アダプターを巧巧してください。 

• 認定された AC アダプター 

• 別売のドッキングデバイスまたは別売の拡張製品 

レ: i 下のどれかのを件にあてはまる場合はコンピューターを外部電源に接続してください。 

A 警告！ 航空機内でコンピューターのバッテリを巧電しないでください。 _ 

• バッテリを充電またはバッテリゲージを調整する場合 

• システムソフトウェアをインストールまたは変更する場合 

• CD または DVD に情報を書き込む場合 

コンピューターを外部電源に接続すると、な下のようになります。 

• バッテリの充電が始まります。 

• コンピューターの電源が入ると、通知領域の[バッテリメータ ー] アイコンの表示が変わります。 
外部電源のを結を外すと、な下のようになります。 

• コンピューターの電源がバッテリに切り替わります。 

• バッテリ電源を節約するために自動的に画面の輝度が下がります。ディスプレイの輝度を上げ 
るには、 fn + f10 ホットキーを押すか、 AC アダプターを接続しなおします。 

AC アダプターの接続 

A 警告！ 感電や装置の損傷を防ぐため、必ずな下のま意事項を巧ってください。 

電源コードは、製品の近くの手が届きやすい場所にある電源コンセントに差し込んでください。 

外部電源からコンピューターへの電力供給を完全に遮断するには、電源を切った後、電源コードをコ 
ンピューターからではなくコンセントからおいてください。 

安全に使巧するため、必ず電源コードのアース端子を使巧して接地してください。2ピンのアダプ 
夕一を接続するなどして電源コードのアース端子を無効にしないで〈ださい。アース端子は重要な 
安全上の機能です。 

コンピューターを外部電源に接続するには、な下の操作を行います。 

1. AC アダプターをコンピューターの電源コネクタに接続します（1)。 

2. 電源コードを AC アダプターに接続します（2)。 
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3. 電源コードの反対側の端を電源コンセントに接結します（3)。 



バッテリ電源の使用 

充電巧みのバッテリが装着され、外部電源にち続されていない場合、コンピューターはバッテリ電源 
で動作します。外部電源に接結されている場合、コンピューターは外部電源で動作します。 

充電巧みのバッテリを装着したコンピューターが AC アダプターから電力が供給される外部電源で動 
作している場合、 AC アダプターを取り外すと、電源がバッテリ電源に切り替わります。 


腎 を記. 外部電源の接続を外すと、バッテリ電源を節約するために自動的に画面の輝度が下がりま 
す。ディスプレイの輝度を上げるには、 fn+f10 ホットキーを使用するか、 AC アダプターを接続し 
なおします。 


作業環境に応じて、バッテリを コン ピユーターに装着しておくことも、 ケース に保管することも可能 
です。 コン ピユーターを外部電源に接続している間、常にバッテリを装着しておけば、バッテリは充 
電されていて、停電した場合でも作業データを守ることができます。ただし、バッテリを コン ピユー 
夕一に装着したままにしておくと、 コン ピューターを外部電源に接続していない場合は、 コン ピユー 
夕一がオフのと きでもバッ テリ はお々に放電していきます。 


A 警告！ ま全に関する問題の発生を防ぐため、この製品を使用する場合は、コンピューターに付属し 
ているバッテリ、 HP が提供する交換用バッテリ、または HP から購入した対応するバッテリを使用 
してください。 


コン ピューターのバッテリは消まち品で、その寿命は、電源管理の設定、 コン ピューターで動作してい 
るプログラム、画面の輝度、 コン ピューターに接続されている外付けデバイス、およびその他の要素 
によって異なります。バッテリは消'お品です。 

[ヘルプとサポート]でのバッテリ情報の確認 

[ヘルプとサポーりの[ラーニングセンター]にある[バッテリ 情 網セクションでは、レ: i 下のツールと 情 
報が提供されます。 

• バッテリの 性能を テストするための [HP バッテリチェック]ツール 

• バッテリの寿命を延ばすための調整、電源管理、および適切な取り扱いと保管の情報 

• バッテリの種類、仕様、ライフサイクル、および容量に関する情報 
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バッテリに関する情報にアクセスするには、な下の操作を行います。 

▲ [スタート]一[ヘルプとサポート]一[ラーニングセンター] [HP Support Assistan 口が起動した 
ら、バッテリ情報の場巧までスクロールします。 


[ HP バッテリチェック]の使用 

[HP バッテリチ I ック]では、コンピューターに取り付けられているバッテリの状態について情報を 
提供します。 

[HP バッテリチェック]を実行するには、 Jil 下の操作を行います。 

1. AC アダプターをコンピューターに接続します。 


敷 ま記. [HP バッテリチェック ] を正常に動作させるため、コンピューターを外部電源に接結し 
ておく必要があります。 


2. [スターり一[ヘルプとサポート]一[トラブルシューティング]一馬源、サーマル、および機械] 
一 [ HP バッテリチェック]の順に選択します。 

[HP バッテリチェック ] は、バッテリとそのセルを検査して、バッテリとそのセルが正常に機能して 
いるかどうかを確認し、検査の結まを表示します。 

バッテリ充電残量の表示 

▲ タスクバーのち端の通知領域にある[バッテリメータ ー] アイコンの上にポインターを移動しま 
す。 

バッテリの着脱 


A を意： コンピューターの電源としてバッテリのみを巧巧しているときにそのバッテリを取り外す 
と、情報が失われる可能性があります。バッテリを取り外す場合は、情報の損失を防ぐため、作業中 
のデータを保存してから、あらかじめハイバネーシヨンを開始するかオペレーティングシステムの 
通常の手順でコンピューターをシャットダウンしておいてください。 


バッテリを装着するには、な下の操作を行います。 

1. バッテリベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、ま定した平らな場所に置きま 
す。 

2. バッテリのタブの位置を、バッテリベイのくぼみに合わせます（1)。 

3. カチッと音がして固をされるまでバッテリを巧し、バッテリベイに装着します（2)。 
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バッテリを取り外すには、な下の操作を行います。 

1. バッテリベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、をました平らな場所に置きま 
す。 

2. バッテリリリースラッチをスライドさせてけ）、バッテリの固定を解除します。 

3. バッテリを回転させるようにして引き上げて口）、コンピューターから取り外します（3)。 



バッテリの充電 


A 警告' 航空機内でコンピューターのバッテリを充電しないでください。 _ 

バッテリは、コンピューターが外部電源 （AC アダプター経由）、別売の電源アダプター、別売の拡張 
製品、または別売のドッキングデバイスに接続している間、常に充電されます。 

バッテリは、コンピューターの電源が入つているかどうかにかかわらずち電されますが、電源を切つ 
たときの方が早く充電が完了します。 

バッテリが新しいか2週間な上使巧されていない場合、またはバッテリの温度が室温よりも高すぎた 
りイ压すぎたりする場合、充電に時間がかかることがあります。 

バッテリの寿命を延ばし、バッテリ残量が正確に表示されるようにするには、な下の点に;ま意してく 
ださい。 

• 新しいバッテリを充電する場合は、コンピューターの電源を入れる前にバッテリを完全に巧電し 
てください。 

• バッテリランプが消灯するまでバッテリを巧電してください。 


寶 を記： コンピューターの電源が入っている状態でバッテリを充電すると、バッテリが完全に充 
電される前に通知領域のバッテリメーターに100%と表示される場合があります。 


• 通常の使用で完全巧電時の5%未満になるまでバッテリを放電してから巧電してください。 

• 1か月な上使用していないバッテリは、巧電ではなくバッテリゲージの調整を行ってくださし、。 
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バッテリランプにレ^下のように充電状態が表示されます。 

• 点灯：バッテリが充電中です。 

• 点滅：バッテリが口ーバッテリ状態か完全な口ーバッテリ状態になっており、充電されていま 
せん。 

• 港'灯：バッテリの充電が完了しているか、バッテリを使用中か、バッテリが装着されていない状 
態です。 

バッテリの放電時間の最長化 

バッテリの放電時間は、バッテリ電源で動作しているときに巧巧する機能によって異なります。バッ 
テリの容量は自然に化下するため、バッテリの最長放電時間は徐々に短くなります。 

バッテリの放電時間を長く保つにはな下の点に;'主意してください。 

• 画面の輝度を下げます。 

• 犀源オプション]の悼電力]設まを確認します。 

• バッテリが巧巧されていないときまたは充電されていないときは、コンピューターから/くッテリ 
を取り外します。 

• バッテリを気温や湿度の化い場所に保管します。 

ロー バッテリ状態への対処 

ここでは、出荷時に設をされている警告メッセージおよびシステム応答について説明します。口一 
バッ テリ 状態の警告とシステム応答の設定は、 Windows の[コントロールパネル]の[電源オプション] 
で変更できます。[電源オプション]ウィンドウでの設をは、ランプの状態には影響しません。 

ロー バッテリ状態の確認 

コンピューターの電源として/くッテリのみを使巧しているときにバッテリが口ーバッテリ状態に 
なった場合は、バッテリランプが点滅します。 

口ーバッテリ状態を解みしないと完全な口ーバッテリ状態に入り、バッテリランプがすばやく点 
滅します。 

完全な口ーバッテリの状態になった場合、コンピューターではな下の処理が行われます。 

• ハイバネーションが有効で、コンピューターの電源が入っているかスリープ状態のときは、ハイ 
バネーションが開始します。 

• ハイバネーションが無効で、コンピューターの電源が入っているかスリープ状態のときは、短い 
時間スリープ状態になってから、システムが終了します。このとき、保存されていない情報は失 
われます。 
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ロー バッテリ状態の解決 

A を意^_ 情報の損失を防ぐため、コンピューターが完全な口ーバッテリ状態になり、ハイ/くネーシヨ 

ンが開始した場合は、電源ランプが消'なするまで電源を入れないでください。 

外部電源を使用できる場合のロー バッテリ状態の解み 

▲ な下のデバイスのどれかを接続します。 

• コンピューターに付属の AC アダプター 

• 別売の拡張製品またはドッキングデバイス 

• 別売の電源アダプター 

充電巧みのバッテリを使用できる場合のローバッテリ状態の解決 

1. コンピューターの電源を切るか、ハイバネーシヨンを開始します。 

2. 放電したバッテリを取り出し、充電済みのバッテリを装着します。 

3. コン ピューターの電源を入れます。 

電源を使巧できない場合のロー バッテリ状態の解み 

▲ ハイバネーシヨンを開始します。 

または 

作業中のデータを保巧してコンピューターをシャットダウンします。 

ハイバネーシヨンを終了できない場合のロー バッテリ状態の解決 

ハイ バネーシ ヨンを 終了するための十分な電力が コン ピューターに残っていない場合は、な下の操作 
を行います。 

1. 充電ミ斉みのバッテリを装着するか、コンピューターを外部電源に接続します。 

2. 電源スイッチを短くち側に酒らせることでハイバネーシヨンを終了します。 

バッテリゲージの調整 

バッテリゲージの調整は、な下の場合に必要です。 

• バッテリ充電情報の表示が不正確な場合 

• バッテリの通常の動作時間が極端に変化した場合 

バッテリを頻繁に使巧している場合でも、1か巧に2回な上バッテリゲージを調整する必要はありま 
せん。また、新しいバッテリを初めて使用する前にバッテリゲージを調整する必要はありません。 

手順1:バッテリを完全に充電する 

A 警告!一 航空機内でコンピューターのバッテリを充電しないでください。 

鞍を 記： バッテリは、コンピューターの電源が入っているかどうかにかかわらず充電されますが、電 
源を切つたときの方が早く巧電が完了します。 
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バッテリを完全に巧電するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターにバッテリを装着します。 

2. コンピューターを AC アダプター、別売の電源アダプター、別売のあ張製品、または別売のドッ 
キングデバイスに接続し、そのアダプターまたはデバイスを外部電源に接続します。 

コンピューターのバッテリランプが点なします。 

3. バッテリが完全に充電されるまで、コンピューターを外部電源に接続しておきます。 

巧電が完了すると、コンピューターのバッテリランプが消なします。 

手順2 :ハイバネーションおよびスリープを無効にする 

1. 通知領域の[バッテリメータ ー] アイコンをクリックし、[その他の電源オプション]をクリックし 
ます。 

または 

[スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]一[電源オプション]の順に選 
択します。 

2. 現在の電源プランのもとで、[プラン設定の変更]をクリックします。 

3. バッテリゲージ調整後に設定を元に戻せるように、[バッテリ駆動]列の[ディスプレイの電源を 
切る]および[コンピューターをスリープ状態にする]の設定を記録しておきます。 

4. [ディスプレイの電源を切る]および[コンピューターをスリープ状態にする]の設ミを[しない] 
に変更します。 

5. [詳細な電源設定の変更]をクリックします。 

6. [スリープ]の横のプラス記号 （+ ) 一[次の時間が経過後休止状態にする]の横のプラス記号の順 
にクリックします。 

7. バッテリゲージ調整後に設定を元に戻せるように、[次の時間が経過後休止状態にする]の下の 
[バッテリ駆動]の設定を記録しておきます。 

8. [バッテリ駆動]の設定を[なし]に変更します。 

9. [0 K ] をクリックします。 

10. [変更の保を]をクリックします。 
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手順 3 :バッテリを放電する 

バッテリの放電中は、コンピューターの電源を入れたままにしておく必要があります。バッテリは、 
コンピューターを巧巧しているかどうかにかかわらず放電できますが、巧巧している方が早く放電が 
完了します。 

• 放電中にコンピューターを放置しておく場合は、放電を始める前に作業中のファイルを保巧して 
ください。 

• 通常、省電力設定を利巧している場合は、このセクションの手順で放電させると、放電化理中の 
システムの動作がな下のようになることにを意してください。 

。 モニターは 自動的にナフになりません。 

。 コンピューターがアイドル状態のときでも、ハードドライブのま度は自動的にほ下しませ 

ん。 

。 システムによるハイバネーションは開始されません。 

バッテリを放電するには、な下の操作を行います。 

1. コン ピューターを外部電源から切り離します。ただし、 コン ピューターの電源は切らないでくだ 
さし、。 

2. バッテリが放電するまで、バッテリ電源で コン ピューターを動作させます。バッテリの放電が進 
んで口ーバッテリ状態になった場合は、バッテリランプが点滅し始めます。バッテリが放電す 
ると、バッテリランプが消灯して、 コン ピューターの電源が切れます。 

手順4:バッテリを完全に再充電する 

バッテリを再ち電するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを外部電源に接続して、バッテリが完全に再巧電されるまで接続したままにしま 
す。再充電が完了すると、コンピューターのバッテリランプが消なします。 

バッテリの再充電中でもコンピューターは巧巧できますが、電源を切っておいた方が早く充電が 
完了します。 

2. コンピューターの電源を切っていた場合は、バッテリが完全に充電されてバッテリランプが消 
灯した後で、コンピューターの電源を入れます。 

手順5 :ハイバネーシヨンおよびスリープを再び有効にする 


A 注意； バッテリゲージの調整後にハイバネーションを有効にしないと、コンピューターが完全な 
口ーバッテリの状態になった場合、バッテリが完全に放電して情報が失われるおそれがあります。 

1. 通知領域の[バッテリメータ ー] アイコンをクリックし、[その他の電源オプション]をクリックし 
ます。 

または 

[スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]一[電源オプション]の順に選 
択します。 

2. 現在の電源プランのもとで、[プラン設定の変更]をクリックします。 

3. [バッテリ駆訓列の項目を、記録しておいた設定に戻します。 


または 
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[このプランの初期設定を復元する]をクリックして、画面の説明に沿って操作します。 
m _ 初期設定に戻す場合は、手順4〜8を省略してください。 

4. [詳細な電源設定の変更]をクリックします。 

5. [スリープ]の横のプラス記号 （+ ) 一[次の時間が経過後休止状態にする]の横のプラス記号の順 
にクリックします。 

6. [バッテリ駆動]列を、記録しておいた設をに戻します。 

7. [0 K ] をクリックします。 

8. [変更の保巧]をクリックします。 

バッテリの節電 

• Windows の [ コントロールパネル ] で、[システムとセキュリティ]の[電源 オプション ] から[省電 
力博源プランを選巧します。 

• ネットワークに接続する必要がないときは無線接続および LAN 接続をオフにし、モデムを使用 
するアプリケーションは使巧後すぐに終了します。 

• 外部電源に接続されていない外付けデバイスのうち、使用していないものをコンピューターから 
取り外します。 

• 使用していない外付けメディアカードを停止するか、無効にするか、または取り出します。 

• 必要に応じて画面の輝度を調節するには 、 fn + f 9 および ゎ + f 10 ホットキーを使用します。 

• しばらく作業を行わないときは、スリープまたはハイバネーションを開始するか、コンピュー 
夕一の電源を切ります。 

バッテリの保管 

A を意： 故障の原因となりますので、バッテリを温度の高い場所に長時間放置しないでください。 

2週間な上コンピューターを使巧せず、外部電源から切り離しておく場合は、すべてのバッテリを取 
り出して別々に保管してください。 

保管中のバッテリの放電を抑えるには、バッテリを気温や湿度の化い場所に保管してください。 

野 を記： 保管中のバッテリは6か月ごとに点検する必要があります。容量が50%未満になっている場 
合は、再巧電してから保管してください。 

1か巧な上保管したバッテリを使巧するときは、最ネ刀にバッテリゲージの調整を行ってください。 

使用済みバッテリの処理 

A 警吾!~ 化学薬品による义傷や発义のおそれがありますので、バッテリを分解したり、壊したり、巧 

をあけたりしないで〈ださい。また、バッテリの接点をショートさせたり、バッテリを义や水の中に 
捨てたりしないでください。 

バッテリの廃まについては、『規定、ま全および環境に関するごを意 J 1 を参照してください。 


バッテリ電源の使用 85 










バッテリの交換 

コン ピューターのバッテリは消まち品で、その寿命は、電源管理の設定、 コン ピューターで動作してい 
るプログラム、画面の輝度、 コン ピューターに接続されている外付けデバイス、およびその他の要素 
によって異なります。 

[ HP バッテリ チェック] は、内部セルが正常に巧電されていないときや、バッテリ容量が「口ーバッ 
テリ」の状態になったときに、バッテリを交換するようューザーに通知します。交換用バッテリの購 
入について詳しくは、メッセージに記載されている HP の Web サイトを参照してください。バッテリ 
が HP の保証巧まとなっている場合は、説明書に保証 ID が記載されています。 


載を 記； 必要なときに/くッテリ切れを起こさないようにするため、ストレージ充電残量のインジケー 
夕一が緑がかった黄色になったら新しいバッ テリ を購入することをおすすめします。 
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AC アダプターのテスト 

コンピューターにな下の現をのどれかが見られる場合は、 AC アダプターをテストします。 

• コンピューターが AC アダプターに接続されているときにコンピューターの電源が入らない。 

• コンピューターを AC アダプターと外部電源に接続したときにディスプレイの電源が入らない。 

• コン ピューターが AC アダプターに接続されているときに電源ランプが点なしていない。 

AC アダプターをテストするには、な下の操作を行います。 

1. バッテリをコンピューターから取り外します。 

2. AC アダプターをコンピューターと 電源 コンセントに 接続します。 

3. コン ピューターの電源を入れます。 

• 電源ランプが点'なした場合は、 AC アダプターは正常に動作しています。 

• 電源ランプが消なしたままになっている場合は、 AC アダプターが動作していないため交換 
する必要があります。 

交換用 AC アダプターを入手する方まについては、サポート窓口にお問い合わせください。[ス 
夕ート]一[ヘルプとサポート]一[サポート情報の入手]の順に選択します。 

コンピューターのシャットダウン 

A を意： コンピューターをシャットダウンすると、保巧されていない情報は失われます。 _ 

[シャッ トダウン]コマンドはオペレーティングシステムを含む開いているすべてのプログラムを終 
了し、ディスプレイおよびコンピューターの電源を切ります。 

コンピューターのシャットダウンは、な下のどれかにあてはまる場合に必要です。 

• バッテリを交換したりコンピューター内部の部品に触れたりする必要がある場合 

• 1394コネクタまたは USB コネクタに接続できない外付けハードウエアデバイスを接続する場 

• コンピューターを長期間使わず、外部電源から切り離す場合 

電源スイッチでコンピューターをシャットダウンすることもできますが、 Windows の[シャットダウ 
ン]コマンドを使巧した手順をおすすめします。 

コン ピューターを シャット ダウンするには、な下の操作を行います。 

歐 を南^~ コンピューターがスリープまたはハイバネーシヨン状態の場合は、シャットダウンをする前 

にスリープまたはハイバネーシヨンを終了させる必要があります。 

1. 作業中のデータを保存して、開いているすべてのプログラムを閉じます。 

2. [スタート]をクリックします。 

3. [シャットダウン]をクリックします。 
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コンピューターが応答しなくなり、上記のシャットダウン手順を使用できない場合は、な下の緊急 
シャットダウン操作を順番に行ってみてください。 

• 電源スイッチを、5砂程度ちにスライドさせたままにします。 

• コンピューターを外部電源から切り離し、バッテリを取り外します。 
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7 ドライブ 


取り付けられているドライブの確認 

お使いのコンピューターには、（回転式ディスクを搭載した）ハードドライブまたはソリツドステート 
メモリを搭載した SSD (Solid State Drive) が搭載されています。 SSD は、駆動部品を持たないた 
め、ハードドライブほど熱を発生しません。 

コンピューターに取り付けられているドライブを表示するには、[スタート]一[コンピュータ ー] の順 
に選択します。 


載を 記： Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制御機 
能が含まれています。アプリケーシヨンのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の設定変 
更などを行うときに、アクセス権やパスワードの入力をホめられる場合があります。詳しくは、[ヘル 
プとサポート]を参照してください。 
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ドライブの取り扱い 

ドライブは壊れやすいコンピューター部品ですので、取り扱いにはま意が必要です。ドライブの取り 
巧いについては、な下のを意事項を参照してください。必要に応じて、追加のを意事項および関連手 
順を示します。 


A を意： コンピューターやドライブの損傷、または情報の損失を防ぐため、な下の点にま意してくだ 
さい。 

コンピューターや別売のハードドライブをある場所から別の場所へ移動させるような場合は、必ず事 
前にスリープを開始して画面表示が消えるまでお待ちください。 

ドライブを取り扱う前に、塗装されていない金属面に触れるなどして、静電気を放電してください。 

リムーバブルドライブまたはコンピューターのコネクタピンに触れないでください。 

ドライブは慎重に取り扱い、絶対に落としたり上に物を置いたりしないでください。 

ドライブの着脱を行う前に、 コン ピューターの電源を切ります。 コン ピューターの電源が切れている 
のか ハイ バネーシヨ ン 状態なのかわからない場合は、まず コン ピューターの電源を入れ、次に オペ 
レーテ ィング システムの通常の手順でシャツ トダウンし ます。 

ドライブをドライブベイに挿入するときは、無理な力を加えないでください。 

オプティカルドライブ内のディスクへの書き込みが行われているときは、キーボードから入力した 
り、コンピューターを移動したりしないでください。書き込み処理は振動の影響を受けやすい動作で 
す。 


バッテリのみを電源として使用している場合は、メディアに書き込む前に、バッテリが十分に巧電さ 
れていることを確認してください。 

高温または多湿の場所にドライブを放置しないでください。 

ドライブに洗剤などの液体をまらさないで〈ださい。また、ドライブに直接、液体クリーナーなどを 
吹きかけないでください。 

ドライブベイからのドライブの取り外し、ドライブの持ち運び、郵送、保管などを行う前に、ドラ 
イブからメディアを取り出してください。 

ドライブを郵送するときは、発;'包ビニールシートなどの緩衝ネオで適切に個包し、捆包箱の表面に「コ 
ワレモノー取り扱いを意」と明記してください。 

ドライブを磁気に近づけないようにしてください。磁気を発するセキュリティ装置には、空港の金属 
探知器や金属探知棒が含まれます。空港の機内持ち込み手荷物をチ X ックするベルトコンベアなど 
のセキュリティ装置は、磁気ではなく X 線を使ってチェックを行うので、ドライブには影響しませ 

。 
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ハードドライブパフナーマンスの向上 

[ディスクデフラグ]の使用 

コンピューターを使用しているうちに、ハードドライブ上のファイルが断片化されてきます。[ディス 
クデフラグ]を行うと、ハードドライブ上の断片化したファイルやフォルダーを集めてより効率よく 
作業を実行できるようになります。 

[ディスクデフラグ]は、いったん開始すれば動作中に操作する必要はありません。ハードドライブの 
サイズと断片化したファイルの数によっては、[ディスクデフラグ]の完了まで1時間な上かかること 
があります。夜間やコンピューターにアクセスする必要のない時間帯などに実行されるように設定 
するとよいでしよう。 

少なくとも1か月に1度、ハードドライブのデフラグを行うことをおすすめします。[ディスクデフ 
ラグ]は1か巧に1度実行されるように設定することもできますが、手動でいつでもコンピューターの 
デフラグを実行できます。 

[ディスクデフラグ]を実行するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[システムツール]一[ディスクデフラ 
グ]の順に選択します。 

2. [ディスクの最適化]をクリックします。 


敷を 記. Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制 
御機能が含まれています。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の 
設定変更などを行うときに、アクセス権やパスワードの入力を求められる場合があります。詳し 
くは、[ヘルプとサポーりを参照してくださし、。 


詳しくは、[ディスクデフラグ]ソフトウてアのヘルプを参照してください。 

[ディスククリーンアップ]の使用 

[ディスククリーンアップ]を行うと、ハードドライブ上の不要なファイルが検出され、それらのファ 
イルがま全に削除されてディスクの空き領域が増し、より効率よ〈作業を実行できるようになりま 
す。 

[ディスククリーンアップ]を実行するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[システムツール]一[ディスククリーン 
アップ]の順に選択します。 

2. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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[HP 3 D DriveGuard ] の使用 

[HP 3D DriveGuard] は、な下のどちらかの場合にドライブおよび入出力要ホを停止することによつ 
て、ハードドライブを保護します。 

• バッテリ電源で動作しているときにコンピューターを落下させた場合 

• バッテリ電源で動作しているときにディスプレイを閉じた状態でコンピューターを移動した場 

これらの動作の実行後は、 [HP 3D DriveGuard] によって短時間でハードドライブが通常の動作に戻り 
ます。 


鞍 を記. アップグレードベイ内にハードドライブがある場合、そのハードドライブは [HP 3D 

DriveGuard] によって保護されます。オプションのドッキングデバイス巧に装着されているハードド 
ライブや USB コネクタで接続されているハードドライブは、 [HP 3D DriveGuard] では保護されませ 

。 


ソリッドステートドライブには回転する部品がないため、 [HP 3D DriveGuard] で保護する必要はあ 
りません。 


詳しくは、 [HP 3D DriveGuard] ソフトウエアのヘルプを参照してください。 

[HP 3 D DriveGuard ] の状態の確認 

コンピユーターのドライブランプがオレンジ色に変化して、ドライブが停止していることを示しま 
す。ドライブが現在保護されているか、または停止しているかを確認するには、[スタート]一[コン 
トロールパネル]一[ハードウエアとサウンド] 一 [ Windows モビリテイセンター]の順に選択しま 
す。 


• ソフトウェアが有効の場合、緑色のチェックマークがハードドライブアイコンに重なって表示 
されます。 

• ソフトウェアが無効の場合、白い斜線がハードドライブアイコンに重なって表示されます。 

• ドライブが停止している場合、黄色の月型マークがハードドライブアイコンに重なって表示さ 
れます。 


鞍を 記. [Windows モビリティセンター]のアイコンは、ドライブの最新の状態を示していない場合が 
あります。状態が変更されたらすぐに表示に反映されるようにするには、通知領域のアイコンを有効 
にする必要があります。 

通知領域のアイコンを有効にするには、な下の操作を行います。 

1. [スタート] 一 [コントロールパネル] 一 [ハードウ; L アとサウンド] 一 [HP 3 D DriveGuard ] の順 

に選巧します。 

賢 注記^ _ [ュー ザ ー- アカウント制御]のウィンドウが表示されたら、 [はい] をクリックします。 

2. [Icon in system tray ] (システムトレイ上のアイコン）の行で、[表示]をクリックします。 

3. [ OK ] をクリックします。 
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[HP 3D DriveGuard] によってドライブが停止された場合、コンピユーターはな下の状態になります。 

• シャットダウンができない 

• な下のを記で示す場合を除いて、スリープまたはハイバネーシヨンを開始できない 

敦 を記： [HP 3D DriveGuard] によってドライブが停止された場合でも、コンピユーターがバッ 
テリ電源で動作しているときに完全な口ーバッテリ状態になった場合は、ハイバネーシヨンを 
開始できるようになります。 


コンピユーターを移動する前に、完全にシャットタウンするか、スリープまたはハイバネーシヨンを 
開始することをおすすめします。 

[HP 3 D DriveGuard ] ソフトウエアの使用 

[HP 3D DriveGuard] ソフトウエアを使用することで、な下のことが行えます。 

• [HP 3D DriveGuard] の有効/無効を設定する。 

教 を患 _ [HP 3D DriveGuard] の有効または無効への切り替えが許可されるかどうかは、ユーザー 

の権限によって異なります。 Administrator グルー プのメ ンバー は Administrator な外の ユーザー 
の権限を変更できます。 

• システムのドライブがサポートされているかどうかを確認する。 

ソフトウ X アを起動して設定を変更するには、な下の操作を行います。 

1. Windows モビリティセンターでハードドライブアイコンをクリックして、 [HP 3D 
DriveGuard] ウィンドウを開きます。 

または 

[スタート]一[コントロールパネル]一[ハードウエアとサウンド] 一 [HP 3D DriveGuard] の順 

に選択します。 

教 罰打_ f ユーザ ー- アカウント制御]のウィンドウが表示されたら、[はい]をクリックします。 

2. 適切なボタンをクリックして設定を変更します。 

3. [0K] をクリックします。 
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ハードドライブベイ内のハードドライブの交換 

A を意:~ 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の点にま意してください。 

ハードドライブベイからハードドライブを取り外す前に、コンピユーターをシャットダウンしてく 
ださい。コンピユーターの電源が入つているときや、スリープまたはハイ/ くネーシヨン状態のときに 
は、ハードドライブを取り外さないで〈ださい。 

コンピユーターの電源が切れているかハイバネーシ ヨン 状態なのかわからない場合は、まず電源ス 
イッチをち方向にスライドさせてコンピユーターの電源を入れます。次にナペレーティングシステ 
ムの通常の手順でシャットダウンします。 

ハードドライブを取り外すには、な下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保巧します。 

2. コン ピユーターをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

3. コンピユーターに接結されている外付けハードウエアデバイスをすべて取り外します。 

4. 電源コンセントおよびコンピユーターから電源コードを巧きます。 

5. コン ピユーターのハードドライブベイが手前を向くようにして コン ピユーターを裏返し、安を 
した平らな場所に置きます。 

6. コンピユーターからバッテリを取り外します。 

7. ハードドライブカバーの 3 つのネジ （1) を緩めます。 

8. ハードドライブカバーを取り外します（2)。 


©獲) 



9. ハードドライブブラケットの2つのネジ （1) を取り外します。 
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10. ハードドライブブラケットを取り外します（2)。 



11. ハードドライブタブを持って、ハードドライブが45°の角度になるまで引き上げます（1)。 

12. ハードドライブの角度を45°にした状態で、ハードドライブの背面がコンピューターの裏面から 
外れるまでハードドライブを前に引き出します（2)。 

13. ハードドライブを持ち上げて（3)、ハードドライブベイから取り外します。 



ハードドライブを取り付けるには、な下の操作を行います。 

1. ハードドライブを45°の角度で背面からハードドライブベイの奥に挿入します(1)„ 
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2. ハードドライブの前面をシステムボードのコネクタの上に下ろし（2)、押し下げてハードドラ 
イブを取り付けます（3)。 



3. ハードドライブブラケットを元の位置に戻します（1)。 

4. ハードドライブブラケットの2つのネジ （2) を元の場所に取り付けます。 



5. ハードドライブカバーのタブを、 コン ピューターのくぼみに合わせます（1)。 

6. メモリモジ ュ ール コンパ ートメント カバ ー を取りイ寸けなおします（2)。 
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7. ハードドライブカバーの 3 つのネジ （3) を締めます。 



8. バッテリを取りイ寸けなおします。 

9. コン ピュー ターの カバーを上にして置き、外部電源および外付けデバイスを接続しなおします。 

10. コン ピューターの電源を入れます。 
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8 外付けデバイス 


USB (Universal Serial Bus ) デバイスの使用 

USB (Universal Serial Bus) は、 USB キーボード、マウス、ドライブ、プリンター、スキヤナー、 
ハブなどの別売の外付けデバイスを接続するためのハードウェアインターフェイスです。 

USB デバイスには、追加サポートソフトウェアを必要とするものがありますが、通常はデバイスに 
付属しています。デバイス固ちのソフトウェアについて詳しくは、デバイスに付属の操作説明書を参 
照してください。 

お使いのモデルのコンピューターには 3 つの USB コネクタがあり、 USB 1.0、 USB 1.1 、 および USB 
2.0 の各デバイスに対応しています。 USB ハブには、コンピューターで使用できる USB コネクタが 
装備されています。 

USB デバイスの接続 


A を意： USB コネクタの損傷を防ぐため、 USB デバイスをち続するときは無理な力を加えないでく 
ださし、。 


▲ USB デバイスをコンピューターに接続するには、デバイスの USB ケーブルを USB コネクタに 
接続します。 



デバイスが検出されると音が鳴ります。 


W を記： USB デバイスを初めて接続した場合は、デバイスがコンピューターによって認識されたこと 
を示すメッセージが通知領域に表示されます。 
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USB デバイスの取り外し 


A ミ主意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の操作を行って USB デバイスをま全に 
取り外します。 

を意： USB コネクタの損傷を防ぐため、 USB デバイスを取り外すときはケーブルを引っ張らない 
でくださし、。 


USB デバイスを取り外すには、な下の操作を行います。 

1 . タスクバーのち端の通知領域にある[ハードウェアをま全に取り外してメディアを取り出す]ア 
イコンをクリックします。 


静注 記： [ハードウエアをを全に取り外してメディアを取り出す]アイコンを表示するには、[隠れ 

ているインジケータ を表示します]アイコン（通知領域の左側にある矢印）をクリックしま 

す。 


2. -覧からデバイス名をクリックします。 


静ま 記： ハードウエアデバイスをを全に取り外すことができるというメッセージが表示されま 
す。 


3. デバイスを取り外します。 

USB レガシーサポートの使用 

USB レガシーサポート（出荷時の設定で有効になっています）を使巧すると、な下のことを行えま 


• コンピューターの起動時、または MS-DOS® ベースのプログラムやユーティリティでの、コン 
ピューターの USB コネクタに接続された USB キーボード、マウス、またはハブの使用 

• 別売の外付けマルチベイまたは別売の USB 起動可能デバイスからの起動または再起動 
[Computer Setup] で USB レガシー サポートを無効または再び有効にするには、な下の操作を行いま 


1. コンピューターを起動または再起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu] とい 
うメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f10 キーを巧して、 [Computer Setup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して 、 [System Configuration ] (システムコ 
ンフィギュレーシヨン）一 [Device Configurations ] (デバイス構成）の順に選択します。 

4. USB レガシーサポートを無効にするには、山 SB legacy support ] (USB レガシーサポート） 
の横にあるチてックボックスのチ I ックを外します。 USB レガシーサポートを再び有効にす 
るには、山 SB legacy support ] の横にあるチェックボックスにチェックを入れます。 

5. 変更を保巧して [Computer Setup] を終了するには、画面の左下隅にある [ Save ] (保存）アイコ 
ンをクリックしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して [ File ] (ファイル）一 [Save Changes and Exit ] (変更を保巧して終了） 
の順に選巧してから、画面の説明に沿って操作します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 


USB (Universal Serial Bus) デバイスの使用 99 








1394 デバイスの使用 

IEEE 1394は、高速マルチメディアデバイスまたは高速記憶装置をコンピユーターへち結するため 
のハードウェアインターフェイスです。スキヤナー、デジタルカメラ、およびデジタルビデオカ 
メラは、1394による接続が必要な場合があります。 

1394デバイスには、追加サポートソフトウェアを必要とするものがありますが、通常はデバイスに 
付属しています。デバイス固ちのソフトウエアについて詳しくは、デバイスに付属の操作説明書を参 
照してください。 


コンピューターの1394コネクタは、 IEEE 1394a デバイスもサポートしています。 

1394デバイスの接続 


A を意： 1394ポートコネクタの損傷を防ぐため、1394デバイスを接続するときは無理な力を加えな 
いでください。 


▲ 1394デバイスをコンピューターに接続するには、デバイスの1394ケーブルを1394ポートに接 

続します。 



が 

咳 


デバイスが検出されると音が鳴ります。 



1394デバイスの取りかし 


A を意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の操作を行って1394デバイスをま全に 
取り外します。 
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注意： 1394コネクタの損傷を防ぐため、1394デバイスの取り外し時にケーブルを引っ張らないで 
ください。 


1. タスクバーのち端の通知領域にある[ハードウェアをま全に取り外してメディアを取り出す]ア 
イコンをクリックします。 


隊 を記. タスクバーに[ハードウ I アをを全に取り外してメディアを取り出す]アイコンを表示す 

るには、[隠れているインジケータ-を表示します]アイコン（通知領域の左側にある矢印）を 

クリックします。 


2. -覧からデバイス名をクリックします。 


静ま 記： ハードウエアデバイスをを全に取り外すことができるというメッセージが表示されま 
す。 


3. デバイスを取り外します。 
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外付けドライブの使用 

外付けのリムーバブルドライブを使用すると、情報を保巧したり、情報にアクセスしたりできる場 
巧が増えます。 USB ドライブを追加するには、コンピューターの USB コネクタに接続します。 

USB ドライブには、な下のような種類があります。 

• 1.44 MB フロッピーディスクドライブ 

• ハードドライブモジュール（アダプターが装備されているハードドライブ） 

• DVD - ROM ドライブ 

• DVD - ROM / CD - RW コンボドライブ 


• DVD ± RW / CD-RW ドライブ 


別売の外付けデバイスの使用 


敷を 記： 必要なソフトウェアやドライバー、および使巧するコンピューターのコネクタの種類につい 
て詳しくは、デバイスに付属の説明書を参照してください。 


外付けデ/くイスをコンピューターに接続するには、な下の操作を行います。 


A を意： 電源付きデバイスの接続時に装置が損傷することを防ぐため、デバイスの電源が切れ、電源 
コードがおけていることを確認してください。 


1. デバイスをコンピューターに接続します。 

2. 電源イ寸きデバイスを接続する場合は、接地した電源コンセントにデバイスの電源コードを差し込 
みます。 

3. デバイスの電源を入れます。 

電源付きでない外付けデバイスを取り外すには、デ/くイスの電源を切った後、コンピューターからデ 
バイスを取り外します。電源付き外付けデバイスを取り外すには、デバイスの電源を切った後にコン 
ピューターからデバイスを取り外し、電源コードを巧きます。 
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ドッキングコネクタの使用 

ドッキングコネクタを使用して、コンピューターを別売のドッキングデバイスに接続できます。別 
売のドッキングデバイスには、コンピューターを装着すると使巧できるポートおよびコネクタが装 
倫されています。 
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外付けメディアカード 


メディアカードリーダーでの力ードの使用 

別売のメディアカードは、データをを全に格納し、簡単にデータを共有できる力ードです。これら 
の力ードは、他のコンピューターな外にも、デジタルメディア対応のカメラや PDA などでよく使用 
されます。 


お使いのコンピューターのメディアカードスロットは、な下のフオーマットのメディアカードに 
対応しています。 


• マルチメディアカード （ MMC ) 


• SD (Secure Digital ) メモリーカード 

メディアカードの挿入 


A を意： メディアカードまたはコンピユータ ー- の損傷を防ぐため、 SD 力ードスロットには、ど 
のような種類のアダプターも挿入しないでください。 

を意： メディアカードコネクタの損傷を防ぐため、メディアカードを挿入するときは無理な力 
を加えないでください。 


1. メディアカードのラベルを上にし、コネクタをコンピユーター側に向けて持ちます。 

2. 力ードをメディアカードリーダーに挿入し、しっかり収まるまで力ードを押し込みます。 



デバイスが検出されたときに音が鳴り、場合によっては使用可能なオプシヨンのメニューが表示 
されます。 
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メディアカードの取り出し 


A を意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の操作を行ってメディアカードをま全 
に取り出します。 


情報を保巧し、メディアカードに関連するすべてのプログラムを閉じます。 


載 を記： データ転送を停止するには、オペレーティングシステムの[コピー中]ウィンドウで[キャン 
セル]をクリックします。 


メディアカードを取り出すには、な下の操作を行います。 

1. タスクバーのち端の通知領域にある[ハードウエアをま全に取り外してメディアを取り出す]ア 
イコンをクリックします。 


W を記； タスクバーに[ハードウ；!:アをを全に取り外してメディアを取り出す]アイコンを表示す 
るには、[隠れているインジケーターーを表示します]アイコン（通知領域の左側にある矢印）を 
クリックします。 


2. -覧からメディアカード名をクリックします。 


敷を 記： ハードウエアデバイスをま全に取り外すことができるというメッセージが表示されま 
す。 


3. メディアカードを取り出すには、力ードを押して固定を解除し（1)、力ードを引いてスロット 
から取り出します（2)。 
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ExpressCard の使用（一部のモデルのみ） 

ExpressCard は、 ExpressCard スロットに挿入ずる高性能な PC 力ードです。 

標準の PC 力ードと同様に 、 ExpressCard は PCMCIA (Personal Computer Memory Card 
International Association ) の仕様に準拠しています。 

ExpressCard の設定 

デバイスに必要なソフトウェアのみをインストールしてください。 ExpressCard に付属の説明書に 
デバイスドライバーをインストールするように記載されている場合は、な下のようにします。 

• お使いのオペレーティングシステム用のデバイスドライバーだけをインストールして〈ださ 
い。 

• ExpressCard の製造販売元が他のソフトウェア（力ードサービス、ソケットサービス、イネー 
ブラーなど）を提供していても、それらをインストールしないでください。 

ExpressCard の挿入 

A を意_ お巧いのコンピューターおよび外付けメディアカードの損傷を防ぐため、 PC 力ードを~ 

ExpressCard スロットに挿入しないでください。 

を意： PC 力ードコネクタの損傷を防ぐため、な下の点にミ主意してください。 

ExpressCard を挿入するときには、必要な上の力を加えないでください。 

ExpressCard が挿入されているときは、コンピューターを動かしたり移動したりしないでください。 

ExpressCard スロットには保護用力ードが挿入されている場合があります。保護巧力ードを取り出 
すには、な下の操作を行います。 

1. 保護巧力ードを押し込んで（1)、固定を解除します。 

2. 保護巧力ードをスロットから引き出します（2)。 



ExpressCard を挿入するには、な下の操作を行います。 

1. 力ードのラベルを上にし、コネクタをコンピューター側に向けて持ちます。 
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2. 力ードを ExpressCard スロットに挿入し、しっかり収まるまで力ードを巧し込みます。 



デ/《イスが検出されると音が鳴り、場合じよっては使用可能なナプシヨンのメニューが表示され 
ます。 


隊 を記： ネ刀めて ExpressCard を挿入した場合は、デバイスがコンピューターによって認識され 
たことを示すメッセージが通知領域に表示されます。 


W を記： 装着されている ExpressCard は、使用されていなくても電力を消費します。節電するには、 
使巧していない ExpressCard を停止するか、取り出してください。 


ExpressCard の取り出し 


A を意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の操作を行って ExpressCard をま全に取 
り出します。 


情報を保存し、 ExpressCard に関連するすべてのプログラムを閉じます。 


載 を記： データ転送を停止するには、オペレーティングシステムの[コピー中]ウィンドウで[キャン 
セル]をクリックします。 


ExpressCard を取り外すには、な下の操作を行います。 

1. タスクバーのち端の通知領域にある[ハードウエアをま全に取り外してメディアを取り出す]ア 
イコンをクリックします。 


m を記： タスクバーに [ハー ドウ X アをを全に取り外してメディアを取り出す]アイコンを表示す 
るには、[隠れているインジケーターーを表示します]アイコン（通知領域の左側にある矢印）を 
クリックします。 


2. —覧から ExpressCard の名前をクリックします。 


敷を 記； ハードウエアデバイスをま全に取り外すことができるというメッセージが表示されま 
す。 


3. ExpressCard の固定を解除して取り出すには、な下の操作を行います。 

a . ExpressCard をゆっくり押し込んで（1)、ロックを解除します。 

b . ExpressCard をスロットから引き出します（2)。 
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スマートカードの使用 （ 一部のモデルのみ) 


敦 注記： この章で使う スマート カードという用語は、 スマー トカードと Java ™ Card の両方を指し 
ます。 


スマー トカードは、クレジットカードと同じくらいの大きさのデバイスで、メモリとマイクロプロ 
セッサが埋め込まれたマイクロチップを搭載しています。パーソナルコンピューターと同様に、ス 
マート カードには入出力を管理するナペレーティングシステムがあり、改ざんから保護するための 
セキュリティ機能が組み込まれています。 スマート カードリーダー(-部のモデルのみ）では業界 
標準の スマー トカ ー ドを巧巧します。 

マイクロチップの内容にアクセスするには、 PIN が必要です。スマートカードのセキュリティ機能に 
ついて詳しくは、[ヘルプとサポート]を参照してください。 


鞍を 記. おほいのコンピューターの外観は、図と多少異なる場合があります。 


スマートカードの挿入 

スマートカードを挿入するには、な下の操作を行います。 

1. スマートカードのラベル側を上にし、力ードがしっかり収まるまで、スマートカードリーダー 
に静かにスライドさせて挿入します。 



2. 画面上の説明に沿って、 スマー トカードの PIN を使用して コン ピューターにログオンします。 

スマートカードの取り出し 

スマートカードを取り出すには、な下の操作を行います。 
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▲ スマートカードの両端をつかんで、スマートカードリーターから引き出します。 
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10 メモリモジュール 


コンピューターの裏面には、1つのメモリモジュールコンパートメントが装備されています。 

コン ピューターのメモリを増設するには、空いている化張メモリモジュールスロットにメモリモ 
ジュールを追加するか、メモリモジュールスロットに装着されているメモリモジュールを交換し 
ます。 


A 警告！ 感電や装置の損傷を防ぐため、電源コードとすべてのバッテリを取り外してからメモリモ 
ジュールを取り付けてください。 

A を意： 静電気 ( ESD ) によって電子部品が損傷することがあります。作業を始める前に、ァースさ 
れた金属面に触るなどして、身体にたまった静電気を放電してください。 


110第10章 メモリモジュール 





メモリモジュールの追加または交換 

メモリモジュールスロットにメモリモジュールを追加したり交換したりするには、な下の操作を 
行います。 

1. 作業を保存します。 

2. コン ピューターをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

コンピューターの電源が切れているかハイバネーシヨンが態なのかわからない場合は、まず電源 
スイッチをち方向にスライドさせてコンピューターの電源を入れます。次にオペレーティング 
システムの通常の手順でシャットダウンします。 

3. コンピューターに接続されているすべての外付けデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを抜きます。 

5. コンピューターを裏返してを定した平らな場所に置きます。 

6. コンピューターからバッテリをすベて取り外します。 

7. ハードド'ライブコンパートメントカバーの 3 つのネジ （1) を絵めます。 

8. ハードドライブ コンパートメント カバーを持ち上げて（2)、 コン ピュ ーター から取り外しま 
す。 


©感 



9. メモリモジュールを交換する場合は、装着されているメモリモジュールを取り外します。 
a . メモリモジュールの両側にある留め具を左ちに引っ張ります（1)。 

メモリモジュールが少し上に出てきます。 

A 注意： メモリモジュールの損傷を防ぐため、メモリモジュールを扱うときは必ず左右の 
端を持ってください。メモリモジュールの端子部分には触らないで〈ださい。 
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b . メモリモジュールの端をつかみ、そのままゆつくりと斜め上に引き巧いて （2) 取り外しま 
す。 


取り外したメモリモジュールは、静電気の影響を受けない袋などに入れて保管します。 



10. な下の要領で、メモリモジュールを取り付けます。 


賢を 記： メモリモジュールを取り付けるときに、両方のメモリモジュールスロットが空いて 
いる場合は、メインメモリモジュールスロットにメモリモジュールを装着して〈ださい。 

a . メモリモジュールの切り込み （1) とメモリモジュールスロットのタブを合わせます。 


A を意： メモリモジュールの損傷を防ぐため、メモリモジュールを巧うときは必ず左ちの 
端を持ってください。メモリモジュールの端子部分に触ったりメモリモジュールを巧り 
曲げたりしないように注意してください。 


b . メモリモジユールを、コンパートメントの表面から45°の角度でスロットの奥までしっか 
り差し込みます（2)。 

C. カチッと音がして留め具がメモリモジユールを固定するまで、メモリモジユールの左ちの 
端を押し下げます（3)。 
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11. ハードドライブコンパートメントカバーのタブを、コンピューターのくぼみに合わせます 

(1)。 

12. メモリモジュールコンパートメントカバーを閉じます（2)。 

13. ハードドライブコンパートメントカバーの 3 つのネジ （3) を締めます。 



14. バッテリを取り付けなおします。 

15. コン ピューターのカバーを上にして置き、外部電源および外付けデバイスを接続しなおします。 

16. コン ピューターの電源を入れます。 
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11 セキュリティ 


コンピューターの 保護 


鞍を 記； セキュリティ機能は、誤った取り扱いに対処することを目的としていますが、コンピュー 
夕一の盜難や誤った取り 巧いを完全に防ぐものではありません。 

を記： お使いのコンピューターでは、オンラインセキュリティベースの追跡および復元サービス 
である [CompuTrace] がサポートされています（一部の地域のみ）。コンピューターが盜まれた場合、 
不正なユーザーがインターネットにアクセスすると、 [CompuTrace] による追跡が行われます。 
[CompuTrace] を使用するには、ソフトウェアを購入し、サービス登録を行う必要があります。 
[CompuTrace] ソフトウェアの購入については、 HP の Web サイト http://www.hpshoppinq.com/ (英語 
サイト）にアクセスしてください。 


お使いの コン ピューターが備えているセキュリティ機能で、 コン ピューター自体、個人情報、および 
データをさまざまなリスクから保護できます。使用する必要があるセキュリティ機能は、 コン ピュー 
夕一を どのよう に巧用するかによってみまります。 

Windows オペレーティングシステムには、いくつかのセキュリティ機能が用意されています。その 
他のセキュリティ機能は、な下の表のとおりです。これらのセキュリティ機能のほとんどは、 
[Computer Setup] ユーテイリテイ （な下、 [Computer Setup]) で設定!できます。 


セキュリティの対を 

使用するセキュリティ機能 

コン ピューターの不正な使用 

パスワード、スマートカードまたは指紋認証システムと、 

[HP ProtectTools Security Manager] (HP ProtectTools セ 
キュリティマネージャ）の組み合わせ 

[Computer Setup] (f10) への不正なアクセス 

[Computer Setup] の BIOS administrator password (BIOS 管 
理をパスワード）* 

ハードドライブのデータへの不正なアクセス 

[Computer Setup] の DriveLock パスワード* 

オプティカルドライブ、フロッピーディスクドライブ、ま 
たは内蔵ネットワークアダプターからの不正な起動 

に omputer Set 叩]のブートオプシヨン機能* 

Windows ユーザーアカウントへの不正なアクセス 

HP ProtectTools Security Manager 

データへの不正なアクセス 

• ファイアウホールソフトウェア 

• Windows Update 

• Drive Encryption for HP ProtectTools 

[Computer Se 山 p] の設定およびその他のシステム識別情報へ 
の不正なアクセス 

[Computer Setup] の BIOS administrator password* 
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セキュリティの対ま 

使用するセキュリティ機能 

コンピューターの不正な移動 

セキュリティロックケーブル用スロット（別売のセキュリ 
ティロックケーブルとともに使用） 


•[Computer Se 山がは、プリインス！ルされた ROM ベースのユーティリティで、オペレーティングシステムが動作しな 
い場合や口ードしない場合にも使用できます。に omputer Setup] で項目間を移動したり項目を選巧したりするには、ポイン 
ティングデバイス（タッチパッド、ポインティングスティック、または USB マウス）またはキーボードを使用できます。 


パスワードの使用 

ほとんどのセキュリティ機能では、パスワードが使巧されます。パスワードを設定したときは、その 

パスワードを常に書き留めておき、コンピューターから離れた他人の目にふれないを全な場所に保管 

してください。パスワードについては、な下の点にま意してください。 

• セットアップ、および DriveLock の各パスワードは [Computer Setup ] で設まされ、システム BIOS 
によって管理されます。 

• 内蔵セキュリティパスワードは [HP ProtectTools Security Manager ] (HP ProtectTools セキュ 
リティマネージャ）のパスワードであり .[Computer Setup ] で有効に設ますることで、通常の [HP 
ProtectToo 间の機能に加えて BIOS パスワードによって保護されます。内蔵セキュリティパス 
ワードは、別売の内蔵セキュリティチップとともに巧巧されます。 

• Windows パスワードは、 Windows オペレーティングシステムでのみ設定されます。 

• [Computer Setup ] で設をした B に S administrator password ( B に S 管理き■パスワード）を忘れ 
てしまった場合は 、 HP SpareKey を使用して [Computer Setup ] にアクセスできます。 

• [Computer Setup ] で設ました DriveLock の user password (ユーザーパスワード）および 
DriveLock の master password (マスターパスワード）の両方を忘れてしまうと、これらのパ 
スワードで保護されているハードドライブがロックされたままになり、永久に使用できなくなり 
ます。 


[Computer Setup ] 機能と Windows のセキュリティ機能の両方で同じパスワードを使巧できます。複 
数の [Computer Se 山 p 雌能で同じパスワードを使用することもできます。 

パスワードを作成したり保巧したりするときは、な下のヒントを参考にしてください。 

• パスワードを作成するときは、プログラムの要件に従う 

• パスワードを書き留めておき、コンピューターから離れた他人の目にふれないを全な場所に保管 
する 

• パスワードをコンピューター上のファイルに保巧しない 

な下の表で、一般に使巧される Windows パスワードおよび BIOS administrator password を示し、 
それぞれの機能について説明します。 

Windows でのパスワードの設定 


Windows のパスワード 

機能 

管理をパスワード* 

Windows の管理をレベルのアカウントへのアクセスを保護 
します 
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Windows のパスワード 

機能 

ユーザーパスワード* 

Windows ユーザーアカウントへのアクセスを保護します 

♦Windows の管理者パスワードまたは Windows のユーザーパスワードの設定については、[スタート]一[ヘルプとサポー 
卜]の順に選択してください。 

uter Setup ] でのパスワードの設定 

[Computer Setup ] のパスワード 

機能 

BIOS administrator password (BIOS 管理者■パスワード） 

[Computer Setup ] へのアクセスを保護します 

DriveLock の master password (マスターパスワード） 

DriveLock によって保護されている内蔵ハードドライブへの 
アクセスを保護します。また、 DriveLock による保護の解除 
に使用します。このパスワードは DriveLock を有効にする操 
作の過程で設定します 

DriveLock の user password (ユーザーパスワード） 

DriveLock によって保護されている内蔵ハードドライブへの 
アクセスを保護します。 DriveLock をち効にする操作の過程 
で設ちします 

TPM 内蔵セキュリティパスワード 

BIOS administrator password としてち効にすると、コン 
ピューターの電源投入時、再起動時、またはハイ/くネーショ 
ンの終了時に、コンピューターの内容へのアクセスを保護し 
ます 

このパスワードを使巧するには、オプションの内蔵セキュリ 
ティチップでこのセキュリティ機能がサポートされている 
必要があります 


BIOS administrator password (BIOS 管理者■パスワード） 

[Computer Setup ] の BIOS administrator password は、 [Computer Setup ] 内の各種設をとシステム識 
別情報を保護します。いったんこのパスワードを設定すると、 [Computer Setup ] にアクセスして変更 
を行うときにパスワードを入力する必要があります。 

BIOS administrator password にはな下のような特徴があります。 

• [Computer Setup ] のセットアップパスワードと Windows の管理き■パスワードには同じ文字列 
を使巧できますが、互いに代替できるものではありません。 

• パスワードは、設を、入力、変更または削除するときに画面に表示されません。 

• パスワードを入力するときは、設定したときと同じキーを巧う必要があります。たとえば、ファ 
ンクシヨンキーの下にある数字キーを使って B に S administrator password を設ました場合、 
その後その数字を内蔵テンキーを使って入力しても同じ文字として認識されません。 

• 32文字な内の半角英数字の組み合わせで、大文字と小文字は区別されません（管理をによって 
別の設定を強制されていない場合）。 
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BIOS administrator password (BIOS 管理者■パスワード）の管理 

BIOS administrator password は、 [Computer Setup ] で設ま、変更、および削除できます。 

[Computer Setup ] でこのパスワードを設定または変更するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動またはち起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] とい 
うメッセージが表示されている間に esc キーを巧します。 

2. け〇 キーを巧して、 [Computer Setup ] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを巧用して [Security] (セキュリティ）一 [Change 
Password] (パスワードの変更）の順に選巧し、 enter キーを巧します。 

4. メッセージが表示されたら、現在のパスワードを入力します。 

5. メッセージが表示されたら、新しいパスワードを入力します。 

6. メッセージが表示されたら、確認のために新しいパスワードを再度入力します。 

7. 変更を保巧して [Computer Setup ] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保存）アイコ 
ンをクリックしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して [File] (ファイル）一 [Save Changes and Exit] (変更を保巧して終了） 
の順に選巧し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

[Computer Setup ] でこのパスワードを削除するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] とい 
うメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f 10 キーを押して、 [Computer Setup ] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使巧して [Secur け y] 一 [Change Password] の順に 
選択し、 enter キーを巧します。 

4. メッセージが表示されたら、現在のパスワードを入力します。 

5. 新しいパスワードを入力するように要求されたら、フィールドを空欄のままにして enter キーを 
押します。 

6. 警告メッセージが表示されます。操作を続ける場合は、 [YES] (はい）を選択します。 

7. 巧度、新しいパスワードを入力するように要求されたら、フィールドを空欄のままにして、 enter 
キーを押します。 

8. 変更を保巧して [Computer Setup ] を終了するには、画面の左下隅じある [Save] アイコンをク 
リックしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して [File] 一 [Save Changes and Exit] の順に選択し、 enter キーを押します。 
変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 
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BIOS administrator password (BIOS 管理者パスワード）の入力 


[BIOS administrator password ] の入力画面で自分のパスワードを入力し（パスワード設定と同じ 
キーを使巧）、 enter キーを巧します。3回結けて間違えて入力した場合は、コンピューターを再起動 
して入力しなおす必要があります。 

[Computer Setup ] の DriveLock の使用 

A を意： DriveLock で保護されているハードドライブが永久に使用できな〈なることを防ぐため、 ' 

DriveLock の user password (ユーザーパスワード）と master password (マスターパスワード） 

を、紙などに書いて他人の目にふれないを全な場巧に保管しておいてくださし、。 DriveLock パスワー 
ドを両方とも忘れてしまうと、これらのパスワードで保護されているハードドライブがロックされた 
ままじなり、永久に使用できなくなります。なお、 master password と user password を両方とも忘 
れたためにハードドライブを交換する必要が生じた場合、保証期間内でもドライブの交換は有償で 
承っておりますのでご了承ください。 


DriveLock で保護することによって、ハードドライブのデータへの不正なアクセスを防止できます。 
DriveLock による保護は、コンピューターの内蔵ハードドライブにのみ設定できます。いったん 
DriveLock による保護を設定すると、ドライブにアクセスするときにパスワードの入力が必要になり 
ます。 DriveLock のパスワードでドライブにアクセスするには、ドライブをアドバンストポートリ 
プリケータではなく、コンピューターに装着しておく必要があります。 

DriveLock による保護をコンピューターの内蔵ハードドライブに設定するには、 [Computer Setup ] で 
user password および master password を設定してお〈必要があります。 DriveLock による保護を 
設定するときは、な下の点に;ま意してください。 

• いったん DriveLock による保護を設定すると、 user password または master password のどちら 
かを入力することでのみ、保護されているハードドライブにアクセスできるようになります。 

• user password は、通常システム管理をではなく実際にハードドライブを使用するューザーが設 
定する必要があります。 master password は、システム管理をまたは実際にハードドライブを使 
用するユーザーが設定できます。 


• user password と master password は、同じであつてもかまいません。 


• DriveLock じよるドライブの保護を解除しないと、 user password や master password を削除で 
きません。 DriveLock によるハードド'ライブの保護を解除するには、 master password が必要で 
す。 
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DriveLock パスワードの設定 

[Computer Setup] で DriveLock Password パスワードを設まするには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu] というメッセージ 
が表示されている間に esc キーを押します。 

2. け〇 キーを巧して、 [Computer Setup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [ Security ] (セキュリティ）一 [DriveLock 
Password ] (DriveLock パスワード）の順に選巧し、 enter キーを巧します。 

4. ポインティングデバイスを使用して、保護するハードドライブをクリックします。 

または 

矢印キーを使巧して、保護するハードドライブを選択し、 enter キーを押します。 

5. 警告メッセージが表示されます。操作を続ける場合は、 [ YES ] (はい）を選択します。 

6. [New password ] (新しいパスワード）フィールドと [Verify new password ] (新しいパスワー 
ドの確認）フィールドに master password (マスターパスワード）を入力し、 enter キーを巧し 
ます。 

7. [New password ] フイー ルドと [Verify new password ] フイー ルドに user password (ユー 
ザーパスワード）を入力し、 enter キーを巧します。 

8. 選択したドライブが DriveLock によって保護されているかを確認するには、確認フィールドじ 
「 DriveLock 」 と入力し、 enter キーを巧します。 


教 を記. DriveLock の確認フィールドでは大文字と小文字が区別されます。 _ 

9. 変更を保存して [Computer Se 山 P ] を終了するには、画面の左下隅にある [ Save ] (保存）アイコ 
ンをクリックしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して [ File ] (ファイル）一 [Save Changes and Exit ] (変更を保巧して終了） 
の順に選択し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

DriveLock パスワー ドの入力 

ハードドライブが、別売のドッキングデバイスや外付けマルチベイではなくコンピューター本体の 
ハードドライブベイに装着されていることを確認します。 

[ Drivel_ock Password ] (DriveLock パスワード）画面が表示されたら、パスワードを設定したとき 
と同じ種類のキーを巧巧して user password (ユー ザーパスワード）または master password (マ 
スターパスワード）を入力し、 enter キーを押します。 

パスワードを2回続けて間違えて入力した場合は、コンピューターの電源を切ってから巧び起動し、 
入力しなおしてください。 
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DriveLock パスワードの変更 


Computer Setup] で DriveLock パスワードを変更するには、レ^下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu] というメッセージ 
が表示されている間に esc キーを押します。 

2. f1 日 キーを押して、 [Computer Setup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ）一 [DriveLock 
Password] (DriveLock パスワード）の順に選択し、 enter キーを押します。 

4. ポインティングデバイスを使用して、内蔵ハードドライブをクリックします。 

または 

矢印キーを使用して、内蔵ハードドライブを選択し、 enter キーを押します。 

5. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して、変更するパスワードを選択します。 

6. [Old password] (現在のパスワード）フィールドに現在のパスワードを、 [New password] 
(新しいパスワード）フィールドと [Verify new password] (新しいパスワードの確認）フィー 
ル ドに新しいパスワードを入力し、 enter キーを押します。 

7. 変更を保存して [Computer Setup] を終了ずるには、画面の左下隅にある [Save] (保存）アイコ 
ンをクリックしてから画面に表示される説明に沿って操作しまず。 

または 

矢印キーを使用して [File] (ファイル）一 [Save Changes and Exit] (変更を保存して終了） 
の順に選択し、 enter キーを巧します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になりまず。 

DriveLock 保護の解除 

Computer Setup] で DriveLock による保護を解除するには、 W 下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu] というメッセージ 
が表示されている間に esc キーを押します。 

2. f10 キーを押して、 [Computer Setup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ）一 [DriveLock 
Password] (DriveLock パスワード）の順に選択し、 enter キーを押します。 

4. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して内蔵ハードドライブを選択し、 enter キー を 
押します。 

5. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して、 [Disable protection] (保護を無効にす 
る）を選択しまず。 

6. master password (マスターパスワード）を入力して、 enter キーを押します。 

7. 変更を保存して [Computer Setup] を終了ずるには、画面の左下隅にある [Save] (保存）アイコ 
ンをクリックしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 
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矢印キーを使用して [File] (ファイル）一 [Save Changes and Exit] (変更を保巧して終了） 
の順に選巧し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

[Computer Setup ] の自動 DriveLock の使用 

複数のユーザーがいる環境では、自動 DriveLock パスワードを設定できます。自動 DriveLock パス 
ワードを有効にずると、ランダムな user password (ユーザーパスワード）と DriveLock の master 
password (マスターパスワード）が作られます。ユーザーのパスワード認証が通ると、同じランタ 
ムな user password と DriveLock の master password が使巧され、ドライブの保護が解除されます。 


隊 ま記 ： BIOS administrator password ( BIOS 管理者パスワード）がないと、自動 DriveLock 機能に 
はアクセスできません。 


自動 DriveLock パスワードの入力 

[Computer Setup ] で自動 DriveLock パスワードを有効にするには、1^>1下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または巧起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] とい 
うメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f 10 キーを押して、に omputer Setup ] を起動しまず。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ）一 [Automatic 
DriveLock] (自動 DriveLock ) の順に選択し、 enter キーを押します。 

4. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して内蔵ハードドライブを選択し、 enter キーを 
押しまず。 

5. 警告メッセージが表示されます。操作を続ける場合は、 [YES] (はい）を選択します。 

6. 変更を保存して [Computer Setup ] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保存）アイコ 
ンをクリックしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して [File] (ファイル）一 [Save Changes and Exit] (変更を保巧して終了） 
の順に選択し、 enter キーを押しまず。 

自動 DriveLock による保護の解除 

[Computer Setup ] で DriveLock による保護を解除ずるには、お下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または巧起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] とい 
うメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f 10 キーを押して、に omputer Setup ] を起動しまず。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ）一 [Automatic 
DriveLock] (自動 DriveLock ) の順に選択し、 enter キーを押します。 

4. ポインテイングデバイスまたは矢印キーを使用して内蔵ハードドライブを選択し、 enter キーを 
押しまず。 
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5. ポインティングデバイスまたは矢印キーを巧用して 、 [Disable protection ] (保護を無効にす 
る）を選がします。 

6. 変更を保存してに omp 山 er Setup ] を終了するには、画面の左下隅にある [ Save ] (保存）アイコ 
ンをクリックしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを巧巧して [ File ] (ファイル）一 [Save Changes and Exit ] (変更を保巧して終了） 
の順に選択し、 enter キーを巧します。 
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Computer Setup ] のセキュリティ機能の使用 

システムデバイスのセキュリティ保護 

[Computer Setup] のな下の メニ ューでシステムデバイスを無効または有効にできます。 

• Boot Options (ブートオプション） 

• Device Configurations (デバイス構成） 

• Built-In Device Options (内蔵デバイスオプション） 

• Port Options (ポートホプション） 

[Computer Setup ] でシステムデバイスを無効または巧び有効にずるには、1^>1下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu] とい 
うメッセージが表示されている間に esc 年一を押します。 

2. f10 キーを押して、に omputer Setup] を起動しまず。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [System Configuration ] (システムコン 
フィギュレーション）を選択してから 、 [Boot Options]、device Configurations ]、[ Built-In 
Device Options ]、 または [Port Options ] のどれかを選択します。 

4. enter キーを押しまず。 

5. オプションを無効にするには、ポインティングデバイスを使用して、そのオプションの横の 
チェックボックスのチェックを外します。 

または 

矢印キーを使巧してオプションを選択し、 enter キーを押しまず。 

6. オプションを再び有効にするには、ポインティングデバイスを使用して、そのチェックボック 
スにチェックを入れます。 

または 

矢印キーを使巧してオプションを選択し、 enter キーを押しまず。 

7. 変更を保存してに omputer Setup] を終了するには、画面の左下隅にある [ Save ] (保存）アイコ 
ンをクリックしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して [ File ] (ファイル）一 [Save Changes and Exit ] (変更を保存して終了） 
の順に選がし、 enter キーを押しまず。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 
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Computer Setup ] のシステム情報の表示 

[Computer Setup ] の [System Information ] (システム情報）機能では、な下の2種類のシステム情報 
を表示できます。 

• コンピューターーモデルおよびバッテリについての識別情報 

• プロセッサ、キャッシュ、メモリ、 ROM 、 ビデナのリビジョン、およびキーボードコントロー 
ラーのバージョンについての仕様情報 

[Computer Setup ] でこのシステム情報全般を表示するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] とい 
うメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f 10 キーを押して 、 [Computer Setup ] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを巧用して [File] (ファイル）一 [System 
Information] の順に選巧し、 enter キーを押します。 


敦 を記： この情報への不正なアクセスを防ぐには 、 [Computer Setup ] で B に S administrator password 
( BIOS 管理をパスワード）を作成する必要があります。 


[Computer Setup] のシステム ID の使用 

[Computer Setup ] の [System ID ] (システム ID ) 機能では、 コン ピュ ーターのァセット タグおよび 
オーナー シップタグを表示または入力できます。 


載 を記： この情報への不正なアクセスを防ぐには 、 [Computer Setup ] で BIOS administrator password 
( BIOS 管理者パスワード）を作成する必要があります。 


[Computer Setup ] でこの機能を管理するには、が下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または巧起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] とい 
うメッセージが表示されている間に esc キーを押しまず。 

2. f 10 キーを押して 、 [Computer Setup ] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ）一 [System ID] 
の順に選択し、 enter キーを押します。 

4. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使巧して [Notebook asset tag] (ノートブックコ 

ンピュータ-アセットタグ）または [Notebook ownership tag] (ノートブックコンピュー 

夕-才ーナーシップタグ）を選択し、情報を入力しまず。 

5. 設定が終了したら、 enter キーを押します。 

6. 変更を保巧して [Computer Setup ] を終了ずるには、画面の左下隅にある [Save] (保存）アイコ 
ンをクリックしてから画面に表示される説明に沿って操作しまず。 

または 

矢巧キーを使用して [File] (ファイル）一 [Save Changes and Exit] (変更を保存して終了） 
の順に選択し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になりまず。 
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ウイルス対策ソフトウェアの使用 

コンピューターで電モメ ールを使用するとき、またはネットワークやインターネットにアクセスする 

ときは、コンピューターがコンピュータ-ウィルスの危險にさらされます。コンピュータ-ウィ 

ルスに感染すると、オペレーティングシステム、プログラム、ユーティリティなどが使用できなく 
なったり、正常に動作しなくなったりすることがあります。 

ウィルス対策ソフトウ I アを使用すれば、ほとんどのウィルスが検出、駆除されるとともに、通常、 
ウィルスの被害にあった箇所を修復することも巧能です。新しく発見されたウィルスからコン 
ピューターを保護するには、ウィルス対策ソフトウてアを最新の状態にしておく必要があります。 

お使いのコンピューターには、ウイルス対策ソフトウェアとして [McAfee Total Protection ] がプリイ 
ンストールまたはプリロードされています。 

ウィルス対策ソフトウェアがプリインストールされている場合は、[スタート]一[すべてのプログラ 
ム]一 [McAfee] 一 [Managing Services] (管理サービス）一 [Total Protection] (卜ータルプロテ 

クション）の順に選択します。 

ソフトウェアがプリロードされている場合は、[スタート]一[すべてのプログラム] 一 [HP Software 
Setup] ( HP ソフトウェアセットアッカの順に選巧してから、画面の説明に沿って操作して [McAfee 
Total Protection] ( McAfee 卜ータルプロテクション）ソフトウェアを起動します。 

コンピュータ-ウィルスについてさらじ詳しく調べるには、[ヘルプとサポート]の[検索]ボックスに 

「ウイルス」と入力してください。 
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ファイアウナールソフトウェアの使用 

コンピューターで電子メ ールやネットワークを使用したりインターネットにアクセスしたりする場 
合、使用しているコンピューター、使用をの個人用ファイル、および使用をに関する情報を、第云を 
が不正に取得してしまう可能性があります。プライバシを保護するため、コンピューターにプリイン 
ストールされているファイアウォールソフトウェアを使用してください。お使いのコンピューター 
には、ウィルス巧まソフトウェアとして [McAfee Total Protection] がプリインストールされています。 
インストールされているソフトウェアにアクセスするには、[スタート]一[すべてのプログラム]一 
[ McAfee ] 一 [Managing Services ] (管理サービス ） —>[Total Protection ] ( I —タルプロテクシヨ 
ン）の順に選択します。 

ファイアウォール機能によって、ネットワーク接続時の操作に関するログおよびレポートが記録さ 
れ、コンピューターでの送受信の流れが自動的に監視されます。詳しくは、ソフトウェアの製造元の 
説明書を参照してください。これらの説明書はソフトウェアに付属のディスクに収録されているか、 
またはソフトウエアの製造元の Web サイトから入手できます。 


敷； ま記： 特定の状況下では、ファイアウォールがインターネットゲームへのアクセスをブロックし 
たり、ネットワーク上のプリンターやファイルの共ちに干渉したり、許可されている電子メールの添 
付ファイルをブロックしたりすることがあります。問題を一時的に解ホするには、ファイアウナール 
を無効にして目的のタスクを実行した後で、ファイアウォールを巧度有効にします。問題を恒久的に 
ち军ホするには、必要に応じてファイアウォールを再設定したり、他の侵入検知システムのポリシーや 
設定を調整したりします。詳しくは、ネットワーク管理をまたは IT 部門に問い合わせてください。 
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緊急アツプデートのインストール 


A を意； Microsoft 社は、緊急アップデートに関する通知を配信しています。お使いのコンピューター 
をセキュリティの侵害やコンピュータ ー- ウィルスから保護するため、通知があった場合はただちに 
Microsoft 社からのすべての緊急アツプデートをインストールしてください。 


オペレーティングシステムやその他のソフトウェアに対するアップデートが、コンピューターのエ 
場出荷後にリリースされている可能性があります。すべての使用可能なアップデートが確実にコン 
ピューターにインストールされているようにするには、な下の操作を行います。 

• Windows Update を毎月実行して、 Microsoft 社が提供する最新のソフトウェアをインストール 
します。 


• アップデートがリリースされる度に、 Microso 円社の Web サイトおよび[ヘルプとサポート]の 

アップデートリンクから入手します。 
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[HP ProtectTools Security Manager ] (HP ProtectTools セ 
キュリティマネージャ）の使用（一部のモデルのみ） 

—部のモデルの コン ピューターでは 、 [HP ProtectTools Security Manager ] ソフトウェアがプリ イン 
ストールされています。 この ソフトウェアは 、 Windows の [ コント □— ルパネル ] からアクセスでき 
ます。 この ソフトウェアが提供するセキュリティ機能は、 コン ピューター本体、ネット ワ ーク、およ 
び重要なデータを不正なアクセスから保護するために役立ちます。詳しくは 、 [HP ProtectToo 间 のへ 
ルプを参照してください。 
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セキュリティロックケーブルの取り付け 


鞍を 記； セキュリティロックケーブルに抑止効まはありますが、コンピューターの誤った取り扱い 
や盜難を完全に防ぐものではありません。 

1. セキュリティロックケーブルを固定された物体に巻きつけます。 

2. 鍵り）をセキュリティロックケーブル （2) に差し込みます。 

3. セキュリティロックケーブルを コン ピューターのセキュリティロックケーブル用スロット 
(3) に差し込み、鍵を回転させてセキュリティロックケーブルを固定します。 



載を 記： セキュリティロックケーブル巧スロットの位置は、コンピューターのモデルによって異な 
ります。 


セキュリティロックケーブルの取り付け129 








12 ソフトウェアアップデート 
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トウ X アの更新 

コンピユーターに付属のソフトウエアの更新版は 、 [HP Support Assis ね nt ] ユーテイリテイを介して、 
または HP の Web サイトから入手できます。 


[HP Support Assistant ] ( i . HP の最新ソフトウェアを自動的にチェックします。このユーティリティ 
は指定した時間間隔で実行され、セキュリティの強化対策などのサポート警告の一覧、およびソフト 
ウェアやドライバーの更新（任意）を表示します。 

[スタート]一[ヘルプとサポート]一[管理]の順に選択し、画面の説明に沿って操作することで、し、つ 
でも最新ソフトウェアを調べることができます。 

HP の Web サイトには、多くのソフトウェアが SoftPaq という圧縮ファイル形まで提供されていま 
す。一部の最新 BIOS は、 ROMPaq という名前の圧縮ファイルで提供される場合があります。 

—部のダウンロード' パッケージには、このファイルのインストールやトラブルシューティングに関 
する情報が記載された Readme . txt ファイルが含まれます。 ( ROMPaq に収録されている Readme.txt 
ファイルは、英語で提供されています。） 

最新ソフトウェアは 、 Support SoftwareJ (サポートソフトウェア）ディスク（別売）から利巧する 
こともできます。このディスクには、デバイスドライバー、最新 BIOS 、 およびユーテイリテイが収 
録されています。 


Support Software ディスクを購入したり、最新/くージョンおよび今後のバージョンの両方のディスク 
を利用するための申し込みを行ったりするには、な下の操作を行います。 

1. インターネットブラウザーを開き、 httD://wWW. hD.com/iD/SUDDOrt/ を表示します。 

2. 国または地域を選択します。 

3. [ドライバ ー& ソフトウェアをダウンロードする]オプションをクリックし、お使いのコンピユー 
夕一の製品名 または製品番号を [製品名- 番号で検索]フィールドに入力します。 

4. enter キーを押します 

5. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

に upport Software 』 ディスクを使用してソフトウェアを更新するには、な下の操作を行います。 


1. 『Support Software 』 ディスクをオプティカルドライブに挿入します。 

2. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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HP の Web サイトでソフトウ X アを更新するには、な下の操作を行います。 

1. お使いのモデルのコンピューター、製品のカテゴリ、およびシリーズまたはファミリを確認しま 
す。コンピューターに現在インストールされている BIOS のバージョンを確認して、システム 
BIOS アップデートを準備します。詳しくは、 「 BIOS のバージョンの確認」を参照してくださ 
い。 

コンピューターがネットワークに接続されている場合は 、 [Software Update ] (ソフトウェアアッ 
プデート）（特にシステム BIOS アップデート）のインストールは、ネットワーク管理をに確認 
してから実行してください。 


敷を 記. コンピュータ ー- システムの BIOS は、システム ROM に格納されます。 BIOS は、才 
ペレーティングシステムを初期化し、コンピューターとハードウてアデバイスとの通信方まを 
決定し、ハードウェアデバイス間で日付と時刻などのデータを転送します。 

を記： Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制 
御機能が含まれています。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の 
設定変更などを行うときに、ユーザーのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合があり 
ます。詳しくは、[ヘルプとサポート]を参照して〈ださい。 


2. インターネットブラウザーを開き、 httD://www. hD.com/iD/suDDort/ を表示します。 

3. 国または i 也域を選択します。 

4. [ドライバー色ソフトウェアをダウンロードする]オプションをクリックし、お使いのコンピユー 
夕一の製品名 または製品番号を [製品名- 番号で検索]フイールドに入力します。 


5. enter キーを巧します 

6. 画面に表示される説明に沿って操作します。 


ソフトウェアの更新131 





BIOS の更新 

B に S を更新するには、まず現在使用している BIOS のパ'-ジョンを確認してから、新しい BIOS をダ 
ウンロ ードしてインス I -ルします。 

BIOS のバージョンの確認 

B に S バージョン情報 （ROM の日付またはシステム BIOS とも呼ばれます）を表示するには 、 fn + 
esc キーを押す （ Windows を起動している場合）力 、、 [Computer Setup ] を使巧します。 

[Computer Setup] を使用して BIOS の情報を表示するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] 
というメッセージが表示されている間に esc キーを巧します。 

2. け〇 キーを巧して 、 [Computer Setup ] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを巧用して [File] (ファイル）一 [System 
Information] (システム情報）の順に選択します。 

4. [File] メニューに戻るには、 esc キーを押します。 

5. 画面の左下隅にある [Exit] (終了）アイコンをクリックし、画面に表示される説明に沿って操作 
します。 

または 

矢印キーを巧巧して [File] 一 [Ignore Changes and Exit] (変更を無視して終了）の順に選巧 
し、 enter キーを押します。 
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BIOS アップデートのダウンロード 


A ミ主意： コン ピューターの損傷やインストールの失敗を防ぐため、 BIOS アップデートのダウンロー 
ドおよびインス トールを実行するときは必ず、 AC アダプターを使用した信頼性の高い外部電源にコ 
ン ピューターを接続してください。 コン ピューターがバッテリ電源で動作しているとき、別売のドッ 
キングデバイスに接続されているとき、または別売の電源に接続されているときは、 BIOS アップ 
デートをダウンロ ードまたはインストールしないでください。ダウンロ ードおよびインストール時 
は、な下の点じを意してください。 

電源コンセントからコンピューターの電源コードを巧いて外部からの電源供給を遮断することはお 
止めください。 

コンピューターをシャットダウンしたり、スリープやハイバネーシヨンを開始したりしないでくださ 
い。 

デバイスを着脱することや、ケーブルまたはコードを接続したり取り外したりすることはお止めくだ 
さし、。 


BIOS アップデートをダウンロードするには、な下の操作を行います。 


鞍を 記： BIOS アップデートは必要に応じてリリースされます。お使いのコンピューター巧に BIOS 
アップデートが準備されていない場合もあります。 HP の Web サイトをを期的にチェックして、 
BIOS アップデートがあるかどうかを確認することをおすすめします。 


1. インターネットブラウザーを開き、 httD :// www . hD . com / iD / suDDort / を表示して、国または地域を 
選択します。 

2. [ドライバー色ソフトウェアをダウンロードする]オプションをクリックし、お使いのコンピュー 
夕一の製品名 または製品番号を [製品名 ■番号で検索] フィールドに入力して、 enter キーを押しま 
す。 

3. -覧に表示されたモデルから特定の製品をクリックします。 

4. お使いのオペレーティングシステムをクリックします。 

5. 画面の説明に沿って、ダウンロードする BIOS アップデートにアクセスします。ダウンロードの 
日付や名前、またはその化のファイルを識別するための情報をメモしておきます。後で、ハード 
ドライブにダウンロードしたアップデートを探すときにこの情報が必要になる場合があります。 

6. ダウンロードエリアで、な下の操作を行います。 

a. お使いの コン ピューターに現在イ ンス トールされている BIOS の/くージョ ン よりも新しい 
BIOS を確認します。 

b . 画面の説明に沿って操作し、選巧したバージョンをハードドライブにダウンロードします。 

BIOS アップデートをダウンロードする場所へのパスをメモします。このパスは、アップ 
デートをインストールするときに必要です。 


腎 を記： コンピユーターをネットワークに接続している場合は、 [Software Update] (ソフトウエア 
アップデート）（特にシステム BIOS アップデート）のインス!ルは、ネットワーク管理をに確認し 
てから実行して〈ださい。 
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ダウンロードした BIOS によってインストール手順が異なります。ダウンロードが完了した後、画面 
に表示される説明に沿って操作します。説明が表示されない場合は、な下の操作を行います。 

1. [スタ ート ] 一 [コン ピュ ー タ ー ] の 順に選択して 、 Windows の[エクス プロ ーラー ] を開きます。 

2. ハードドライブをダブルクリックします。通常は、口ーカルディスク（じ）を指定します。 

3. BIOS アップデートをダウンロードした時のメモを参照するなどして、ハードドライブ上のアッ 
プデートファイルが保巧されているフオルダーを開きます。 

4. 拡張子が. exe であるファイル （ filename . exe など）をダブルクリックします。 

BIOS のインストールが開始されます。 


野を 記： Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制 
御機能が含まれています。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の 
設定変更などを行うときに、ユーザーのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合があり 
ます。詳しくは、[ヘルプとサポート]を参照してください。 


5. 画面の説明に沿って操作し、インストールを完了します。 


腎 を記. インストールが成功したことを示すメッセージが画面に表示されたら、ダウンロードした 
ファイルをハードドライブから削除できます。 
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プログラムおよびドライバーの更新 

1. インターネットブラウザーを開き、 httD://www.hD.com/iD/suDDort/ を表示して、国または地域を 
選択します。 

2. [ドライバー色ソフトウェアをダウンロードする]オプションをクリックし、お使いのコンピュー 
夕一の製品名 または製品番号を [製品名 ■番号で検索] フィールドに入力して、 enter キーを押しま 
す。 

または 

特定の SoftPaq が必要な場合は、画面の右上隅にある[検索]フィールドに SoftPaq 番号を入力し 
ます。次に、 enter キーを押し、画面の説明に沿って操作します。手順6に進んでください。 

3. —覧に表示されたモデルから特定の製品をクリックします。 

4. お使いのオペレーティングシステムをクリックします。 

5. アップデートの一覧が表示されたら、アップデートをクリックして追加の情報を含むウィンドウ 
を開きます。 

6. [ダウンロードを開始する]をクリックします。 

7. ファイルをダウンロードしないで更新されたソフトウェアをインストールするには、[実行]をク 
リックします。 

または 

コンピューターにファイルを保存するには、[保存]をクリックします。メッセージが表示された 
ら、ハードドライブ上のファイルを保存する場所を選巧します。 

ファイルをダウンロードしたら、ファイルを保巧したフナルダーに移動し、ファイルをダブルク 
リックしてアップデートをインストールします。 

8. インストールが完了した後に、コンピューターの再起動をホめるメッセージが表示された場合 
は、コンピューターを再起動します。 
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13 バックアップおよび復元 


情報を保護するには、 Windows の[バックアップと復元]を使用して、個々のファイルやフォルダーを 
バックアップしたり、ハードドライブ全体をバックアップしたり（一部のモデルのみ）、システム修 
復ディスクを作成したり（一部のモデルのみ）、システムの復元ポイントを作成したりします。シス 
テムに障害が発生した場合は、バックアップファイルを使巧して、コンピューターの内容を復元で 
きます。 

Windows の[バックアップと復元]には、な下のオプションが巧意されています。 

• システム修復ディスクの作成（一部のモデルのみ） 

• 個々のファイルやフォルダーのバックアップ 

• システムイメージの作成（一部のモデルのみ） 

• 自動バックアップのスケジュールの設定（一部のモデルのみ） 

• システムの復元ポイントの作成 

• 個々のファイルの復元 

• な前の状態へのコンピューターの復元 

• リカバリツールによる情報の復元 

W を記:一 詳しい手順については、[ヘルプとサポート]でこれらの項目を参照して〈ださい。 

を記： システムが不安定な場合に備え、復元の手順を印刷し、後で利用できるように保管しておく 
ことをおすすめします。 
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情報のバックアップ 

障害が発生した後にシステムの復元を実行すると、最後にバックアップを行ったときの状態が復元さ 
れます。ソフトウェアのセットアップが終了したら、すぐにシステム修復ディスク（一部のモデルの 
み）およびネ刀期バックアップを作成してください。その後も、新しいソフトウェアやデータファイ 
ルの追加に応じて定期的にシステムをバックアップし、適切な新しいバックアップを作成しておくよ 
うにしてください。システム修復ディスク（一部のモデルのみ）は、システムが不安をになった場 
合、またはシステムに障害が発生した場合に、コンピューターを起動（ブート）し、オペレーティング 
システムとソフトウェアを修復するために使巧します。システムに障害が発生した場合は、初期バッ 
クアップおよびその後のバックアップを巧巧してデータおよび設定を復元できます。 

情報は、別売の外付けハードドライブ、ネットワークドライブ、またはディスクにバックアップで 
きます。 

バックアップを行う場合は、な下の点にを意してください。 

• 個人巧ファイルをドキュメントライブラリに保存して、定期的にバックアップします。 

• 関連付けられたプログラムに保存されているテンプレートをバックアップします。 

• カスタマイズされているウィンドウ、ツールバー、またはメニューバーの設定のスクリーン 
ショットを撮って保巧します。設ををリセットする必要がある場合、画面のコピーを保存してお 
くと時間を節約できます。 

スクリーンショットを作成するには、な下の操作を行います。 

1. 保存する画面を表示します。 

2. 表示されている画面を、クリップボードに画像としてコピーします。 

アクティブなウィンドウのみをコピーするには 、 alt + fn + prt sc キーを押します。 

画面全体をコピーするには 、 fn + prt sc キーを巧します。 

3. ワープロ文書などを開き、[編集]一[貼り付け]の順に選択します。 

画面のイメージが文書に追加されます。 

4. 文書を保存します。 

• ディスクにバックアップする場合は、な下の種類の別売のディスクを使用できます。 CD - R . CD - 
RW . DVD + R 、 DVD+R 口層記録 ( DL ) 対応）、 DVD - R 、 DVD-R 口層記録 ( DL ) 対応 )、およ 
び DVD ± RW 。 使用するディスクはコンピューターに取り付けられているオプティカルドライ 
ブの種類によつて異なります。 


鞍 を記： DVD および2層記録 ( DL ) 対応 DVD を使用すると、 CD より保をできる情報量が増え 
るため、バックアップに必要なリカバリディスクの数が少なくなります。 


• ディスクにバックアップする場合は、各ディスクに番号をイ寸けてからコンピューターのオプティ 

カルドライブに挿入します。 

[バックアップと復元]を巧巧してバックアツプを作成するには、 W 下の操作を行います。 


m を記： お使いのコンピューターが外部電源に接続されていることを確認してから、バックアップ処 
理を開始してください。 
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を記； ファイルのサイズやコンピューターの処理速度に応じて、バックアップ処理には1時間な上 
かかることがあります。 


1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[メンテナンス]ーレ《ックアップと復元]の順に選択しま 
す。 

2. 画面に表示される説明に沿って、バックアップをセットアップするか、システムイメージ （一 
部のモデルのみ）を作成するか、またはシステム修復ディスク（一部のモデルのみ）を作成しま 
す。 


鞍を 記： Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制 
御機能が含まれています。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の 
設定を更などを行うときに、ューザーのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合があり 
ます。詳しくは、 f ヘルプとサポート]を参照してくださし、。 
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復元の実行 

お使いのコンピューターには、システムの障害やシステムが不ま定な場合に備え、ファイルを復元す 
るな下のツールが巧意されています。 

• Windows リカバリツール： Windows の[バックアップと復对を使用して、な前バックアップを 
行った情報を復元できます。また、 Windows の[スタートアップ修復]を使巧して、 Windows 
が正常に起動できなくなる可能性のある問題を修復できます。 

• 門1 リカバリツール： 鬥1 リカバリツールを使用して、ネ刀期状態のハードドライブのイメージ 
を復元できます。このイメ ージには、工場出荷時にインストールされていた Windows オペレー 
ティング システムおよびソフトウェアプログラムが含まれます。 


載を 記： コンピューターを起動できず、な前に作成したシステム修復ディスク（一部のモデルのみ） 
を使用できない場合は、 Windows 7オペレーティングシステムの DVD を購入してコンピューター 
を再起動し、オペレーティングシステムを修復する必要があります。詳しくは、このガイドの「別 
売の Windows 7オペレーティングシステム DVD を使用した情報の復元」の項目を参照してくださ 
い。 


Windows リカバリツールの使用 

な前バックアップした情報を復元するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[メンテナンス]一[バックアップと復元]の順に選巧しま 
す。 

2. 画面に表示される説明に沿って、システム設定、コンピューター全体（一部のモデルのみ）、ま 
たはファイルを復元します。 


野を 記： Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制御機 
能が含まれています。ソフトウエアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の設定変更な 
どを行うときに、ユーザーのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合があります。詳しく 
は、 [ヘルプと サポート]を参照してください。 


[スタートアップ修復]を巧巧して情報を復元するには、な下の操作を行います。 
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A を意： [スタートアップ修復]を使用した場合、ハードドライブの内容が完全に消去され、ハードド 
ライブが再フォーマットされます。コンピューター上に作成したすべてのファイルおよびインス 
卜ールしたすべてのソフトウェアが完全に削除されます。再フォーマットが完了すると、復元に使用 
されるバックアップから、オペレーテイングシステム、ドライバー、ソフトウェア、ユーティリテイ 
が復元されます。 


1. 可能であれば、すべての個人ファイルをバックアップします。 

2. 可能であれば、 Windows のパーティシヨンと HP 復元用パーティシヨンがあることを確認しま 
す。 

Windows パーティシヨンがあることを確認するには、[スタート]一[コンピユータ- ] の順に 

選択します。 

HP 復元用パーティシヨンのち無を確認するには、に夕ート]を選択し、[コンピユータ- ] を 

ちクリックして[管理]一[ディスクの管理]の順にクリックします。 


腎 を記： Windows パーティシヨンと HP 復元巧パーティシヨンが一覧に表示されない場合は、 
Windows 7オペレーティングシステムの DVD および 『Driver Recovery 』 （ドライバーリカバ 
リ）ディスク（両方とも別売）を使巧して、オペレーティングシステムおよびプログラムを復 
元する必要があります。詳しくは、このガイドの「別売の Windows 7オペレーティングシステ 
ム DVD を使用した情報の復元」の項目を参照してください。 


3. Windows パーテイションと HP 復元用パーテイションが一覧に表示される場合は、コンピユー 
夕一をち起動してから、 Windows オペ レーテ イング システムが口ードされる前に f 8 キーを押し 
ます。 

4. [詳細ブート オプション] 画面で、矢印キーを 巧 巧して [Repair your computer ] (コン ピユー 
夕—の修復）を選巧し、 enter キーを押します。 

5. 画面に表示される説明に沿って操作します。 


鞍 注記 . Windows ツー ルを使用した情報の復元について詳しくは、 [ヘルプと サポ ート] でこれらの項 
目を参照してください。 


f 11 キーによるハードドライブの復元 


A を意： f 11 を使用した場合、ハードドライブの内容が完全に消去され、ハードドライブが再フォー 
マツ トされます。 コン ピューター上に作成したすべてのファイルおよびインス I ルしたすべての 
ソフトウェアが完全に削除されます。 f 11 キーのリカバリツールを使用すると、工場出荷時にインス 
I ルされていたオペレーティングシステム、 HP プログラム、およびドライバーが巧インストール 
されます。工場出荷時にインストールされていなかったソフトウェアは、再インストールする必要が 
あります。 


f 11 を使用してネ刀期状態のハードドライブのイメージを復元するには、な下の操作を行います。 

1. 可能であれば、すべての個人ファイルをバックアップします。 

2. 可能であれば、 HP 復元用パーティシヨンがあることを確認します。[スタート]を選択し、[コン 
ピュータ—— ] をちクリックして[管理]一[ディスクの管理]の順にクリックします。 


野 を記： HP 復元巧パーティシヨンが一覧に表示されない場合は 、 Windows 7オペレーティング 
システムの DVD および 『Driver Recovery J 1 (ドライバーリカバリ）ディスク（両方とも別売） 
を使用して、オペレーティングシステムおよびプログラムを復元する必要があります。詳しく 
は、このガイドの「別売の Windows 7オペレーティングシステム DVD を使用した情報の復元」 
の項目を参照してください。 
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3. HP 復元巧パーティシヨンが一覧に表示される場合は、コンピューターを再起動してから、画面 
の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメッセージが表示されている間に esc 
キーを押します。 

4. 鬥1 キーを巧して、 HP 復元巧メニューを起動します。 

5. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

別売の Windows 7オペレーティングシステム DVD を使用した情報の復元 

コンピューターを起動できず、な前に作成したシステム修復ディスク（一部のモデルのみ）を使巧で 
きない場合は 、 Windows 7オペレーティングシステムの DVD を購入してコンピューターを巧起動 
し、オペレーティングシステムを修復する必要があります。最新のバックアップ（ディスクか外付 
けドライブに保存されているもの）が手元にあることを確認して〈ださし 、。 Windows 7ナペレーティ 
ングシステムの DVD を購入するには、 httD :// www . hD . com / iD / にアクセスしてお巧いのコンピュー 
夕一についての情報を確認してください。また、電話でお問い合わせになる場合は、製品に付属の 
『サービスおよびサポートを受けるには J を参照してください。日本な外の国や地域については、製 
品にイ寸属の冊モ 『Worldwide Telephone Ambers 』 （英語版）を参照してください。 


A を意 ： Windows 7オペレーティングシステムの DVD を使用した場合、ハードドライブの内容が 
完全に消去され、ハードドライブが巧フォーマットされます。コンピューター上に作成したすべての 
ファイルおよびインストールしたすべてのソフトウてアが完全に削除されます。再フォーマットが 
完了すると、オペレーシングシステム、ドライバー、ソフトウェア、ユーティリテイが復元されま 
す。 


Windows 7オペレーティングシステムの DVD を使巧して復元を開始するには、な下の操作を行い 
ます。 


野 を記： この処理には数分かかる場合があります。 

1. 可能であれば、すべての個人ファイルをバックアップします。 

2. コンピューターを巧起動した後、 Windows オペレーティングシステムが口ードされる前に、 
Windows 7オペレーティングシステムの DVD をオプティカルドライブに挿入します。 

3. 指示が表示されたら、任意のキーボードキーを押します。 

4. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

5. [次へ] をクリックします。 

6. [コン ピューターの修復]を選巧します。 

7. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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14 Computer Setup 


Computer Setup ] の開始 

[Computer Setup ] は、プリインス！ルされた ROM ベースのユーティリティで、オペレーティング 
システムが動作しない場合や口ードしない場合にも巧巧できます。 


を を記： このガイドに記載されている [Computer Se 山 p ] の一部のメニュー項目は、お使いのコン 
ピューターでは使用できない場合があります。 

を記： [Computer Setup ] では、 USB レガシーサポート機能が有効な場合にのみ、 USB コネクタに 
接続された外付けキーボードまたはマウスを巧巧できます。 


[Computer Setup ] を開始するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] とい 
うメツセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f 10 キーを押して、 [Computer Setup ] を起動します。 


Computer Setup ] の使用 

Computer Setup ] での移動および選択 

[Computer Setup ] の情報および設定は、 [ File ] (ファイル）、 [ Security ] (セキュリティ）、および [System 
Configuration ] (システムコンフィギュレーシヨン）のメニューからアクセスできます。 

[Computer Setup ] で移動および選択するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] とい 
うメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

• メニューまたはメニュー項目を選択するには、ポインティングデバイスを使用して項目を 
クリックするか、キーボードのタブキーや矢印キーを使巧して項目を移動してから enter 
キーを押します。 

• 画面を上下にスクロールするには、ポインティングデバイスを使巧して画面のち側にある 
上向き矢印または下向き矢印をクリックするか、キーボードの上向き矢印キーまたは下向き 
矢印キーを使用します。 

• 開いているダイアログボックスを閉じて [Computer Setup ] のメイン画面に戻るには、 esc 
キーを押し、画面の説明に沿って操作します。 
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m ま記 ： [Computer Setup ] で項目間を移動したり項目を選択したりずるには、ポインティング 
デバイス（タッチパッド、ポインティングスティック、または USB マウス）またはキーボード 
を使用します。 

2. f 10 キーを押して、に omputer Setup ] を起動しまず。 

3. [ File ]、[ Security ]、 または [System Configuration ] メニューを選択します。 

[Computer Setup ] のメニューを終了するには、1^^下のどれかの方法を選択しまず。 

• 変更を保存しないでに omputer Setup ] メニューを終了するには、画面の左下隅にある [ Exit ] (終 
了）アイコンをクリックし、画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

タブ年一および矢印キーを使用して [ File ] 一 [Ignore Changes and Exit ] (変更を無視して終 
了）の順に選択し、 enter キーを押しまず。 

または 

• 変更を保存してに omputer Setup ] メニューを終了するには、画面の左下隅にある [ Save ] (保存） 
アイコンをクリックしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

タブキーおよび矢印キーを使巧して [ File ] 一 [Save Changes and Exit ] (変更を保巧して終 
了）の順に選択し、 enter 年一を押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

[Computer Setup ] の工場出荷時設定の復元 

m 弱打_ 初期設定を復元しても、ハードドライブのモードには影響ありません。 

[Computer Setup ] のすベての設定を工場出荷時の設定に戻すには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] とい 
うメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. け〇 キーを巧して 、 [Computer Setup ] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを巧用して [ File ] 一 [Restore defaults ] (初期設定じ 
設定）の順に選択します。 

4. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

5. 変更を保存して終了するには、画面の左下隅にある [ Save ] (保存）アイコンをクリックし、画 
面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使巧して [ File ] (ファイル）一 [Save Changes and Exit ] (変更を保巧して終了） 
の順に選巧し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

腎 を南^~ 上記の手順で工場出荷時の設定を復元しても、パスワードおよびセキュリティの設定は変更 

されません。 
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[Computer Setup ] のメニュ ー 

このセクションのメニューの表(こ 、 [Computer Setup ] のオプションの概要を示します。 


鞍を 記： この章に記載されている [Computer Setup ] の一部のメニュー項目は、お使いのコンピュ 
夕一では使用できない場合があります。 


[ File ] (ファイル）メニュ 


項目 

設定内容 

System Information (システム情報） 

• コンピューターおよびバッテリについての識別情報を 
表示します 

• プロセッサ、キャッシュサイズおよびメモリサイズ、 

システム ROM、 ビデオのリビジョン、キーボードコン 
トローラーのバージョンについての仕様情報を表示し 
ます 

Set System Date and Time (システムの日付および時刻の 
設定） 

コンピューターの日付と時刻を設定したり変更したりします 

System Diagnostics (システム診断） 

下の情報が含まれています 

• System Information (システム情報） 

。 コンピューターおよびバッテリについての識別情 

報 

。 プロセッサ、キャッシュサイズおよびメモリサイ 

ズ、システム ROM、 ビデオのリビジョン、キーボー 
ドコントローラーの/くージョンについての仕様情 
報 

• Start-up Test (起動テスト）：コンピューターを起動す 
るために必要なシステムコンポーネントを確認します 

• Run-In Test (実行時テスト）：システムメモリの包括 
的なチェックを実行します 

• Hard Disk Test (ハードドライブテスト）：システム巧 
の任意のハードドライブに対する包括的な自己診断テ 
ストを実行します 

• Memory Test (メモリテスト）：コンピューターに取り 
付けられているメモリの包括的なテストを実行します 

• Battery Test (パ'ッテリテスト）：コンピューターに取 
り付けられているバッテリの包括的なテストを実行し 
ます 

• Error Log (エラーログ）：エラーが発生した場合にログ 
ファイルを表示します 

Restore defaults (初期設定に復元） 

[Computer Setup] の設定を工場出荷時の設定に戻します（エ 
場出荷時の設定を復元しても、ハードドライブモード、パス 
ワード設定、およびセキュリティの設定は変更されません） 

Reset BIOS security to factory default (BIOS セキュリティ 
を工場出荷時の設定に戻す） 

BIOS セキュリティを工場出荷時の設をに戻します 
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項目 

設定内容 

Ignore Changes and Exit (設定を変更しないで終了） 

そのセッシヨンで行った変更をキャンセルします。次に 
に omputer Setup ] を終了してコンピューターを巧起動します 

Save Changes and Exit (変更を保存して終了） 

そのセッシヨンで行った変更を保存します。次に [Computer 

Se 山 P ] を終了してコンピューターを再起動します。変更した 
内容は、次回コンピューターを起動したときにち効になりま 
す 

[ Security ] (セキュリティ）メニュー 

寶を 記： ここに示す メニ ュー項目によっては、お使いの コン ピューターでサポートされていない場合 
があります。 


項目 

設定内容 

Setup BIOS Administrator Password (BIOS 管理者パスワー 
ドの設定） 

BIOS 管理をパスワードを設をします 

[User Management ] (ユーザー管理 ） -^[Create New BIOS 
User Account ] ( BIOS ユーザーアカウントの新規作成） 

( BIOS 管理者パスワードが必要） 

• BIOS ユーザーを一覧から選択します 

• [HP P の tectTools ] ューザーを一覧から選キ尺します 

Password Policy (パスワードポリシー） （ BIOS 管理者パス 
ワードが必要） 

パスワードポリシーの基準を修正します 

HP SpareKey (HP スぺアキー） 

[HP SpareKey ] を有効/無効にします（初期設定でち効に設定 
されています） 

Always Prompt for HP SpareKey Enrollment ([HP 
SpareKey ] への登録の確認を常に表示） 

[HP SpareKey Enrollment ] を有効/無効にします（初期設定 
でち効に設定されています） 

Fingerprint Reset on Reboot (If Present ) (再起動時に指紋 
認証をリセット（存在する場合）） 

指紋認証システムのオーナシップをリセット/消去します（一 
部のモデルのみ。初期設定で無効に設定されています） 

Change Password (パスワードの変更） 

BIOS 管理をパスワードを入力、変更、または削除します 

HP SpareKey Enrollment ([HP SpareKey ] の登録） 

パスワードを忘れてしまった場合に使用する、セキュリティ 
に関する質問と回答の組み合わせである [HP SpareKey ] を 
登録またはリセットします 

[Anti Theft ] (盗難防止）一 [ AT - p ] 

盗難防止のための保護 ( Anti-Theft Protection ) をち効/無効 
にします 

DriveLock Password (DriveLock パスワード） 

• システム内のハードドライブの DriveLock (ドライブ 

ロック）をち効/無効にします（初期設定でち効に設定 
されています） 


• DriveLock の user password (ユーザーパスワード） 
または master password (マスターパスワード）を変 
更します 


を記： コンピューターを再起動するのではなく、電源を入 
れてに omputer Set 叩]を開いた場合にのみ、 DriveLock の設 
定値にアクセスできます 

Automatic DriveLock (自動 DriveLock ) 

自動 DriveLock のサポートをち効/無効にします 
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項目 設定内容 


TPM Embedded Security (TPM 内蔵セキュリティ） TPM (Trusted Platform Module (トラステッドプラット 

フォームモジュール））内蔵セキュリティのサポートをち 
効/無効にして、 [HP Embedded Security for ProtectTools] 
の所有を機能への不正なアクセスからコンピューターを保 
護します。詳しくは、 [HP P の tectTools] ソフトウエアのへル 
プを参照してください 

注記： この設定を変更するにはセツトアップパスワード 
が必要です 


Disk Sanitizer (ディスククリーナ ー) メインハードドライブまたはアップグレードベイ内のド 

ライブにあるすベてのデータを消去するディスククリー 
ナーを実行します 


注意： ディスククリーナーを実行すると、選キ尺したドラ 
イブのデータは完全に消去されます 


System IDs (システム ID) 

コンピューターの、ユーザー定義のアセットタグおよび 
オーナーシップタグを入力します 

[System Configuration ] (システム 

コンフイギユレーシヨン）メニユー 

敷を 記： このセクションに記載されているメニュー項目の一部は、お使いのコンピューターではサ 
ポートされない場合があります。 


項目 

設定内容 

Language k 吕-語） 

[Computer Setup] の使用言語を変更します 


Boot Options けートオプション） 

• 

[Startup Menu] (起動メニュ ー） の遅延を砂単位で設定 
します 


• 

[MultiBoot Express Popup Delay] CMultiboot Express 
ポップアップの遅延）を秒単位で設定します 


• 

[Custom Logo] (カスタムロゴ）をち効/無効にします 
(初期設定で無効に設定されています） 


• 

[Display Diagnostic URL] (診断 URL の表示）を有効/無 
効にします（初期設定でち効に設定されています） 


• 

[CD-ROM boot] に D-ROM ブート）を有効/無効にしま 
す（初期設定で有効に設定されています） 


« 

[SD Card boot] (SD 力ードブート）をち効/無効にし 
ます（初期設定でち効に設定されています） 


翁 

[Floppy boot] (フ□ッピーディスクブート）を有効/無 
効にします（初期設定でち効に設定されています） 


• 

[PXE Internal N に boot] (PXE 内蔵 N にブート）をち 
効/無効にします（初期設定でち効に設定されています） 


• 

[UEFI Boot Mode] CUEFI (Unified Extensible Firmware 
Interface) ブートモード）を有効/無効にします（初期 
設定で無効に設定されています） 


• 

レガシーブート順序を設定します 
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項目 設定内容 


Device Configurations (デバイス構成） • [USB legacy support ] (USB レガシーサポート）をち 

効/無効にします（初期設定で有効に設定されています）。 
[USB legacy support ] をち効にすると、下のことが可 
能になります 

。 Windows オペレーティングシステムが実行され 
ていなくても、 USB 対応キーボードを [Computer 
Setup ] で使用できます 

。 コンピューターの USB コネクタに接綿されている 
ハードドライブ、フロッピーディスクドライブ、 
およびオプティカルドライブを含めた、ブート可 
能な USB デバイスからコンピューターを起動でき 
ます 

• 外部電源使巧時のシステムのファンを有効/無効にしま 
す（初期設定で無効に設定されています） 

• [Data Execution Prevention ] (データ実巧防止設定）を 
ち効/無効にします（一部のモデルのみ）。実行時防止設 
定を有効にすると、一部のウィルスのコード実行をプロ 
セッサによって無効にでき、コンピューターの安全性が 
向上します（初期設定で無効に設定されています） 

• SATA (Serial Advanced Technology Attachment ) 了/、 
イスモードを選択します。レ: I 下のオプションがありま 
す 

。 AHCI (Advanced Host Controller Interface ) 

。 IDE (Integrated Drive Electronics ) 

。 RAID (Redundant Array of Independent Disks ) 
(一部のモデルのみ） 
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項目 


設定内容 



を記： 上記のオプションを利巧できるかどうかは、コ 
ンピューターのモデルに よって 異なります 

• 

[Secondary Battery Fast Charge] (セカンダリバッテ 
リの高ま巧電）を有効/無効にします（初期設をで有効に 
誤をされています） 

• 

[HP QuickLook] をち効/無効にします（初期設定でち効に 
設定されています） 

• 

[HP QuickLook] のブー トで [HP QuickLook] のブー ト前 
認証を有効/無効にします（初期設定で有効に設定されて 
います） 

• 

[HP QuickWeb] をち効/無効にします（初期設定でち効に 
設定されています） 

• 

[HP QuickWeb] の書き込み保護を有効/無効にします（初 
期設定で無効に設定されています） 

• 

[Virtualization Technology] (仮想化テクノロジ）を有効/ 
無効にします（一部のモデルのみ。初期設定で無効に設 
定されています） 

• 

TXT (インテル⑥トラステッド-エグゼキューション- 
テクノロジー）をち効/無効にします（一部のモデルの 
み。初期設定で無効に設定されています） 


[Multi Core CPU] (マルチコア CPU) をち効/無効にし 
ます（初期設定でち効に設定されています） 

• 

[Intel ⑥ HT Technology] (インテル HT テク ノ ロジ ー） 

をち効/無効にします（初期設定でち効に設定されていま 
す） 

• 

[Wake on USB] (ウェイクオン USB) をち効/無効にし 
ます（初期設定でち効に設定されています） 

• 

ブート時の Num Lock のが態をち効/無効にします（初 
期設定で無効に設定されています） 
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項目 


設定内容 


Built-In Device Options (内蔵デバイスオプション） • [Wireless Button State] (無線ボタン状態）をち効/無効 

にします（初期設定でち効に設定されています） 

• [Embedded WWAN Device Radio] (内蔵無線 WAN デ 
バイスの無線）を有効/無効にします（一部のモデルの 
み。初期設定でち効に設定されています） 

• [Embedded WWAN Device Radio] (内蔵無線 LAN デバ 
イスの無線）をち効/無効にします（一部のモデルのみ。 
初期設をで有効に設定されています） 

• [Embedded Bluetooth device radio] (内蔵 Bluetooth テ 
バイスの無線）をち効/無効にします（初期設定で有効に 
設定されています） 


• ネットワークインターフェイスコントローラーを 有 
効/無効にします（初期設定で有効に設定されています) 


• [LAN/WLAN Switching] (LAN/ 無線 LAN の切り替え）を 
ち効/無効にします（初期設定で無効に設定されていま 
す） 

• [Wake on LAN] (ウェイクオン LAN) の状態を設定し 
ます。お下のオプションがあります 

。 Disabled (無効） 

。 Boot to Network (ネットワークからのブート） 

。 Follow Boot Order (ブート順序に従う） 

• 周辺光センサーを有効/無効にします 

• [Fingerprint Device] (指紋認証デバイス）をち効/無効に 
します（初期設定でち効に設定されています） 

• 内蔵カメラをち効/無効にします（初期設定でち効に設定 
されています） 

• [Power Monitor Circuit] (電源モニター回路）を有効/無 
効にします（初期設定で有効に設定されています） 

• オーディオデバイスを有効/無効にします（初期設定で 
有効に設定されています） 

• [Modem Device] (モデムデバイス）をち効/無効にしま 
す（初期設定でち効に設定されています） 

• マイクをち効/無効にします（初期設定で有効に設定され 
ています） 

• 内蔵スピーカーを有効/無効にします（初期設定で有効に 
設定されています） 
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項目 設定内容 


Port Options (ポートオプション） を記： すべてのポートオプションが初期設定でち効に設定 

されています 

• [Flash Media Reader ] (フラッシュメディアリー 
ダー） をち効/無効にします 

の [USB Port ] ( USB ポート）を有効/無効にします 

を意 ： [USB Port ] を無効にすると、ァド'バンストポー 
トリプリケータのマルチベイデバイスおよび 
ExpressCard デバイスも無効になります 

• [1394 Port ] (1394 ポート）をち効/無効にします 

• [ExpressCard Slot ] (ExpressCard スロット）をち効/無 
効にします 

• スマートカードスロットを有効/無効にします 

• [eSATA Port ] ( eSATA ポート）をち効/無効にします 


AMT Options ( AMT オプション） を記： すべての AMT オプションが初期設定で無効に設定さ 

れています 

• [Firmware Verbosity ] (ファームウエアの詳細）をち効/ 
無効にします 

a [AMT Setup Prompt ( Ctrl - P )] (AMT セットアップのプ 
ロンプト （ Ctrl - P )) を有効/無効にします 

• USB キー機能のサポートを有効/無効にします 

• [Unconfigure AMT on next boot ] (次回ブート時に AMT 
を設定解除）をち効/無効にします 

• [Terminal Emulation Mode ] (夕ーミナルエミユレー 
ション モード）を Ja 下から選択します 

。 ANSI 

。 VT 100 

• [Firmware Progress Event S 叩 port ] (ファームウエア 進 
巧イベントサポート）を有効/無効にします 


• [Initiate Intel CIRA ] (インテル CIRA の実行）をち効/無 
効にします 


Set Security Level (セキュリティレベルの設定） 

すべての BIOS メニュー項目のセキュリティレベルを変更 
するか、表示または非表示にします 

Restore Security Defaults (セキュリティ初期設定の復元） 

セキュリティの初期設をを復元します 
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15 マルチブート 


ブートデバイスの順序について 

お使いのコンピューターを起動するとき、システムは有効なブートデバイスからブートします。マ 
ルチブートューティリティ（出荷時設をで有効に設定されています）を使用すると、システムによ 
るブートデバイスの選が順序を制御できます。ブートデバイスには、オプティカルドライブ、フ 
ロッピーディスクドライブ、ネットワークインターフェイスカード （ N に）、ハードドライブ 、 USB 
ドライブなどを含めることができます。ブートデバイスには、コンピューターの起動や適切な動作 
に必要となる、ブート可能なメディアやファイルが含まれます。 


腎 を記： 一部のブートデバイスは、ブート順巧に音める前に [ Comp 山 er Setup ] で有効に設定して 
おく必要があります。 


工場出荷時の設定では、コンピューターは、有効なブートデバイスおよびドライブベイをな下のよ 
うな順序で検索してブートデバイスを選がします。 


腎 を記： ブートデバイスおよびドライブベイの一部は、おほいの コン ピューターでサポートされて 
いない場合があります。 


• ノートブックマルチベイ 

• 内蔵ハードドライブ 

• USB フロッピーディスクドライブ 

• USB CD-ROM 

• USB ハードドライブ 

• ノートブック Ethernet (イーサネット） 

• SD (Secure Digital ) メモリーカード 

• ドッキング ステー シヨンのマルチベイ 

• 外イ寸け SATA ドライブ 


[Computer Se 山 p ] でブート順序を変更すれば、ブートデバイスの検索順序を変更できます。画面の 
下に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメッセージが表示されている間に esc キーを押 
してから、 f 9 キーを押して変更することもできます。 f 9 キーを巧すと、現在のブートデバイスを示 
すメニューが表示され、ブートデバイスの選巧が可能になります。または、 Mult 旧 oot Express を使 
用すれば、コンピューターを起動または再起動するたびにブートの場所を確認する画面が表示される 
ように設定することもできます。 

マルチブートが無効になっている場合は、 A ドライブのブートデバイスを最初に検索するように設定 
されている固をブート順巧が使巧されます。見つからない場合は、 C ドライブのブートデバイスが検 
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索されます。 A ドライブのブートデバイスは、オプティカルドライブやフロッピーディスクドラ 
イブです。 C ドライブのブートデバイスは、オプティカルドライブやハードドライブです。 

N にには、割り当てられたドライブ文字がありません。 


鞍 を記： オプティカルドライブ ( CD - ROM ドライブなど）は、ブート CD の フナーマツ トに応じて、 
A ドライブまたは C ドライブのどちらからでもブートできます。 


な下に、マルチブートが無効の場合に初期設定でドライブ名 A または C が割り当てられるブート順を 
の一 覧を示します。（実際の順序は、 コンフイ ギュ レーシヨン によって異なります。） 


• A ドライブのブートデバイスのブート順をはな下のとおりです。 

1. A ドライブとして作成されたディスクが挿入されている、別売のドッキングデバイスまた 
は別売の外付けマルチベイ内のオプティカルドライブ 

2. A ドライブとして作成されたディスクが挿入されている、内蔵マルチベイ内のオプティカル 

ドライブ（一部のモデルのみ） 

3. 別売のドッキングデバイスまたは別売の外付けマルチベイ内のフロッピーディスクドラ 
イブ 


• C ドライブのブートデバイスのブート順をはな下のとおりです。 


1. C ドライブとして作成されたディスクが挿入されている、別売のドッキングデバイスまた 
は別売の外付けマルチベイ内のオプティカルドライブ 

2. C ドライブとして作成されたディスクが挿入されている、内蔵マルチベイ内のオプティカル 
ドライブ（一部のモデルのみ） 

3. コン ピューターのハードドライブベイ内のハードドライブ 

4. 別売のドッキングデバイスまたは別売の外付けマルチベイ内のハードドライブ 


敷 を記. N ににはドライブ文字が関連付けられていないので、 N にのブート順序を変更しても他のデ 
バイスのドライブ文字に影響はありません。 
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[Computer Setup ] でのブートデバイスの有効化 

USB デバイスまたは N にデバイスをブートするには、あらかじめ [Comp 山 er Setup] でデバイスを 
ち効にしておく必要があります。 


[Computer Setup] を開始し、 USB デバイスまたは N にデバイスをブートデバイスとして有効にする 
には、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動またはち起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu] とい 
うメッセージが表示されている間に esc キーを巧します。 

2. f10 キーを押して、 [Computer Setup] を起動します。 

3. USB ドライブ内または別売のドッキングデバイス（一部のモデルのみ）に取り付けられたドラ 
イブ内のブート可能なメディアを有効じするには、ポインティングデバイスまたは矢印キーを 
使巧して [System Configuration] (システムコン フイ ギュレーシヨン）一 [Device 
Configurations] (デバイス構成）の順に選択します。 [USB legacy support] (USB レガシーサ 
ポート）の横にあるボックスにチェックが入っていることを確認します。 


教 を記： USB レガシー サポートを使用するには、 USB コネクタのオプションをち効にする必要 
があります。出荷時の設定では、有効になっています。 USB コネクタが無効になっている場合 
は、 [System Configuration] (システムコンフイ ギュ レーシヨン） 一 [Port Options] (ポート 
オプション）一 [USB Port] (USB ポート）の順に選択して、 USB コネクタをちび有効にしま 
す。 


または 

N にデバイスをち効にするには、 [System Configuration] — > [Boot Options] (ブートオプシヨ 
ン）一 [PXE Internal NIC boot] (PXE 内蔵 N にブート）の順に選択します。 

4. 変更を保巧して [Computer Se 山 P] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保存）アイコ 
ンをクリックしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使巧して [File] (ファイル）一 [Save Changes and Exit] (変更を保巧して終了） 
の順に選巧し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 


腎 を記； マルチブートを使用しないで N にを Preboot execution Environment (PXE サーバーまた 
は Remote Program Load (RPL) サーバーに接続するには、画面の下に [Press the ESC key for 
Startup Menu] というメッセージが表示されている間に esc キーを押し、次にすばやく f12 キーを巧し 
ます。 
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ブート順序の変更に関するを意 

ブート順序を変更するときには、な下の点を考慮してください。 

• ブート順序を変更した後で コン ピューターを巧起動すると、 コン ピューターは新しいブート順を 
で起動されます。 

• 複数の種類のブートデバイスがある場合、オプティカルドライブを除く同じ種類の最初のデバ 
イスを使用してブートされます。たとえば、ハードドライブが取り付けられている別売のドツキ 
ングデバイス（一部のモデルのみ）がコンピューターに接続されている場合、このハードドラ 
イブは 「 USB ハードドライブ」としてブート順序に表示されます。システムが USB ハードドラ 
イブからブートできない場合は、ハードドライブベイのハードドライブからはブートされませ 
ん。代わりに、ブート順を内で2番目の種類のデバイスからブートされます。ただし、オプティ 
カルドライブが2つあり、メディアが挿入されていないかブートディスクでないために最ネ刀の 
オプティカルドライブからブートされない場合は、2番目のオプティカルドライブからブート 
されます。 


• ブート順序を変更すると、論理ドライブ名も変更されます。たとえば、 C ドライブとして作成さ 
れたディスクが挿入されている CD - ROM ドライブから起動する場合、この CD - ROM ドライブが 
C ドライブになり、ハードドライブベイ内のハードドライブが D ドライブになります。 

• [Computer Setup ] の [ Built-In Device Options ] (内蔵デバイスオプション）メニューで N にデバ 
イスが有効に設定されている場合にのみ、 N にからコンピューターをブートできます。 N にから 
ブートしても、論理ドライブの指定には影響しません。 N ににドライブ名が関連付けられていな 
いためです。 

• 別売のドッキングデバイス（一部のモデルのみ）内のドライブのブートシーケンスは、外付け 
USB デバイスのブート順序と同様に扱われます。 
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マルチブート設定の選択 

マルチブートを使巧すると、な下のことが巧能になります。 

• [Computer Setup ] でブート順をを変更することで、コンピューターを起動するたびに使用される 
ブート順序を新しく設定する。 

• ブートデバイスを動的に選 t 尺するには、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] と 
いうメッセージが表示されている間に esc キーを巧し、次に f 9 キーを押して、ートデバイスの 
オプションメニューに入ります。 

• M 山 t 旧 oot Express を巧って巧変ブート順をを使用する。この機能によって、コンピューターの 
起動または再起動のたびにブートデバイスの確認メッセージが表示されます。 

[Computer Setup ] での新しいブート順序の設定 

[Computer Se 山 p ] を開始し、コンピューターを起動または再起動するたびに、使巧されるブートデ 
バイスの順序を設定するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] とい 
うメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. 鬥〇 キーを巧して、 [Computer Setup ] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [Legacy Boot Order] (レガシーブート 
順巧）一覧を選択し、 enter キーを巧します。 

4. デバイスのブート順巧を上げるには、ポインティングデバイスを使用して上向き矢印をクリッ 
クするか、 + キーを押します。 

または 

デバイスのブート順序を下げるには、ポインティングデバイスを使用して下向き矢印をクリッ 
クするか、 ー キーを巧します。 

5. 変更を保巧して [Computer Se 山 P ] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保存）アイコ 
ンをクリックしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使巧して [File] (ファイル）一 [Save Changes and Exit] (変更を保巧して終了） 
の順に選巧し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

巧 キーの画面を使用したブートデバイスの動的な選択 

現在の起動でブートデバイスを動的に選択するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または巧起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] 
というメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f 9 キーを押して、ブートデバイスのオプションメニューを開きます。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用してブートデバイスを選択し、 enter キーを押 
します。 
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変更はただちにち効になります。 


MultiBoot Express プロンプトの設定 

[Computer Setup ] を開始し、コンピューターを起動または再起動するたびにマルチブートの起動場所 
を指定するメニューが表示されるように設定するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] とい 
うメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f 10 キーを押して 、 [Computer Setup ] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [System Configuration] (システムコン 
フィギュレーション）一 [Boot Options] (ブートオプション）の順に選択し、 enter キーを巧 
します。 

4. [MultiBoot Express Popup Delay 口 ec)] (Multiboot Express ポップアップ遅延（秒））フィー 
ル ドで、現在のマルチブート設定が使用される前に起動場所メニューが表示される時間を秒単位 
で入力します （0 を選がすると 、 Express Boot 起動場所メニューは表示されません）。 

5. 変更を保巧して [Computer Setup ] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保存）アイコ 
ンをクリックしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して [File] (ファイル）一 [Save Changes and Exit] (変更を保巧して終了） 
の順に選択し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

MultiBoot Express 設定の入力 

起動時に [Express Boot] (高速ブート）メニューが表示された場合は、な下の操作を行います。 

• [Express Bo 刈メニューからブートデバイスを指まするには、割り当て時間巧に目的のデバイス 
を選択し、 enter キーを押します。 

• 現在のマルチブート設定が使用されないようにするには、割り当て時間が終わる前に、 enter キー 
の•外の任意のキーを押します。ブートデバイスを選択して enter キーを巧すまで、コンピュー 
夕一は起動しません。 

• 現在のマルチブート設定を使用してコンピューターを起動するには、割り当て時間が終わるまで 
何も操作を行わずに待ちます。 
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Client Management Solutions ] の使用 

[Client Management Solutions ] ソフトウェアは、ネットワーク環境にあるデスクトップコンピュー 
夕一、 ワークステーション、ノートブックコンピューター、およびタブレット PC の管理の分野で、 
業界標準仕様のソリューションを提かしています。 

Client Management の主要な機能と特長はな下のとおりです。 

• 初期のソフトウェアイメージの展開 

• リモートでのシステムソフトウェアのインス！ル 

• ソフトウてアの管理およびアップデート 

• ROM の更新 

• コンピューターの資産情報の管理機能およびセキュリティ機能（コンピューターの資産とは、取 
り付けられているハードウェアやインストールされているソフトウェアのことです） 

• -部のシステムソフトウェアおよびハードウエアコンポーネントの障害通知および復旧機能 


腎 を記： この章で説明される機能のサポートは、コンピューターの種類やインストールされている管 
理ソフトウエアのバージョンによって異なることがあります。 


ソフトウェアイメージの設定および展開 

お使いのコンピューターには、システムソフトウェアイメージがプリインストールされています。 
出荷時のソフトウェアイメージは、コンピューターの初回のセットアップ時に設をされます。ソフ 
トウェアの展開が行われた後、コンピューターは使巧可能な状態になります。 

な下のどれかの方まで、カスタマイズされたソフトウェアイメージを展開（配布）できます。 

• プリインストールされたソフトウェアイメージを展開した後、追加するアプリケーシヨンをイ 
ンス I —ルする 

• [Altiris Deployment Solutions ] などのソフトウェアの導入用ツールを使巧して、プリインストー 
ル ソフトウェアをカスタマイズされたソフトウェアイメージに置き換えて使用する 

• ディスク複製手順を使巧して、ハードドライブの内容を別のハードドライブにコピーする 

最適なコンピューター環境の構築ちまは、巧属する企業の情報は術システムインフラや作業内容に 
よって異なります。 
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鞍 を記 ： [Computer Se 山 p ] およびその他のシステム機能によって、コンフィギユレーシヨンマネジ 
メント機能、トラブルシューティング、電源管理、およびシステムソフトウェアの復元を利用でき 
ます。 


ソフトウエアの管理およびアップデート 

HP では、クライアントコンピユーター上のソフトウエアの管理およびアップデートを行うための1^^ 
下の ツールを 提供しています。 

• [HP Client Manaaer for Altiris ] (—部のモデルのみ） 


幹 を記 ： [HP Client Manager for Altiris ] をダウン ロードする場合、または [HP Client Manager 
for Altir 词の詳細を参照する場合は、 HP の Web サイト、 http :// www . hp . com / (英語サイト）にア 
クセスしてください。 


• HP CCM (HP Client Configuratin Manager ) (—部のモデルのみ） 

• HP SSM (HP System Software Manager ) 

[HP Client Manager for Altiris] (—部のモデルのみ） 

[HP Client Manager for Altiris ] は Altiris ソフトウェアに HP のインテリジェントマネジメント機能 
を統合します 。 [HP Client Manager for Altiris ] は、 HP のデバイスにな下のような優れたハードウェ 
ア管理機能を提供します。 

• 資産管理用のハードウてアインベントリの詳細表示 

• システムの状態検査の監視および診断 

• 温度異常やメモリ異常の警告など、ビジネスに重大な影響を及ぼす可能性がある事まに関する、 
Web サイトを利巧したレポート 

• システムソフトウェア（デバイスドライバーやシステム BIOS など）のリモートアップデー 
卜 


鞍 を記 ； [HP Client Manager for Altiris ] を別売の Altiris ソリユーシヨンソフトウエアとともに使巧 
すると、さらに機能が追加されます。 


クライアント コン ピユーターにインス！ルされている [HP Client Manager for Altiris ] を、 管理巧 
コン ピユーターにインス I ルされている Altiris ソリユーシヨンソフトウェアとともに巧巧すると、 
な下の IT ライフサイクル分野において、管理機能が向上し、 HP クライアントデバイスのハードウェ 
アの中央管理機能が提供されます。 

• インベントリおよび資産管理 

。 ソフトウェアライセンスの準拠 

。 コン ピユーターの管理および報告 

。 コンピユーターのリース契約情報および固定資産の管理 

• システムソフトウェアの展開および移行 
。 Windows への移行 

。 システムの展開 
。 個人設定の移行 
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• ヘルプデスクおよび問題ち串み 

。 ヘルプデスクチケットの管理 
。 リモートでのトラブルシユーティング 
。 リモートでの問題ち串み 
。 クライアントでの問題修復 

• ソフトウ王アおよび操作の管理 
。 クライアント管理の実行 

。 HP システムソフトウェアの展開 

。 アプリケーションの自己修復（アプリケーションの一部の問題を検出し、修復する機能） 

Altiris ソリユーションソフトウェアには、使いやすいソフトウェア配布機能も含まれています。 
[HP Client Manager for Altiris ] によって Altiris ソリユーシヨンソフトウェアとの通信が巧能になり 
ます。 Altiris ソリユーションソフトウェアを使巧すると、簡単なウィザードに沿って、新しいハード 
ウェアの展開や新しいオペレーティングシステムへの個人設定の移行を完了できます。 [HP Client 
Manager for Altiris ] は HP の Web サイトからダウンロードできます。 

Altiris ソリユーシヨンソフトウ ェアを [HP System Software Manager ] または [HP 口 ient Manager 
for Altir 间と組み合わせて使用すると、管理をはシステム BIOS およびデバイスドライバーのソフト 
ウェアを中央管理コンソールからアップデートすることもできます。 

HP CCM (HP Client Configuratin Manager) (— 部のモデルのみ） 

HP CCM を使巧して、オペレーティングシステム、プログラム、ソフトウェアの更新、コンテンツ、 
および構成設をなどのソフトウ: L アの管理を自動化することで、それぞれのコンピユーターが正しい 
構成で管理されます。こうした自動化された管理方まによって、常にソフトウェアを管理できます。 

HP CCM を巧巧すると、な下のタスクを実行できます。 

• 複数のプラットフォームじわたってハードウェアおよびソフトウェアインベントリを収集する 

• 配布の前にソフトウェアパッケージを準備し、影響を分析する 

• ポリシーに従い、個々のコンピユーター、ワークグループ、またはコンピユーターのグループ全 
体を巧まにして、ソフトウェアとコンテンツの展開およびメンテナンスを行う 

• 分散したコンピユーター上にあるオペレーティングシステム、アプリケーシヨン、およびコン 
テンツを任意の場所からプロビジョニングして管理する 

• HP CCM をヘルプデスクやその化のシステム管理ツールと統合することによって、継続的な運 
巧を実現する 

• 利用しているすべての企業内ユーザーのために、あらゆるネットワーク上にある標準的なコン 
ピユーター機器のソフトウェアおよびコンテンツを管理するため、共通インフラをま巧する 

• 企業ニーズを満たすように規模を変更する 

HP SSM (HP System Software Manager) 

HP SSM を巧巧すると、複数のシステムにおいてシステムレベルのソフトウェアをリモートで同時 
に更新できます。クライアントコンピューター上で HP SSM を実行すると、 HP SSM はハードウェ 
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アおよびソフトウェアのバージョンを検出し、検証済みのファイルサーパ'-から指定されたソフト 
ウェアを更新します 。 HP SSM でサポートされるドライバーのバージョンは、 HP のドライバーのダ 
ウンロードサイトおよび 『Support Softwarel (サポートソフトウェア） CD に、独自のアイコンで 
示されています。 SSM ユーティリティのダウンロードまたは HP SSM について詳しくは、 HP の 
Web サイト、 htt を:// WWW. hp . com / go / ssm /. (英語サイト）を参照してください。 


160第16章 管理および印刷 



Intel Active Management Technology ( iAMT : インテルア 
クティブ■マネジメント■テクノロジー）の使用（一部のモデ 
ルのみ） 

Intel Active Management Technology (iAMT :インテルアクティブ■マネジメント■テクノロジ ー） 
を使用すると、ネットワーク接続されたコンピユーティング資産を検出、修復、および保護できま 
す。 iAMT では、電源のオンの状態でもオフの状態でも、コンピユーターを管理できます。 iAMT ソ 
リユーシヨ ンは、 vPro モバイルテクノロジーインテル Centrino ® を搭載しているコンピユーターで 
利用できます。 

iAMT には、な下の機能があります。 

• ハードウエアインベントリ情報 

• イベント通知 

• 電源の管理 

• リモートでの診断および修復 

• ハードウ王アベースの隔離および修復（ウィルスのような動作が検出された場合に、コンピユー 
夕 -- ネットワークへのアクセスを制限または切断） 

iAMT ソリユーシヨンの有効化 

iAMT の設定を行うには、な下の操作を行います。 


鞍 を記 ： Ctrl + P プロンプトは 、 [Computer Setup ] でい MT Setup Prompt ] ( AMT セットアップのプ 
ロンプト）オプションが有効になっている場合にのみ表示されます。 


1. コン ピューターの電源を入れるか、再起動します。 

2. Windows が起動する前に 、 Ctrl + P キーを巧します。 


W を記： 適切なタイミングで 加 + P キーを押さなかった場合は、 MEBx セットアップューティ 
リティにアクセスするために、手順1と2の操作をもう一度行う必要があります。 


3. ME パスワードを入力します。パスワードの工場出荷時の設定は、 admin です。 

MEBx セットアップューティリティが起動します。矢印キーを使巧して操作します。 

4. インテル ME の設定、 iAMT の設定、またはインテル ME パスワードの変更を選巧します。 

5. 必要な選択が完了したら、 [Exit] (終了）を選択して MEBx セットアップューティリティを閉 
じます。 

MEBx セットアップユーティリテイメニューの使用 


腎を 記： iAMT について詳しくは、インテルなの Web サイト httD :// www . intel . com / iD / にアクセスし、 
「 iAMT 」 で検索してください。 


インテル ME の構成 
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選択 

設を内容 

Intel ME State Control (インテル ME の状態制御） 

管理エンジンをち効/無効にします 

Intel ME Firmware Local Update (インテル ME ファーム 

ファームウ： L ア更新のローカルでの管理をち効/無効にしま 

ウェアのローカルでの更新） 

す 

LAN Controller (LAN コントローラー） 

内蔵ネットワークコントローラーを有効/無効にします 

Intel ME Features Control (インテル ME の機能制御） 

AMT を有効にするか、両方を無効にします 

Intel ME Power Control (インテル ME の電源制御） 

管理エンジンの電源ポリシーを設定します 


iAMT の設定 


選択 

設定内容 

Host Name (ホスト名） 

コンピューターにホスト名を割り当てます 

TCP/IP 

ネットワークインターフェイスまたは DHCP を有効/無効に 
したり （ DHCP が無効になっている場合は IP アドレスを割り 
当てます）、ドメイン名を変更したりできます 

Provision Model (プロビジヨ ニン グモデル） 

Enterprise (大企業）または Small Business (中小■中堅企 
業） iAMT モデルを割り当てます 

Setup and Configuration (セットアップとコンフイギユレー 

AMT のリモート構成を制御するためのオプションを設定し 

シヨン） 

ます 

Un-Provision (プロビジヨ ニン グの解除） 

AMT 構成を初期設定の状態に戻すことができます 

SOL / IDE-R 

IDE フロッピーディスクまたは CD - ROM に対するリモート 
ブート制御を有効にし、ユーザー名およびパスワードを割り 
当てます 

Password Policy (パスワードポリシー） 

ネットワークパスワードおよび MEBx パスワードの要件を 
制御するためのオプションを設定します 

Secure Firmware Update (ま全なファームウエア更新） 

リモートでのファームウ X アの更新をち効/無効にします 

Set PRTC CPRTC の設定） 

リアルタイムクロックを設定します 

Idle Timeout (アイドルタイムアウト） 

アイドルタイムアウトの値を設定します 

インテル ME パスワードの変更 


選択 

設定内容 

Change ME Password (インテル ME パスワードの変更） 

ME パスワードを変更します 

を記： 初期設定のパスワードは [ admin ] です 
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HP ュニバーサルプリンタードライバーの使用 （ 一部のモデ 
ルのみ） 

Windows 巧 HP ュニバーサルプリンタードライバーは単一のインテリジェントドライバーであ 
り、 HP のネットワークプリンター巧の各ドライバーと置き換わるものです。 


をを 記： HP ュニ/くーサルプリンタードライバーは一部のモデルのコンピューターにのみプリイン 
ストールされています。 HP ュニバーサルプリンタードライバーのタウンロードまたはその使巧ち 
まについて詳しくは、 HP の Web サイト、 http :// www . hp . com / qo / universalprintdriver / (英語サイト） 
を参照するか、 http :// www . hp . com / jp / support / から国または i 也域を選択し、お使いの製品の名称を入力 
してプリンタードライバーを検索してください。 


HP ュニバーサルプリンタードライバーを使用して印刷するには、な下の操作を行います。 

1. 使巧しているアプリケーシヨンで、[ファイル]一[印刷]の順に選択します。 

2. プリンターの一覧から [HP Universal Printing PS ] を選択します。 

3. [印刷]をクリックします。 

4. プリンターの IP アドレスまたはネットワークパスを入力します。 


教を 記： プリンターの IP アドレスまたはネットワークパスが特定できない場合には、システム 
管理をに問い合わせてください。 


5. [このプリンターを[プリンターと FAX ] フナルダーに追加]チェックボックスにチェックを入れ 
ます。 

6. [印刷]をクリックします。 
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17 清掃のガイドライン 


この章では、お使いのノートブックコンピューターまたはタブレット PC をを全に清掃および消毒す 
るための最適な方まおよび推奨事項について説明します。 


清掃用具 

お使いのノートブックコンピューターまたはタブレット PC をを全に清掃および消毒するには、 Jil 下 
の巧具を使用します。 

• 濃度が0.3〇/〇な下のジメチルベンジル塩化アンモニウム（使い捨て除菌シートなど。これらの 
シートはさまざまな商品名で販売されています。） 

• ノンアルコールのガラス巧液体クリーナー 

• 化刺激性液体石けん 

• ドライマイクロファイバーの清掃用巧またはセームま（油分を含まず、静電気の起きない布） 

• 静電気の起きない拭き取り布 


A を意： な下の清掃巧具は使用しないでください。 

アセトン、塩化アンモニウム、塩化メチレン、炭化水素などの強力な芳香性溶剤を使用すると、ノー 
ト ブック コンピューターまたはタブレット PC の表面に修復不能な傷が付く可能性があります。 

ぺーパータオルなどの繊維状製品を使巧すると、ノートブックコンピューターまたはタブレット 
PC に傷が付く可能性があります。時間がたつにつれて、ごみの粒子や洗ミ争剤が傷の中に入り込んで 
しまう場合があります。 
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清掃手順 

お使いのノートブックコンピューターまたはタブレット PC を安全に清掃するには、このセクション 
の手順に沿って操作してください。 


A 警告！ 感電やコンポーネントの損傷を防ぐため、電源が入っているときにノートブックコン 
ピューターまたはタブレット PC を清掃しないでください。ノートブックコンピューターまたは夕 
ブレット PC を清掃する前に、シャットダウンして電源を切り、外部電源を取り外し、電源が供給さ 
れていた外付けデバイスをすべて取り外してください。 

A を意： ノートブックコンピューターまたはタブレット PCI こホミ争剤などの液体を直接吹きかけない 
でください。表面に洗剤などの液体がかかると、内部のコンポーネントに回復不能な損傷をちえる可 
能性があります。 


ディスプレイの清掃 

ディスプレイは、 ノンアルコールの ガラスクリーナーで湿らせた柔らかい布でやさしく巧いてくだ 
さい。ディスプレイのカバーを閉じる前に、ディスプレイが乾いていることを確認してください。 

側面とカバーの清掃 

側面とカバーを清掃および消毒するには、上記のどれかの洗浄液で湿らせた柔らかいマイクロファイ 
バー布またはセーム革を使用するか、適切な使い捨て除菌シートを使巧してください。 


鞍を 記： ノートブック コン ピューターのカバーを清掃する場合は、ごみやほこりを除去できるよう 
に、円を描くようにがいてください。 


タツチパッドとキーボードの清掃 


A を意： タ ツチパツ ドとキーボードを清掃する場合、キーとキーの間に洗剤などの液体をこぼさない 
ようにしてください。液体がかかると、内部のコンポーネントに回復不能な損傷をちえる可能性があ 
ります。 


• タツチパツドとキーボードを清掃および消‘毒するには、上記のどれかの洗ミ争液で湿らせた柔らか 
いマイクロファイバー布またはセームをを使用するか、を件に合った巧い捨て除菌シートを使用 
してください。 

• キーが固まらないようにするため、また、キーの下に溜まったごみや糸くず、細かいほこりを取 
り除くには、圧縮空気が入ったストロー付きの吿を使巧してください。 


A 警告！ 感電や内部コンポーネントの損傷を防ぐため、掃除機のアタツチメントを使巧してキー 
ボードを清掃しないでください。キーボードの表面に、掃除機からのごみくずが落ちてくること 
があります。 


タブレット PC のペンとペンホルダーの清掃 

上記のどれかの洗;’争液を使用して柔らかいマイクロファイバー布またはセーム革を湿らせるか、適切 
な使い捨て除菌シートを使用して、な下の操作を行います。 

• ペンを清掃するには、ごみやほこりを除去できるように、ペンを上下方向にがいてください。 

• ペンホルダーを清掃するには、円を巧くようにしてペンホルダーの開口部周辺を巧いてくださ 
い。 


清掃手順165 










A を意： ペンホルダーにホミ争剤などの液体をまらしたり、タブレット PC のペンな外の物を入れたり 
しないでくださし、。ペンホルダーは、タブレツト PC 内部の電子部品から完全に遮断されているわけ 
ではありません。 


166第17章清掃のガイドライン 




索引 


記号/数字 

1394ケーブル、接続100 
1394コネクタ 
位置8 
使用100 
1394デバイス 
接続100 
取り外し100 

A 

Active Management Technology 、 
Intel 161 
AC アダプター 
位置 13 
接続 77 

Altiris Deployment Solutions 157 
AMT Options ( AMT オプション） 
[AMT setup prompt ( Ctrl - P )] 
( AMT セットアップのプロン 
プト （ Ctrl - P )) 150 
[Firmware Progress Event 
Support ] (ファームウエア進披 
イベントサポート）150 
[Firmware Verbosity ] (フ アーム 
ウェア詳細）150 
Initiate Intel CIRA (インテル 
CIRA の実行）150 
[Terminal Emulation Mode ] 

(ターミナルエミユレーショ 

ンモード）150 
[UncoDTigure AMT on next 
boot ] (次回ブート時に AMT を 
構成解除）150 
[USB Key Provisioning 
Support ] ( USB キー機能のサ 
ポート）150 


B 

BIOS administrator password 
( BIOS 管理者パスワード）145 
Bluetooth コンパートメント、位 
置目 

Bluetooth デバイス 20, 30 
Bluetooth ラベル 14 
Boot Options (ブートオプショ 
ン）146 

Built-In Device Options (内蔵デバ 
イスオプション） 

[Embedded Bluetooth device 
radio ] (内蔵 Bluetooth デバイ 
スの無線）149 
[Embedded WWAN Device 
Radio ] (内蔵無線 LAN デバイ 
スの無線）149 
[Embedded WWAN Device 
Radio ] (内蔵無線 LAN デバイ 
スの無線）149 
[Fingerprint Device ] (指紋認証 
デバイス）149 
[ LAN/WLAN Switching ] ( LAN / 
無線 LAN の切り替え）149 
[Modem Device ] (モデムデバ 
イス）149 

[Power Monitor Circuit ] (電源モ 
ニター回路）149 
[Wake on LAN ] (ウェイクナ 
ン LAN ) 149 

[Wireless Button State ] (無線ボ 
タン状態）149 
オーディホデバイス149 
周辺光センサー149 
内蔵カメラ149 
内蔵スピーカー149 


ネットヮークインターフェイ 
スコントローラー 149 
マイク 149 

C 

Caps Lock ランプ、位置3 
CD 

書き込み目4 
ドライブ102 
保護64 

Certificate of Authenticity ラべ 
ル 14 

Computer Setup 

BIOS administrator password 
( BIOS 管理者パ スヮー 
ド） 11 目 

DriveLock パスワード118 
[ File ] (ファイル）メニュー 144 
Mult 旧 0 ot Express プ□ンプト 
の設定15目 

[ Security ] (セキュリティ）メ 
ニュー 14 己 

[System Configuration ] i ンス x 
厶コンフイギュレーシヨン） 
メニュー 146 
移動および選択142 
工場出荷時設定の復元143 
デバイスセキュリティ123 
ブート可能デバイスの有効 
化 153 

ブート順序の設定1日日 
Ctrl + alt + del ボタン 9,15 

D 

Device Configurations (了/、イス桓 
成）147 

Disk Sanitizer (ディスククリー 
ナー) 146 
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DriveLock Passwords (DriveLock 
パスヮード） 145 
DriveLock 、 自動 145 
DriveLock パスワード 
解除 120 
設定119 
説明118 
入力119 
変更120 
DVD 

書き込み目4 
ドライブ102 
保護目4 

E 

esc キー、位置己 
esc ボタン9,15 
ExpressCard 
設定106 
挿入106 
取り外し107 

保護巧カードの取り出し106 
ExpressCard スロット8 
ExpressCard の設定 106 

F 

f 11 リカバリ140 
[ File ] (ファイル）メニユー 144 
fn キー 
位置5 
使用2 

H 

HDMI 56 

HP 3 D DhveGuard 92 
HP Client Configuration 
Manager 158,159 
HP Client Manager for 
Altiris 158 

[HP Connection Manager ] アイコ 
ン 21 

[HP Connection Manager ] ソフト 
ウェァ 23 

HP Quick Launch Buttons 己 8 
[HP Quick Launch Buttons ] の[設 
定] 58 

HP QuickLook 148 


HP SpareKey Enrollment 
([HP SpareKey ] 登録） 145 
HP System Software 
Manager 158, 159 
[HP Wireless Assistant ] ソフト 

ウエア 21,22 

HP モノくイルブロ ードバンドモ 
ジユール 27 

HP ユニバーサルプリンタード 
ライパ'—、使巧163 


IEEE 1394コネクタ、位置8 

J 

Java Card 
挿入108 
定義108 
取り出し108 

L 

Lanauaae 頁 a 音 ）、 [Computer 
Setup ] での変更146 
LAN 、 接続39 
LAN への接続39 

M 

McAfee Total 
Protection 12日，126 
Microsoft CertiTicate of 
Authenticity ラベル 14 
MultiBoot Express 151,156 

N 

NIC ブートデバイス 151, 153 
num Ik 、 外かけテンキー目 1 
Num Lock ランプ、位置4 

P 

Port Options (ポートオプション) 
[1394 Port ] (1394 ポー 
卜）150 

eSATA コネクタ 1己0 
[ExpressCard slot ] 
(ExpressCard ス□ッ 
卜）150 

[Flash Media Reader ] (フラッ 
シュメディアリー 
ダー） 150 


[USB Port ] (USB コネク 
夕 ） 1日0 

スマートカードスロッ 

卜150 

PXE サーバー153 

Q 

QuickLook ボタン、位置7, 58 

QuickWeb ボタン、位置7, 58 

R 

Restore Security Defaults (セキュ 
リティ初期設定の復元）150 

RJ -11 (モデム）コネクタ、位置7 

RJ -45 (ネットワーク）コネクタ、 
位置9 

S 

SATA (Serial Advanced 
1 echnology Attachment ) 了バィ 
ス 

AHCI (Advanced Host 
Controller Interface ) 147 
IDE (Integrated Drive 
Electronics )147 

[ Security ] (セキ ュ リティ） メニュ ー 
Always Prompt for HP 
SpareKey Enrollment 
([HP SpareKey ] への登録の確 
認を常に表示）14己 
Automatic DriveLock (自動 
DriveLock ) 145 
Change Password (パスワード 
の変更）145 
Disk Sanitizer (ディスクク 
リーナ ー) 146 
DriveLock 145 
FP リセット14己 
HP SpareKey Enrollment 
([HP SpareKey ] の登録） 14 己 
HP SpareKey (HP スペア 
キ ー)145 

Setup BIOS Administrator 
Password ( BIOS 管理者パス 
ワードの設定）14己 
System IDs (システム 
ID ) 146 

パスワードポリシー145 
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Set Security Level (セキュリティ 
レベルの設定） 150 
SIM 

装着 27 
取り出し 28 
SIM スロット、位置10 
SoftPaq 、 ダウンロード135 
[System Configuration ] (ンステム 
コンフィギュレーシヨン）メ 
ニュー146 

System Diagnostics いノステム百》 
断）144 

System IDs (システム ID ) 146 
System Information (ンステム ■ 障 
報）144 

T 

TPM 内蔵セキュリティ146 
TXT (インテルトラステツド-エ 
グゼキューシヨン ■ テクノロ 
ジ ー) 148 

U 

[UEFI mode ] (UEFI (Unified 
Extensible Firmware Interface ) 
モード')146 
USB ケーブル、接続98 
USB コネクタ、位置7 
USB コネクタ、確認98 
USB コネクタ、電源供給機能付 
さ8 

USB デバイス 
接続98 
説明98 
取り外し99 
USB ハブ98 
USB レガシーサポー 
卜99,142,147 

User Management (ューザー管 
理）145 

V 

Virtualization Technology (仮想イヒ 
テクノロジ）148 

W 

Web カメラ 
位置11 


巧用上の;'主意69 
使用69 

プロパティ、調整70 
名刺の取り込み70 
Web カメラランプ、位置6,11 
Web サイト 

AMT に関する Intel Pro テクノ 
ロジ161 

HP System Software 
Manager 160 
HP Universal Print 
Driver 163 

インテル Centrino Pro 161 
Windows 7 オペ レーテ ィングシ 
ステム DVD 141 
Windows アプリケーションキ ー 、 
位置5 

Windows ロゴキ ー 、位置5 
あ 

アイコン 

HP Connection Manager 21 
ネットワークステータス21 
ネットヮーク 32 
雛21 

アップデート、ソフトウェア158 
アプリケーションキー、 

Windows 5 
暗号化25 
アンテナ 

外付け無線 WAN アンテナ12 
お線 LAN 12 
雛 WAN 12 

い 

イメ ージ、コンピューター157 
インターネット接結のセットアッ 
プ24 

インテル Centrino Pro テクノロ 
ジ161 

インテル HT テクノロジー148 

お 

オーディオ機能、確認66 
才ーディオ出力（へッドフォン）コ 
ネクタ、位置7 
オーディオデバイス、外部接 
続66 


才ーディオ入力（マイク）コネク 
夕、位置7 

オプションバッテリコネクタ、位 
置10 

オプティカルディスク 
書き込み64 
オプティカルドライブ 
保護64 

オプティカルドライブ、外付 
け63 

オペ レーテ ィングシステム 
Microsoft Certificate of 
Authenticity ラベル 14 
プロダクトキー14 
温度85 

音量上げボタン、位置4 
音量上げランプ、位置4 
音量下げボタン、位置4 
音量下げランプ、位置3 
音量、調整62 
音量ボタン62 

か 

回転ヒンジ、位置11,15 
回転ボタン9,15 
外部無線 WAN アンテナボタン、 
位置6 

書き込み可能メディア73 
拡張べース、別売63 
確認、オーディオ機能66 
各部 

回お16 
前面6 

その他のハードウ； L ア13 
タブレットモード16 
ディスプレイ11 
ノ ートブックモード18 
背面9 
左側面8 
表面1 
右側面7 
裏面10 

各国仕様のモデムケーブルアダ 
プター 35 
画面、切り替え56 
画面の輝度ホットキ ー 57 
干渉、最小化33 
完全な口ーバッテリが態81 
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管理をパスワード115 


さ 

キー 
esc 5 
fn 5 

Windows アプリケーシヨン 5 
Windows ロゴ5 
テンキー 5 
フアンクシヨン5 
キーボード、清掃165 
キーボードホットキー、位置と名 
称55 

キーボードライト 
使用53 

キーボードライトボタン、位 
置 11 

企業お線 LAN への 接続25 
規を情報 

規定ラベル14 
無線認定/認証ラベル14 
モデム認定/認証ラベル14 


空港のセキュリティ装置90 

クリック 

設定の変更52 
テスト52 

け 

ケーブル 
1394100 
LAN 39 
USB 98 
モデム34 


公共無線 LAN への接続25 
工場出荷時の設をに戻す144 
コード、電源13 
コネクタ 

1394 8,100 
RJ -11 (モデム） 7 
RJ -45 (ネットワーク） 9 
USB 7, 98 

才ーデイオ出力（ヘッドフォ 
ン）7 

才ーデイオ入力（マイク） 7 
外付けモニター 9,68 


コネクタ、電源9 
コン ピューター情報132 
コン ピューターの移動85 
コン ピューターの電源を切る87 
コン ピューターの持ち運び 
モデム認を/認証ラベル14 
コンポジットビデオ56 

さ 

サービスタグ14 
最新の BIOS 

インス！ル133 
ダウンロード133 


システム、指紋認証7,11 
システム情報ホットキー 56 
システムの応答惇止87 
システムのフアン147 
システム日付および時刻144 
実行の無効化147 
自動 DriveLock パスワード 
解除121 
入力121 

指紋認証システム、位置7,11 
シャットダウン87 
巧電レベルインジケーター、位 
置10 

周辺ホセンサー 
位置11 
ホットキー 57 
使用、 Web カメラ69 
使用上の;'主意、 Web カメラ69 
ジョグダイヤル9,16 
シリアル番号、コンピュー 
夕一14 

す 

スイツチ 

電源6 

内蔵ディスプレイ4 
無線8 

ズームタッチパッドジェス 
チャ 41 

スクロールゾーン、タッチパッ 
ド' 2 

スクロールタッチパッドジェス 
チャ 41 

スピーカー、位置6 


スマートカード' 

巧入108 
定義108 
取り出し108 

スマートカードリーダー、位 
置7 
スリープ 
開始73 
終了 73 

スリープホットキー 56 

スロット 

ExpressCard 8 
SIM 10 

スマートカードリーター 7 
セキュリティロックケーブ 
ル7 
名刺6 

メディアカードリーダー 8 

メモリ110 

メモリモジュール 10 

せ 

清掃手順165 
清掃のガイドライン164 
清掃巧具164 
清掃 

キーボード165 
タッチパッド165 
タブレット PC のペン165 
ディスプレイ165 
ペンホルダー165 
製品名および製品番号、コンピュー 
夕一 14 

セカンダリバッテリ高速充 
電148 

セキュリティ、無線24 
セキュリティロックケーブル巧 
スロット、位置7 
接続、外部電源77 
設定、タッチスクリーン52 
セットアップ、コンピューター1 
セットアップユーティリ 

ティ158 
節約、電源85 

そ 

外付けオーディオデバイス、接 
結66 

外付けドライブ102 
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外付け モニター コネクタ 
位置9 
使巧68 
ソフトウェア 

BIOS アップデート133 
HP Connection Manager 23 
HP Wireless Assistant 22 
アップデート 158 
ディスククリーンアップ91 
ディスクデフラグ91 
展開157 
復元158 

プログラムおよびドライバーの 
更新135 
名刺読み取り70 

た 

タッチスクリーンジェスチヤ 
回お50 
ズーム50 
スクロール49 
タップ47 
ドラッグ48 
ピンチ50 
フリック 48 
タッチスクリーン 
位置11 

画面動作の実行47 
使巧47 
設定52 

タッチスクリーンの回転ジェス 
チヤ 50 

タッチスクリーンのズームジェ 
スチヤ 50 

タッチスクリーンのスクロール 
ジェスチヤ 49 

タッチスクリーンのピンチジェ 
スチヤ 50 

タッチパッドオン/オフ切り替 
え2 

タッチパッドジェスチヤ 
3本指フリック42 
ズーム41 
スクロール41 
ピンチ41 
タッチパッド 
位置2 
使巧40 


スクロールソーン 2 
清掃165 
操作40 
ボタン2 
有効/お効55 
タッチパッドランプ1,3 
タブレット画面の各部15 

つ 

通気孔、位置8,10 
て 

[ディスククリーンアップ]ソフト 
ウェア91 

[ディスクデフラグ]ソフトウェ 
了 91 

ディスプレイスイッチ、位置4 
ディスプレイ 

画像、切り替え56 
画面の輝度ホットキー 57 
清掃165 

ディスプレイリリースラッチ、位 
置6 

デバイスセキュリティ123 
デバイス、ブート順序146 
展開、ソフトウェア157 
テンキー ' 位置5 
テンキー、外付け 
Num Lock 61 
使巧61 
テンキー、内蔵 

キーの機能の切り替え61 
使巧61 

有効化と無効化61 
電源コード、確認13 
電源コネクタ、位置9 
電源スイッチ、位置6 
電源プラン75 
電源ランプ、位置3 
電源 

接続77 
節約85 


と 

盜難防止145 
ドッキングコネクタ 
位置10 
使巧103 


ドライブ 

オプティカル102 
外イ寸け102 
取り扱い90 
ハード94,95,102 
ブート順を151 
フロッピーディスク102 
ドライブメディア73 
ドライブランプ 
位置3 
状態92 

トラブルシューティング31 

な 

内蔵ディスプレイスイッチ、位 
置4 

巧蔵マイク、位置11 
ね 

ネットワークアイコン32 
ネットワークキー 32 
ネットワークケーブル 
接続39 

ノイズ抑制コア39 
ネットワークサービスブー 
卜153 

ネットワークステータスアイコ 
ン 21 

ネットワークセキュリティコー 
ド' 

SSID 32 

ネットワークキー 32 

の 

ノイズ抑制コア 

ネットワークケーブル39 
モデムケーブル34 

は 

ハードドライブの復元140 
ハードドライブ 

HP 3 D DriveGuard 92 
交換94 
外付け102 
取り付け95 

ハードドライブベイ、位置10 
ハードドライブリカバリ140 
ハイバネーシヨン 

開始74 
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完全な口ーバッテリ状態で開 
始81 
終了 74 

パスワード 

BIOS 管理を116 
DriveLock 118 
管理を115 
ューザー116 
バックアップおよび復 
元136,137 
バックアップの作成 137 
バッテリゲージの調整82 
バッテリ充電 
最長化81 
情報57 
バッテリ電源78 
バッテリの巧電80,82 
バッテリ 
位置13 
温度85 
交換86 
再充電84 
充電80, 82 
処理85 
節電85 
装着79 
調整82 
取り外し79 
保管85 

口ーバッテリ状態81 
バッテリベイ 10,14 
バッテリランプ3,80,81 
バッテリリリースラッチ、位 
置10,79 
ハブ 98 

ひ 

ビデオ伝送方式56 
ヒンジ、回転11,15 
ピンチタッチパッドジェス 
チャ 41 

ふ 

フアイ アウ オール 25 
ファイルの バックアップ137 
ファンクシヨンキー 
位置5 
使用55 


ブート順巧の変更155 
ブート順を146 
ブートデバイス、有効化153 
復元用パーティシヨン140 
フリックタッチパッドジェス 
チャ 42 
フリック 

割り当ての作成52 
割り当ての変更52 
プロジてクター、接続68 
プロダクトキー14 
フロッピーディスクドライ 
ブ102 


ベイ 

ハードドライブ10 
バッテリ10,14 
へッドフォン（才ーディオ出力）コ 
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位置43 
使用43 
設定47 
調整46 
ペンホルダー 
位置8,16 
使用46 

ほ 

ポインティングスティック 
位置2 
使用43 

ポインティングスティックボタ 
ン、位置2 

ポインティングデバイス 
カスタマイズ40 
使用43 
ボタン 

Ctrl + alt + del 9,15 
esc 9,15 

HP クイックローンチ 58 
QuickLook 7, 58 
QuickWeb 7, 58 
音量上げ4 
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回転9,15 

外部無線 WAN アンテナ6 
キーボードライト11 


外付け無線 WAN アンテナ12 
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ホットキー 

画面輝度を上げる57 
画面切り替え56 
システム情報を表示する56 
周辺光センサー 57 
使用55 

スリープの開始56 
説明55 
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り替える55 
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報57 
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ま 
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コネクタ7 
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マウス、外付け 

オプションの設定40 
接続43 

マルチコア CPU 148 
マルチメディアソフトウェア 
アクセス 64 

み 
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置 4’ 62 
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む 

無線 LAN アンテナ、位置12 
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